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（Ngũgĩ wa Thiong’o）である。約 40 の民族と言語から構成される多言語・多
民族国家ケニアで、最も人口稠密なギクユ民族の出身で、この名前は「父ジオ
ンゴの息子グギ」の意である。（この民族の伝統的な命名方式によれば、いわゆ
る「姓」はない。以下、本人の名前でグギと呼ぶ）。1938 年 1 月 5 日、ナイロ



























































































ミニコミ「ChemChemi」は 73 年 12 月に第 24 号を出した後、個人執筆を止めて、「チェム
チェミの会」を発足させ、74 年 5 月から 75 年 9 月までの間に、第 25 号から第 29 号まで出し
た（第 28 号からはタイプ印刷）。その間、広く執筆者を求め、貫名美隆氏や五島忠久氏、橋本
福夫氏などを含めて、多数が執筆している。その後、76 年 4 月からは、『ChemChemi －アフ
リカ･文学と社会』と改題、その頃に知り合った岡倉登志氏との共同編集、タイプ印刷で、78 年
11 月までの間に、第 30 号から 32 号まで出した。以後、今日まで休業態勢に入った。かわりに、






 このミニコミ「ChemChemi」（スワヒリ語で「泉」の意）の第 19 号（73 年
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10 月）、および第 20 号（73 年 12 月）に、私はグギの初期戯曲『黒人の隠者』
（Black Hermit）4) についての短文を載せている。この戯曲は、グギが在ウガ
ンダのマケレレ大学（当時の正式名称は、Univesity of East Africa）英文科に
学んだ頃の作品で、62 年のウガンダ独立を記念して首都カンパラの国立劇場で
舞台に上げられたものである。ついで、「『ジェイムズ・ングギ論』のための覚
え書」（74 年 3 月）5) と題する小論を書いているが、これは短篇「殉教者」の読
書経験（当時勤めていた立命館大学の教室で、この短篇をテキストとして使っ
た）を契機に、主な小説作品と主題、作家的態度などについておおまかな全体

















私の 2 回目のアフリカ旅行は、77 年夏のことで、約 2 ヶ月にわたった。この
時は、グギがナイロビ大学に勤務していること、『一粒の麦』（A Grain of Wheat, 




インド航空 305 便で伊丹空港を発ったのは 77 年 7 月 26 日だった。香港、バ
ンコク、カルカッタを経由、ボンベイ（現ムンバイ）で乗り換えて、ナイロビ
着は翌 27 日午前 9 時 30 分であった。日本との時差は 6 時間である。11 時頃に
市内中心部からウフル・パーク（「独立」公園）を隔てて、やや離れたミリマニ・












は、『あるバーメイドの物語』（A Ballad for a Barmaid ）あるいは 『血の色を
した花びら』（Bloody Petals ）などを思案したという。翌日午後 2 時の再会を












































約 3 週間後の 8 月 18 日、早朝のエチオピア航空ナイロビ便は、東方海上に昇 
る大きな太陽を見ながら、ダルエスサラームを発ち、キリマンジャロの山頂を




経営のプレスティジ・ブックショップで 5 部を購入した。午後 2 時半頃に大学
を訪ねたが、グギに会えたのはそれから 1 時間以上経っていた。忙しい様子で
ある。この時、待ち時間にオフィスで話しこんだ秘書の女性はペネロップ・リ
ーさんで、7 月 27 日にも会っていたが、『血の花弁』の原稿のタイピングに協力
した女性だということがわかった。作品の謝辞に、この人の名前が書き込まれ
ていた。この日は、短時間の出逢いで、持参した作品の扉に長いコンプリメン
トを書いてもらい、23 日の午後 2 時に会う約束をして別れた。グギは私の希望
を覚えていて、その日にリムルの自宅へ案内するという。 
 























































































  私は 76 年 8 月のこの集会を、その当時には知らなかった。しかし、後日譚になるが、81 






グギは 78 年のほぼ 1 年間、政治犯として無裁判のまま、ケニアで拘禁されていた）。また、 







 その後 8 月 25 日から 9 月 1 日まで、私はケニアのインド洋海岸地方、マリン
ディ、ゲディ、ラム島などを旅行、8 月 30 日にはラム島の大陸側対岸のモコウ
ェからマリンディ経由で、モンバサ島まで約 8 時間をかけてバスで移動した。9





を訪れ、9 月 5 日に、グギ夫妻と「赤坂」で夕食の約束を交わした。ブルンナー
ズから正面の道路を斜めに渡ったところに位置する日本料理の老舗である。 
  














5 日の会食の約束は、都合で 8 日に延期することになった。この約束は、さら
に 10 日まで再び延期された。そこで、7 日から『血の花弁』の再読を始めた。








9 月 10 日、夕方 5 時 20 分頃、雨がぱらつく。夕方、「赤坂」で待っていると、















9 月 12 日、『血の花弁』の 2 回目読了。英文でその感想文を書くことにし、

















み終えたグギは満足した様子で、19 日にもう一度、final meeting をしようと
誘ってくれた。その場には、リーさんもいた。17 日、プレスティジ・ブックシ
ョップを訪ねると、馴染みのインド人店主の話では『血の花弁』の売れ行きが
好調の由、著者の署名入りの作品が山積みされていた。9 月 19 日、インド航空
帰路便をリコンファームし、その後、2 時 40 分頃大学へ行き、グギに会った。
‘Write, write to the limits of your pen.’これがグギに伝えた私の最後の言葉
だった。翌々日の 9 月 21 日、午前 8 時 15 分発のインド航空でアジスアベバ、
アデンと飛び、ボンベイで一泊。ついでカルカッタ、バンコク、香港と飛んで、




























  グギは、1977 年 7 月、アフリカ文学史上「最大の影響力を持つ」との評判の高い小説『血 
の花弁』を発表した。名作『一粒の麦』（1967）以来 10 年ぶり、5 年がかりの長編第 4 作で 
ある。筆者はこの年、この作品が投じた衝撃的な波紋がなお渦巻くナイロビに滞在し、1 ヶ月 
以上にわたって、著者と親しく交わることが出来た。 
















  これら初期三部作は、さながらケニア民衆の年代記風な自伝文学の感があるが、彼の 17 年 
にわたる作家生活には三つの重大な転機があったようだ。最初は、東アフリカの名門マケレ 
レ大学卒業後、イギリスのリーズ大学で 3 年間を過ごしたことである。この期間に、人間の 























  この小説は、かつて旱魃に見舞われ、飢饉に苦しみ、地図の上に記されることもなく、政 
治から完全に忘れ去られていたイルモログという名の架空の村が、過去 12 年間に外国資本の 
進出を受け、観光客でにぎわう近代都市となるまでを描いている。 
  読者は作品の冒頭で、外資系醸造会社の 3 人の黒人重役焼殺事件にかかわる容疑で、4 人の 
主要人物が尋問を受けているシーンに接するが、すぐ 12 年前にさかのぼり、暗い挫折の過去 






















78 年 1 月 4 日の深夜。東京の友人が電話をかけてきて、The Japan Times 1































  ナイロビ発の外電が報ずるところによると、グギは 1977 年 12 月 31 日リムルの自宅から 
 連行されたあと、1 月 2 日逮捕された。11 月に地元劇場で上演中のギクユ語の戯曲が上演差 
し止めになっていたという。この戯曲を含め、グギのこれまでの体制批判が原因と見られる。 






































































































グギが振り分けられた準 B クラスは、いわゆる第 1 学年（スタンダード 1）
より下級の教室であった。彼は第 3 学期から就学を始めたが、他のクラス仲間

























   
ギクユの民に、神は美しい土地をくださった 
  豊富な水と食べ物、そして香り豊かな木々までも。 
  ギクユの民は、いつだって神を讃えよう 






























































































































げるものがあった。中央州では 1925 年に、商人ムサ・ディラング（Musa 
Ndirangũ） によってギヅングリ（Gĩthũngũri）に建てられ、ウィルソン・ガ
ヅル（Wilson Gathuru）が初代の教師を務めた。ディラングは、ハリー・ヅク
（Harry Thuku）9) の薫陶はもちろん、マーカス・ガーベイ（Marcus Garvey）




Karĩng’a Educational Association, KKEA）と、1934 年にムランガ（Mũrang’a） 











































































































































































抗議した民衆に警察が発砲して、女性リーダーのニャンジル・ムゾニ 14) ら 150
人（210~230 人ともいわれる。他に、千単位との説もある。政府の公式発表は





父ジオンゴ・ワ・ドゥーシュ（Thiong’o wa Ndũcũ, ドゥーシュの息子ジオン
ゴ）はリムルに住みついた。先述したように、4 人の妻〔第 1 の妻はワンガリ
（Wangarĩ）、第 2 の妻はガショキ（Gacoki）、第 3 の妻はワンジク（Wanjikũ）、
第 4 の妻はジェリ（Njeri）〕を娶った。 
 
母ワンジクは無口だった。ジオンゴと結婚した時、第 1 妻のワンガリには 2



















































































教育を全うすることが出来ず、あちこちの工場労働に従事したが、1974 年 4 月
6 日、不慮の交通事故で死んだ。なお、次女はジョキ（Njoki）、三女はガシル 
（Gacir）という名前だった。異母兄弟・姉妹を含めて全部で 28 人がいたとい


























































































































































































りかかると、突然飛び出して、ルオ語で「イージ・ナーデ」（Idhi nade ? ）、カ




実兄のウォレス・ムアンギは 1930 年の生まれで（2011 年 4 月死去）、後には 




























少年グギが、護送トラックを目撃し、この歌を聞いたのは 1949 年 11 月から




























































1952 年 10 月 7 日、ワルヒウ首長暗殺の報がリムルにも伝わり、そして、1952


































































































































































































リで過ごした最後の 2 年間の英語の教師でもあった。 
 







ディケンズ（Charles Dickens, 1812~1870）の『大いなる遺産』（Great 
Expectations, 1860~61）の簡約本、リチャード・ドドリッジ・ブラックモア 



























1954 年に、自宅から 3 マイルほど離れたロレート・コンベント・スクール















































































































































アライアンス高校は、1924 年のフェルプス・ストークス委員会（Phelps-Stokes  



















な肉体、精神、そして人格」（Strength in body, mind and character）が校歌に
謳われた。これは、アメリカのハンプトン校のモットー「身体、心、そして手
の統合」（integrating body, heart and hands）と通じていた。当初は 2 年制で


























は 1938 年入学で、最後は 1952 年だった。年に平均 5 人程度の女子生徒がいた
にすぎない。その一人のニョカビ （Nyokabi） は、のちにエリウド・マヅ（Eliud 





























































期末試験の結果、グギは 2 学期からは A 課程へ移ることが決まった。A, B 両課
























初期小説『川を隔てて』（The River Between, 1965）、『泣くな、わが子よ』























彼は、グギがアライアンスに入学した 1955 年 1 月にはケニアにおらず、同年 
5 月までイギリスへ出かけていた。この間、ロンドン滞在中の 3 月 31 日、王立





















































いしたことはない。いつも平均 30 人ぐらいが休暇中も学校に残っていた。家は大変だ 
























































先述したとおり、アライアンスに入学した 1955 年 1 月、校長は休暇でいなか




































































































































神さま、私を洗い清め給え。私を雪よりも白くせしめ給え」（Wash me, redeemer, 























































































56 年 9 月、マケレレ・アート・スクールの講師とその学生であったエリモ・




































Ⅳ）、1953 年「マクベス」（Macbeth）、1954 年「ジュリアス・シーザー」（Julius 






して出演した。1958 年には『リア王』（King Lear）が上演された。 
演劇部の先輩には、東アフリカ演劇史上に名を残したスワヒリ語劇作家ヘン
リ ・ークリア （Henry Kuria）75) がいた。彼の『好きなんだ、しかし』（Nakupenda 
lakini）はアライアンスで初演された。クリアは、小学校演劇祭、キアンブ・音
楽フェスティバルなどを組織した人物だった。1955 年にもこの劇の上演があっ
て、グギはこれを観た。この年には、4 年生のキマニ・ニョイケ 76) がプロデュ
ースしたスワヒリ語劇『人生とは何か』（Maisha ni Nini ? ）も上演された。 マ
ングオ小学校時代にコミカルな寸劇を観たことがあったが、アライアンスでは
本格的な劇が観られた。アライアンスの最終年には、戸外や室内で演じる政治





















イブラハムズ （Peter Abrahams） の小説『自由を語れ』（Tell Freedom, 1954） 
を携えて、誰かと話していたのを目撃することがあった。知らない本だったが、
タイトルに驚いてしまった。「タイトルの二文字は、アライアンス高校の壁の彼























を感じるようになった。南アのアラン・ペイトン（Alan Paton, 1903~1988） の
『叫べ、わが愛する祖国よ』（Cry, the Beloved Country, 1948）は黒人牧師ク
マロの物語であるが、ケニアでも起こりうる話だと思ったという。ブッカー・



















である」（ ‘the problem of the Twentieth Century is the problem of the 
color-line’）84) という言葉が忘れられなくなった。他にも、アメリカ黒人問題、






































1955 年 4 月 21 日、1 年の第 1 学期 89 日間が終わり、リムルへ向けて帰省し



































































された（釈放は、1957 年 8 月）。 
 
56 年 1 月に学校へ戻った。1 年生の時から、ギクユ・エンブ・メル出身の生
徒は、汽車や公共輸送機関での旅行で許可証が必要だった。マウマウの主要勢







































































57 年 1 月頃、学校は、もはや聖域ではなかった。全校集会、クラスルーム、
そして SEP（Saturday Evening Paper）を通して、ケニアと世界の断片的な情
報が伝わってきた。SEP は、1943 年創刊、生徒会の手書きの新聞だった。 
 




モロッコが 56 年に、そしてスーダンが 56 年に独立していた。ケニア初の立法
審議会のアフリカ人代表は、ガーナ独立（1957 年 3 月 6 日）の 4 日後に選挙が
実施され、8 人のメンバーがアフリカ人代表組織 AEMO（African Elected 
Members Organization）を結成していた。リトルトン計画 94) は破棄され、無
効となった。キマジは、57 年 2 月 14 日に処刑された。 
 










59 年 4 月、アライアンスを卒業してから 4 ヶ月後、バスでナイロビからリム
ルへ向かう途中だった。中間点のバナナでポリース・チェックがあり、二人の
警官がバスを制止した。1 月に始めたカフグイニ（Kahũgũinĩ）小学校での教員












































































グギは、マケレレ大学で学んだ頃、なかでも 1961 年から 1964 年の間に、ナ
イロビで出ていた複数の有力新聞に、旧名ジェームズ・グギの名で、合計約 80
篇のコラム記事を寄稿していた（これらの「初期ジャーナリズム」の文章につ
いては、第 5 部で紹介する）。上に紹介したのは、「私の見たまま」（As I see it）
と題する「サンデー・ネーション」紙（1963 年 3 月 24 日付）の連載コラムの







して発足した工業学校（Technical School テクニカル・スクール。後に、Uganda 
Technical College ウガンダ・テクニカル・カレッジと改称）である。同年 1 月、







ことになった。ケニア独立の直前、1963 年 6 月には、ケニア、タンガニーカ（後
74 
 




（University of Dar es Salaam）、ウガンダのマケレレ大学としてそれぞれが独
立した。 
 
最近のマケレレ大学は、2011 年 12 月以降、ファカルティ（Faculty）制度を
廃止し、カレッジ（College）制度を導入、現在では 9 カレッジと 1 スクールを























ヌルディン・ファラ（Nuruddin Farah, ソマリア, 1945~）、アリ・マズルイ（Ali 
Mazrui, ケニア, 1933~）、デイビッド・ルバディリ（David Rubadiri, マラウイ, 
1930~）、オケロ・オクリ（Okello Oculi, ウガンダ, 1942~）、ジョン・ルガンダ
（John Ruganda, ウガンダ, 1941~2008）、ピータ ・ーナザレス（Peter Nazareth, 
75 
 
ウガンダ, 1940~）、ミシェレ・ムゴ（Michere Mugo, ケニア, 1942~）、ジョン・































1927~）の『わが皮膚の砦の中で』（In the Castle of My Skin, 1953）に特に感




















































①  最初の短篇「イチジクの木」（The Fig tree / Mugumo）6) 
さて、話を戻すと、カリアラとの約束から、本当に何かを書かなくてはなら
なくなった。その結果、最初の短篇「イチジクの木」（The Fig Tree）を書き上








Great complicated, nude fig tree, stemless flower-mesh, Floweringly naked in flesh, 
and giving off hues of life. There was a flower that flowered inward, womb-ward ; Now 






































Oh spirits of the dead, come for me ! 
Oh Murungu, god of Gikuyu and Mumbi,  
Who dwells on high Kerinyaga, yet is everywhere, 
Why don’t you release me from misery ? 
Dear Mother Earth, why don’t you open and swallow me up 
Even as you had swallowed Gumba 






















































これが「比較的クリエイティブな 3 年間の始まり」11) だった。以後、矢継ぎ
早に、「帰還」（The Return）、「日照り」（The Drought）（後に、「日照りととも
に去りぬ」Gone with the Drought と改題）、「村の牧師」（The Village Priest）、
「殉教者」（The Martyr）、「闇夜の逢引き」（A Meeting in the Dark）、「そして、
雨が降ってきた」（And the Rain Came Down !）を書いた。くわえて、「黒い鳥」
（The Black Bird）、「ベンツ族の男」（The Mubenzi Tribesman）の初稿を書き、
二つの小説と一つの戯曲を書くことになった。 
 
② 幻の短篇「風」（The Wind !）12) 
「イチジクの木」の後、『ペンポイント』第 10 号（1961 年 3 月）に短篇「風」
（The Wind !） を発表した。同作品は、ナイロビで出ていたヨーロッパ人向け






































Lead kindly light, amid the encircling gloom 
Lead thou me on・・ 
 
（第 1 小節参考） 
Lead, kindly light, amidst th’encircling gloom, 
Lead Thou me on ! 
The night is dark, and I am far from home, 
Lead Thou me on ! 
Keep Thou my feet ; I do not ask to see 
























































































































































「村の牧師」「黒い鳥」の 2 篇は、短篇集では第 2 部「戦士と殉教者」（Fighters  
and Martyrs）に収録されているが、テーマの性格に加え、マケレレ大学時代の 
執筆であることから、ここでは初期短篇として扱うことにした。これら 2 篇は、 
キリスト教とギクユの伝統宗教の衝突を扱っている。 
 





































































































































『ケニア・ウィークリー・ニュース』（1961 年 6 月）に発表。『ペンポイント』

















































Whiteman’s dog・・I knew you would come to me Joshua・・You have brought division 





















初め『ケニア・ウィークリー・ニュース』（1961 年 4 月）に発表。後に『ペ
































































































































































































供を産ませたという部分が問題になったらしい。これも 45 分ものである。  
 
c. 「黒人の隠者」：1962 年 11 月 16 日から 18 日まで、カンパラの国立劇場で、
マケレレ大学演劇部により上演された。上演時間は約 2 時間である。  
 
これら、マケレレ時代の 3 作品を「初期戯曲」と呼んでおこう。なお、リー
ズ留学時代に第 4 作目を書いている（これは、中期戯曲として扱い、後述する）。 
 
d. 「明日の今頃」：1967 年 11 月、BBC のアフリカ向け番組で放送された（「反






























































































































































































初め『ペンポイント』第 13 号（1962 年 10 月）に発表された。 
 





































































































































































































































































































Ⅴ．初期小説『川を隔てて』：社会に走る亀裂（The River Between）38) 
マケレレ大学入学後まもなく、東アフリカ文学局 39) 主催の懸賞小説コンクー
ルへの応募を目的に、1961 年 3 月から書き始めたのが『黒人の救世主』（Black 
Messiah）で、締め切りは同年 12 月末だった。懸賞金の 50 ポンド（米価 70 ド
ル）が目当てだったという。その結果、英語部門の最優秀賞を獲得した。ちな
みに、次点は、同じケニアの女性作家グレース・オゴト（Grace Ogot, 1930~）
の『約束の土地』（The Promised Land, 1966）だった。（なお、『黒人の救世主』
の原稿は、1963 年 3 月まで返却されなかった）。 
 
翌 1962 年 1 月から長編第 2 作目にとりかかった。これが『泣くな、わが子よ』









第三作『一粒の麦』（A Grain of Wheat, 1967）をはさんで、『血の花弁』（Petals 
























































































































































































































Waiyaki felt uneasy・・Where did he stand ? Perhaps there was no half-way house 





















































The land was now silent. The two ridges lay side by side, hidden in the darkness. And 
117 
 
Honia river went on flowing between them, down through the valley of life, its beat 



























































They went away quickly, glad that he was hidden by the darkness. For they did not 
want to look at the Teacher and they did not want to read their guilt in one another ’s 




















































































（Gabriel Okara, ナイジェリア、1921~）、J. P. クラーク（J. P. Clark, ナイジ
ェリア、1935~）、コフィ・アウノー（Kofi Awoonor, ガーナ、1935~2013）、キ
ャメロン・ドゥオドゥ（Cameron Duodu, ガーナ、1937~）、ブロク・モディサ
ーネ（Bloke Modisane, 南アフリカ、1923~1986）、アーサ ・ーマイマーネ（Arthur 
121 
 






























No.7 としても刊行された 56)（詳しくは、本書「エピローグ」を見よ）。 
 
後日、この会議について「新しい意識の使者たち」と題して、グギはナイロ
ビの有力紙「サンデー・ネーション」（1962 年 7 月 1 日号）に短い文章を寄稿
している[後に、「会議に出たケニア人」と題して『トランジション』誌第 2 巻 5





























これについては、第 5 部で論じることになる。 
 
Ⅵ. 初期小説『泣くな、わが子よ』：家庭崩壊と夢の挫折（Weep not, Child ）
58)  
1964 年 5 月発表の『泣くな、わが子よ』（Weep not, Child ）は、1962 年 1
月から書き始めた。ここでも人間のジレンマと葛藤が描かれ、同時に、ドラマ
チックな社会批評に満ちている。これの最終稿を書き上げたのは、1962 年 7 月
のことで、マケレレ大学英文科に学び、同大学ノースコート学寮の寮生であっ








































































1950 年、マウマウ中央委員会が秘密裏に結成された。1952 年 10 月 7 日には、
政府の傀儡であったワルヒウ首長が、ナイロビ郊外で白昼暗殺された。そして































































































































































































































































































































































































































Weep not, child 
Weep not, my darling 
With these kisses let me remove your tears, 
The ravening clouds shall not be long victorious,  






























て走り、「二人の母親のために家の戸を開け放つ」（And he ran home and opened 

































































































































































































































































『ペンポイント』第 11 号（1961 年 10 月）に発表された。カンパラで出てい
























































































































































































































































1967 年 11 月、BBC のアフリカ向け番組「アフリカ演劇シリーズ」で放送され
た（11 月 27 日に東アフリカ向け、11 月 30 日に西アフリカ向けに放送）。この
作品は、「中期戯曲」として扱うことにしよう。 
 




























































































































年 4 月に公刊された。内容の一部が、The Trench と題して、1965 年に、リー


























































































































































































 マウマウ戦争は、1956 年 10 月、指導者デダン・キマジが逮捕され、翌年 2
月に処刑されることで一応の決着はついたが、50,000 の軍隊を派遣して鎮圧に
やっきとなったイギリスは、1960 年 1 月まで非常事態を解くことは出来なかっ
た。 
 









































































Mugo felt nervous. He was lying on his back and looking at the roof. Sooty locks 
hung from the fern and grass thatch and all pointed at his heart. A clear drop of water 
was delicately suspended above him. The drop fattened and grew dirtier as it 
absorbed grains of soot. Then it started drawing towards him. He tried to shut his 















Kihika who had a mother and a father and a brother and a sister, could play with 
death. He had people who would mourn his end, who would name their children after 
him, so that Kihika’s name would never die from men’s lips. Kihika had everything ; 









































































































































   Verily, verily I say unto you, Except a corn of 
wheat fall into the ground and die, it abideth 
alone : but if it die, it bringeth forth much fruit. 108) 






And I saw a new heaven and a new earth : for  
The first heaven and the first earth were  



































































































































































































































































































































































































































































































































































げられた。実業家は 750 シリング、元首長は 250 シリング、JJJ は 1,000 シリングだった。











あった。次は JJJ の番だった。彼は 6 年間の国会議員生活を経験していた。貧者のために
奮闘してきた旨を訴えた後、死者の意志を尊重したいという。彼が用意した棺桶は、メル





















































































































































































第 2、第 3 パラグラフに主人公ニョカビの内面が描かれる。 
 
Her life seemed meaningless and as she sat there looking vacantly into space, she 

















Mukami stood at the door : slowly and sorrowfully she turned her head and looked 















Joshua, the village priest, watched the gathering black clouds and muttered one 





Nobody really knew him. Even Wamaitha, who may claim to have been most close to 





When Mr and Mrs Garstone were murdered in their home by unknown gangsters, 





The road was long. Whenever he took a step forward, little clouds of dust rose, 





He stood at the door of the hut and saw his old, frail but energetic father coming 
186 
 
along the village street, with a rather dirty bag made out of a strong calico swinging 





She was in the kitchen making coffee. She loved making coffee even in the daytime 










Everyone said of them : what a nice family ; he, the successful timber merchant ; 






If you ever find yourself in Ilmorog, don’t fail to visit Ilmorog Bar & Restaurant : 
there you’re likely to meet somebody you were once at school with and you can 






The thing one remembers most about prison is the smell : the smell of shit and urine, 









Karanja stood outside the door of his hut and looked across the courtyard, across 






外ではない。（第 2 パラグラフに現れるものも 1 例ある）。ちなみに小説では、
たいていのチャプターは叙述から始まるが、例外が二つの小説に見られる。そ
こでは、重要な登場人物の固有名詞が冒頭に現れる。[『一粒の麦』では、「ムゴ
は脅えた」（Mugo felt nervous）135) で始まる。『泣くな、わが子よ』は「ニョ






































① 『ペンポイント』第 13 号（1962） 
A big raincoat was the only thing that Joshua had put on, on top of his usual clothes and 
trudged quietly across the courtyard.140) 
 
『オリジン・イースト・アフリカ』（1965）；『秘めやかな生活』（1975） 





② 『ペンポイント』第 13 号（1962） 
Early in the morning, he would go all the way to the sacred tree and there make peace 
with the tribal god.142) 
 
『オリジン・イースト・アフリカ』（1965） 
＊先の文中、冗長と思われるall the wayを削除。the tribal godをhis tribal godに変更 143)。 
 
『秘めやかな生活』（1975） 





③ 『ペンポイント』第 13 号（1962）;『オリジン・イースト・アフリカ』（1965） 
‘Hmm ! So the fox comes to the lion’s den. Ha ! Ha !  So Joshua comes to make peace. 
Ha ! Ha ! Ha !..145) 
  
『秘めやかな生活』（1975） 




I knew you would come to me Joshua・・ You have brought division into this land in your 
service to the white strangers. Now you can only be cleaned by the power of your 
people.147) 
 
④ 『ペンポイント』第 13 号（1962） 
The old sternness and apparent hardness of Livingstone was no longer in his eyes but 
only a softened, sympathetic understanding of a man who seemed to be looking at a new 
Joshua・・ 
Suddenly the two men met in a hand-shake, hand-shake that made Joshua’s heart and  
love go to [sic] Livingstone for in him, he saw not just a man with a white skin, stern 
and unpredictable, but a man who could understand another man. For them both it was 





Suddenly the two men met in a hand-shake, a hand-shake that made Joshua’s heart 
and love go out to Livingstone. They mutely looked at one another ; none broke the 
silence that settled about them.149) 
 
『秘めやかな生活』（1975） 
The old sternness and apparent hardness of Livingstone was no longer in his eyes but 
only a softened, condescending sympathy of a man sure of a new and stronger follower・・ 
With slow deliberation, Livingstone took Joshua’s right hand in his and with the left 
patted him on the shoulder. He muttered something about a broken heart and contrite 












⑤ 『ペンポイント』第 13 号（1962）；『オリジン・イースト・アフリカ』（1965） 
When she came back a few minutes later, she found them both busy talking about 




When a few minutes later she came back she found Livingstone talking about the 








『ペンポイント』第 11 号（1961） 
The road ! It was long and dusty. Whenever he took a step forward, little clouds of 
dust were raised up, whirled angrily behind him and then settled down again.153) 
 
『オリジン・イースト・アフリカ』（1965）；『秘めやかな生活』（1975） 
The road was long. Whenever he took a step forward, little clouds of dust rose, 
whirled angrily behind him, and then slowly settled again.154) 
  ＊「道」は、作品の多くで象徴的なモチーフの一つである。先に使用した dusty は冗




『ペンポイント』第 11 号（1961.11）；『トランジション』（1962, vol.2, no. 3） 
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The big yellow moon dominated the eastern horizon. It looked like a big, yellow eye, 
watching his grief-stricken parents as they helplessly beheld their son glide away 
in bitterness and rage ! 
He stood on the bank of the Honia River. He gazed fixedly at the river without 
actually seeing it. He was seeing his hopes dashed on the ground, instead. The river 
moved swiftly, making the same ceaseless murmurs. Rather soothing. In the forest 
the crickets and other insects kept up an incessant buzz. And above the moon shone 
in all her brightness. His heart began to thaw. He tried to remove his coat and the 
small bundle he had held on to so firmly, fell. It rolled down the bank and before 
Kamau knew what was happening, the small bundle was floating swiftly down the 
river. For a time he was shocked and wanted to retrieve it. What would he show his 
―Oh, then he remembered. He had forgotten so soon? His wife had gone. And all of 
the little things that had so strangely reminded him of her and that he had guarded 
all those years, had gone ! He did not know why. But somehow he felt relieved. 
Warmth began to rise in his heart. He felt as if he would dance the magic of the 
night, the ritual of the moon and the river. All thoughts of drowning dispersed. Life 
was still sweet. He began to put on his coat and all the time murmuring to himself
―why should she have waited for me ? Why should all the changes have waited for 
my Return ? 
“My son !” 
He quickly turned round. There, standing and looking resplendent under the 
waning moon, was his mother. For the first time he saw sorrow and untold 
hardships written all over her wrinkled face. He felt like weeping, yes, weeping like 
a woman. She had all the time followd him. He looked at her and forgot all about 
himself. 
“Mother ! ” It was a softend voice full of emotion. He went towards her and took 
her by the arm. “ Let’s go home !” he murmured again. This was truly his “ Return”, 
and as he peered into the future, as he became aware of the beauty of life, in spite of 
its hardships, he could see no possibility of his going away again.155) 
 
『オリジン・イースト・アフリカ』（1965） 
The big yellow moon dominated the eastern horizon. It was like a great eye, 
watching two grief-stricken parents as they helplessly watched their son slip away 
in bitterness. 
He stood on the bank of Honia River. He gazed fixedly at the river without actually 
seeing it. He was seeing his hopes being dashed on the ground instead. The river 
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moved swiftly, making the same ceaseless murmurs. In the forest the crickets and 
other insects kept up an incessant buzz. And above, the moon shone in all her 
brightness. His heart began to thaw. He tried to remove his coat, and the small 
bundle he had held on to so firmly fell. It rolled down the bank and before Kamau 
knew what was happening, it was floating swiftly down the river. For a time he was 
shocked and wanted to retrieve it. What would he show his ―Oh, then he 
remembered. Had he forgotten so soon? His wife had gone. And all the little things 
that had so strangely reminded him of her and that he had guarded all those years, 
had gone! He did not know why, but somehow he felt relieved. Warmth began to rise 
in his heart. He felt as if he would dance the magic of the night, the ritual of the 
moon and the river. All thoughts of drowning dispersed. Life was still sweet. He 
began to put on his coat, all the time murmuring to himself ‘Why should she have 
waited for me? Why should all the changes have waited for my return ? 
“My son !” 
He quickly turned round. There, standing and looking resplendent under the 
bright moon, was his mother. For the first time he saw sorrow and untold hardships 
written on her wrinkled face. He felt like weeping, yes, weeping like a woman. She 
had all the time followed him. He looked at her and forgot all about himself. 
“Mother !”  It was a softend voice full of emotion. He went towards her and took 
her by the arm. “ Let’s go home !” he murmured again. This was truly his ‘return’, 
and as he peered into the future, as he became aware of the beauty of life, in spite of 
its hardships, he could see no possibility of his going away again.156) 
 
『秘めやかな生活』（1975） 
The big yellow moon dominated the horizon. He hurried away bitter and blind, 
and only stopped when he came to the Honia river. 
And standing at the bank, he saw not the river, but his hopes dashed on the 
ground instead. The river moved swiftly, making ceaseless monotonous murmurs. 
In the forest the crickets and other insects kept up an incessant buzz. And above, 
the moon shone bright. He tried to remove his coat, and the small bundle he had 
held on to so firmly fell. It rolled down the bank and before Kamau knew what was 
happening, it was floating swiftly down the river. For a time he was shocked and 
wanted to retrieve it. What would he show his ―Oh, had he forgotten so soon ? His 
wife had gone. And the little things that had so strangely reminded him of her and 
that he had guarded all those years, had gone ! He did not know why, but somehow 
he felt relieved. Thoughts of drowning himself dispersed. He began to put on his 
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coat, murmuring to himself, ‘ Why should she have waited for me ? Why should all 












幕間：60 年代ナイロビ大学の頃 / イリノイから再びナイロビ大学へ 
リーズ大学留学後、ケニアへ戻ってからは、ナイロビ大学英文科の特別講師




文科の廃止」を計画したが、これについては第 5 部に譲る。 
 
その後、短期間、マケレレ大学の創作文学コースに招かれたが、1970 年から
71 年までの 1 年間、客員准教授として合衆国イリノイ州のノースウェスタン大
学へ招かれた。この時に、最後の英語小説『血の花弁』の執筆を始めている。 
 
















判』が 1976 年に出版された。 
 
ⅩⅠ．最後の英語戯曲『デダン・キマジの裁判』：「ケニア」の再創造（Trial of 























Dedan Kimathi s/o Wachiuri, alias Prime Minister or Field Marshal, of no fixed 
address, you are charged that on the night of Sunday, October the 21st, 1956, at or 
near Ihururu in Nyeri District, you were found in possession of a firearm, namely a 
revolver, without a licence, contrary to section 89 of the penal code, which under 























































































































































この作品は、ケネス・ワテネ（Kenneth Watene, 1944~）174) の戯曲『デダン・
キマジ』（Dedan Kimathi, 1974）へのアンチテーゼとして書かれたという。ワ



































1977 年 2 月、ラゴスで開催された「第 2 回アフリカ文化芸術祭」（Festival of 
African Arts and Culture, FESTAC77）へのケニアからの公式参加作品となっ
た。前年 10 月には、自由移動劇団が地元の国立劇場、ドノバン・モールシアタ
ーで一部を上演した。ちなみに、国立劇場は 450 席であるが、76 年 10 月 20~30

























































碑的小説『部族崩壊』（Things Fall Apart, 1958）180) で、彼は白人到来の転換
期に生きる主人公オコンクオの悲劇を見事に描いたが、白人の地方長官は、こ
の小説の最末尾で、オコンクオの悲劇とは別に、イボ社会での自分の経験（手
柄）を『ニジェール川下流域未開部族の平定』（The Pacification of the Primitive 



































































































































































表題『血の花弁』は、西インドの詩人 D. ウォルコットの「沼地」（The Swamp）
と題する詩から取られている。 
 
Fearful, original sinuosities ! Each mangrove sapling 
Serpentlike, its roots obscene 
206 
 
As a six-fingered hand, 
 
Conceals within its clutch the mossbacked toad, 
Toadstools, the potent ginger-lily, 
Petals of blood,  
 
The speckled vulva of the tiger-orchid ; 
Outlandish phalloi 

































『血の花弁』は 4 部 13 章からなる。第 1 部「歩く・・」（1~6 章）、第 2 部「ベ
ツレヘムへ向かって」、第 3 部「誕生」（7~10 章）、第 4 部「再び、たたかいは


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































He looked hard at her, then past her to Mukami of Manguo Marshes and again back 
to Nyakinyua, his mother, and even beyond Akinyi to the future ! And he smiled 
through his sorrow, ‘Tomorrow・・  tomorrow・・ ’ he murmured to himself. 








ノースウェスタン大学の客員教授として招かれていた 1970 年 10 月であり、こ
れを書き上げたのは、ソビエト作家同盟の招きでヤルタに滞在した 1975 年 10
月のことだった。この間に、ナイロビ大学に常勤スタッフとして復帰している








































































































A writer tends to raise more questions 
than he can offer answers to, 
because answers can only be found 
by the collective ‘we’, us Kenyans.235) 

































村の様子はたいして変わらず、人口だけが著しく増大した。75 年頃には約 1 万
に達していたという 1)。「カミリズ」（Kamĩrĩĩthũ）とは、ギクユ語の名詞 Mĩrĩĩthũ 
の縮小形（dimunitive form）で、「涸れることのない水を湛えた小盆地」の意







































Community Educational and Cultural Centre）と呼ばれる建物があった。77



































































必要とした。幸い、東アフリカ文学局 7) が、将来の出版を見込んで、20,000 シ
リング（約 60 万円）の前払い金を貸与してくれたが、それだけでは照明設備を
施し、管理人を雇うことしか出来なかった。委員会は各方面に働きかけて、さ
らに 75,000 シリング（約 225 万円）を借用する必要があった。 
 
センターの創立 25 周年、非常事態が宣言された 10 月を記念して上演に踏み








さて、どのような内容なのであろうか。77 年 9 月、筆者がグギから貰った台
本に従って見ておこう。タイプ印刷の私家版で A4、132 ページ、上演時間にし
て約 3 時間である。 
 
主人公キグンダ（Kĩgũũnda,「畑＝農民」の意）は、金持ちの事業家アアハブ・
キオイ・カノル[Aahabu Kĩoi Kanoru, イスラエルのサマリア人の王アハブ













男は自分のペニスを自慢する」（Mũũndũ ainaga na gatiirũ gaake ; A man 
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カミリズ村での上演活動の 3 年後の 1980 年、この台本は、推敲・修正等を施
















れの役を演じるもの、⑤2 人の女性と 2 人の男性がそれぞれの役を演じるもの、
⑥賃金値上げを要求してデモに起ち上がる労働者たち、⑦マウマウ戦士たちが
勝利を祝うシーン、⑧観客席の一部を写したものである。なお、ハイネマン教
育図書出版社は、初版 3,000 部を刷り、発売後 2 週間で売り切れたという。す

























しかし、キアンブ地区の長官が、カミリズ村の知識社会ホーム（Mũciĩ wa Mũingĩ 
Mũũgĩ [MMM] wa Kamĩrĩĩthũ）の広場で上演していたこの劇の許可を 1977 年 11 月
に撤回し、作者の一人が逮捕・拘禁されてからは、刊行を約束していた出版社はこの
作品と手を切ってしまいました。ケニアの出版社は、ケニアの諸言語で書かれた本を



















ほしい」とある）。   
 
























































































































い」（Rũtungu rũmwe rũtiraaragia mwaki）のですから。「この戯曲を豊かなじゃが
いもの収穫の嚆矢としましょう」（Ithaako rĩĩrĩ nĩ rĩtuĩke kĩambĩrĩria ngwacĩ nyiingĩ）。 
 
d.「演出家と役者と観客に向けて」Kũrĩ athaakithia na athaaki na eeroreri 









（Kwaranĩria nĩ kwendana, na kwa mwaria gũgĩkoora kwa mũkiri kuorire 
tene. Na niingĩ ita rĩtarĩ nduundu rĩhũũragwo na njũgũma ĩmwe）と昔
の人びとは語りました。 
 
e.「主要な客」Eene iruga（p. 8） 










当したキマニ・ゲシャウを含めて 111 名のフルネームが上がっている。 
 
② ルーツへの復帰：過去との認識論的断絶 











これが、彼にとっての「過去との認識論的断絶」（an epistemological break 










































































ギクユ語オリジナルと、1982 年に出版された英訳本（I Will Marry When I 



















たものになっている。また、ギクユ語原題 Ngaahika Ndeenda からは、女性の



















① 拘禁：1977 年 12 月 31 日 
グギ・ワ・ジオンゴの逮捕を知らされたのは、1978 年 1 月 4 日夜のことであ 
った。東京の友人が電話をかけてきて、その日の The Japan Times が掲載して
いる英文記事を読み上げてくれた。以下に全文を訳載しておく。なお、筆者に
よる注を〔  〕として挿入した。 
  
ケニアの小説家逮捕－戯曲作品で尋問中 
   ケニア・ナイロビ発（UPI） 警察は、月曜日〔78 年 1 月 2 日〕、アフリカで最もよ
く知られる作家のひとり、グギ・ワ・ジオンゴがケニア官憲によって逮捕されている
旨発表した。警察発表によれば、ナイロビ大学文学科主任でもあるジオンゴ〔グギと
書くべきもの。以下同様〕は、土曜日〔77 年 12 月 31 日〕早朝、近郊農村リムルの自
宅で拘禁処分を受けたという。警察は、彼を尋問中であると発表したが、罪状質問に
は答えなかった。 
    
64 年発表の小説『泣くな、わが子よ』で文壇の国際的名声をかち得たジオンゴは、
地元劇団がキアンブで上演していた最近作の戯曲が上演差し止めになった先月〔77 年
12 月にあたるが、実際は同年 11 月〕以来政治的論議の中心人物となっていた。 











一方、地元ナイロビではどうだったか。78 年 1 月 3 日、グギ連行のニュース
が各紙のトップ記事として全土に報道された。しかし、その後約 10 日、彼の所
在と生死が不明の状態が続いた。「サンデー・ネーション」Sunday Nation 紙




最有力週刊誌『ウィークリー・レビュー』（78 年 1 月 9 日号）は、表紙にグギ
の顔写真を大きく載せて、いち早く「特集号」を組んだ。 
 
ケニア政府が「拘禁」を公式に発表したのは 1 月 12 日だった。1 月 6 日付「ケ






対して、「サンデー・ネーション」紙（77 年 9 月 18 日号）が解答を与えてくれ
る。この日の第一面トップ記事で「ケニア政治犯に裁判はない」との大見出し







の 4 人の政治犯（実際には、何名か知らされていない）J. M. セロニー、M. シ





さて、話を戻すと、「タイムズ」The Times 紙（1 月 13 日号）、「デイリー・
ネーション」Daily Nation 紙（1 月 13 日号）などがグギの拘禁を報じたが、「ナ









このようななかで、1 月 11 日に計画されたナイロビ大学の四つのキャンパス
での授業ボイコット計画も、前日にビラがまかれただけで、しかも医学生の間
から反対の動きが出るなど、ナイロビ警察の徹夜の警戒によって実現しなかっ
た。しかし、国際アムネスティが 78 年 1 月中に「良心の囚人」に指定したほか、
日本アジア・アフリカ作家会議が、ケニヤッタ大統領他に抗議電報を、妻ニャ
ンブラに激励の電報を打った 21)。  
 
このほか、西ヨーロッパ諸国、アメリカ、タンザニアなどからも大統領に抗






















逮捕・連行された 77 年 12 月 31 日のありさまは、以下のようである。 
  




にあたっていた。警官たちは、2 時間ほど書斎を捜索した後、約 100 冊の蔵書
を没収したという。これに立ち合った妻ニャンブラ（二人は 1961 年に結婚し、
5 人の子供がいた。拘禁中の 78 年 5 月に、次女で末娘のジョキが誕生。計、男
子 4 人、女子 2 人）の談話によると、マルクス、レーニン、毛沢東関係の文献
（これらは禁書に指定されているわけではない）が多く含まれていたという。




































31 日の陽が昇った。午前 10 時頃、ムヒンディ・ムネネと名乗る担当役人が
























































































1981 年発表の『拘禁－作家の獄中記』（Detained : A Writer ’s Prison Diary, 
Heinemann Educational Books）は、獄中での経験と思考をまとめた記録であ
る。獄中で取り交わした文書や手紙のうち 5 通が収録されている 33)。妻ニャン
ブラへの手紙 1 通（78 年 11 月 13 日付）、刑務所内保安役人（Security Officer）
宛の文書 2 通（78 年 6 月 15 日付および 8 月 21 日付）、再審理法廷裁判長
（Chairman, Detainee’s Review Tribunal）宛の文書 2 通（78 年 7 月 23 日付
および 6 月 23 日付）である。このうちから 2 通の内容を簡単に見ておこう。 
 
妻ニャンブラへの手紙 34) は、所内の検閲によって送付することが出来なかっ


















に住んでいるようなもので、「歴史が 77 年 12 月 30 日深夜に停止した」と書いている。
再審理法廷には 2 回出たが、「何か言い分はあるか」との問いが発せられるのみで、3 分
半程度のおざなりなものである。しかし、「昇る朝日を見ないような、長く暗い夜はない」
(Gũtirĩ ũtukũ ũtakĩa) というギクユの箴言を励ましに、「必ず、民主主義がケニアにやっ
て来る」ことを信じていると書いている。 
 
もう一つ、7 月 23 日付の再審理法廷裁判長への手紙 35) は、以下の内容を含
んでいる。 
 
再審理法廷への 1 回目の出廷は、78 年 1 月 13 日だった。罪状説明は行われず、恣意
的な逮捕と拘禁に抗議する。カミリズでの演劇活動は、住宅・社会サービス省（Ministry 







Mũtharabainĩ ）をほぼ書き上げることになるが、これについては、第 4 部で
述べる。 
 
④ 釈放：1978 年 12 月 12 日 
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1978 年 8 月 22 日、初代大統領ジョモ・ケニヤッタが療養先のモンバサで死
去した。彼の正確な年齢は不詳だが、一般には 1889 年生まれとされ、当時の世
界では最高齢の国家元首の一人だった。この結果、副大統領のダニエル・アラ
ップ・モイが規定に従って大統領に昇格し、約 4 ヶ月後の同年 12 月 12 日、独
立 15 周年記念日に恩赦が実施され、グギを含む 26 名の政治犯全員が釈放され
た。他の 25 名は全員が政治家だった。 
 
釈放のニュースを聞いて、筆者は「アフリカの金芝河－グギ：ケニアで体制































































































頻発し、なかには「殺すぞ」と言った強迫までが相次いだという 39)。79 年 3 月
には、グギ・ワ・ミリエと一緒に「営業時間を超えて深夜飲酒」をしたとの容
疑で一時逮捕され、鞭打ち刑に処されたともいう 40)。しかし、この件について









































































ナイロビ大学事務本部から公式の手紙が届いたのは 79 年 8 月 3 日付だった。
これは、同年 1 月 30 日付の大学宛の手紙に対する返答であり、5 月 30 日付の
手紙への返答でもあった。内容は、先の副学長ムンガイの説明を繰り返すもの
で、「拘禁と同時に、『国家の法』により、大学との雇用契約は切れている」と
言う。つまり、78 年 1 月 2 日付の解雇であると言う。したがって、「拘禁の日
までの手当を支払うべきであったが、78 年 2 月 2 日開催の理事会で 6 月 30 日
までの期末手当を支払うことが決まった。あなたの妻がそれを受け取った。大
学は、文学部を含めて、新規雇用のポストがあるから、これに応募されたい」














8 月 20 日、グギは記者会見し、「国家の法」〔具体的にどの法令を指すのかは
明らかでない〕によって、拘禁と同時に首切りが決定しているとの大学当局か




































































































































1980 年 7 月から 9 月にかけて約 2 ヶ月間、ケニアで最も人口稠密なギクユの人々の
ことばと文化の調査のために各地を旅行してきたが、その際、グギ・ワ・ジオンゴと
も 1 年ぶりで会い、親しく話し合うことが出来た。 





















































5,000 部も 1 ヶ月で底をついた。ハイネマン教育図書出版社の「アフリカ人作家シリー
ズ」中の英語戯曲で、これほどの売れ行きを示したものはなかった。『十字架の上の悪
魔』は、7 月末までに 8,000 部が売り切れたという。 
 






































⑥ 1981 年の来日 









グギの来日は 1976 年 8 月（韓国問題緊急国際集会、東京）についで、これが 


























の 5 団体を中心に主催したものだった。 
 


















上演許可申請（前者は、82 年 2 月 19 日から 3 月 20 日まで、後者は、同年 3 月
10 日から 3 月 20 日までを予定）、ならびに興業税の免除措置申請の仕事をグギ・
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の後の展開では、82 年 2 月 19 日に、ナイロビの国立劇場での上演拒否が決ま
り、同 25 日には、ナイロビ大学でのリハーサルも禁止された。82 年 3 月 10 日、
「母よ、我がために歌え」の上演禁止に至る経緯を記者会見で公式声明したが、














英語のドラフトは、A5 版 117 ページ（A4 用紙に 2 ページ分を印刷）。タイプ






（3） 20 年代、30 年代のケニアの農園が舞台である。しかし、第三世界のどこであっ
てもよい。スリランカ、南アフリカ、韓国、フィリピン、アルゼンチン等、どこ
の奴隷農園であってもよい。 








of the dialectic of oppression and resistance）として観るべきである。 




ブレヒトの詩 2 篇（「モットー」Motto と「第三帝国の不安」The Anxieties of 





In the dark times, 
Will there also be singing ? 
Yes, there will also be singing 








First they came for the Jews 
And I did not speak out 
Because I was not a Jew. 
 
Then they came for the communists 
And I did not speak out 
Because I was not a communist. 
 
Then they came for trade unionists 
And I did not speak out 
Because I was not a trade unionists. 
 
Then they came for me, 
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And there was no one left 





































力な武器となった。   
 
アフリカの伝統文化表現の禁止ないし弾圧の例には、こと欠かない。たとえ
ば、1930 年頃に、ギクユの人々のイトゥイカ文化祭 61) が禁止処分を受けた。














ていた民衆の怒り、苦悩、そして願望を一気に噴出させるのである。   
 
しかし、この劇のミュージカルとしての性格はその比ではない。「母よ、我が













































1896~1919 年：労働法 (Labour Ordinance)。 
1896 年：浮浪者取締り法 (Vagrancy Law)。  
1900 年：原住民パス法 (Native Pass Ordinance)。 
1901 年：小屋税法 (Hut Tax Ordinance)。 
1902 年：原住民運搬人夫および労働者法 (Native Porters and Labourers Ordinance)。 
1904 年：マスター・サーバント法 (Master and Servant Ordinance)。 
1910 年：家事使用人登録法 (Registration of Domestic Servants Ordinance)。 
















































































40 年代のケニアでは、およそ 4,000 人の白人入植農民がいて農園経営に基盤を
置く植民地経済が発展した。「カノル農場」はその典型例の一つである。 
 


























How can I sing songs in bondage ? 
I began to sing the following : 
I will prepare the way to go home 
No matter how far the home 
I will start the journey 
I will start my homecoming  
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独唱者 A：おお、長の年月、私は拷問に耐えてきた    
       この土地を明け渡せという 
       起ち上がろうではないか 
全員：そう、しっかり起ち上がろう   
     カノルの奴を警戒しろ 
     あいつは、鞭に頼る男 
     切り株を掘り起こすのに疲れたが 
独唱者 B：悲しみにへこたれるな 
     神さまはいつか戻って来てくださる 
     起ち上がろうではないか 
全員：そう、しっかり起ち上がろう 
     カノルの奴を警戒しろ 
     あいつは、鞭に頼る男 





        人間の屑ども、聞こえないのか 
        二列に並べと言ってるんだ 





     人間の屑だと言われて   
     そんな日が本当に来るのだろうか 
     人間の屑が自由を得る日が 
    
我々は悲しい沈黙につつまれ 
     愛国の感情にとらわれながら、不安に思った 
     我々が一掃されたなら 








And then one man stood up 
And he spoke like a true patriot. 
He told us : Stop weeping 



































める 79)。  
 







































  その男の名を明かせ 
  この極悪人！ 
  このぶち壊し野郎！ 
 
労働者たち：帝国主義者カノルのために、平和をぶち壊す野郎  
       帝国主義者カノルのために、愛をぶち壊す野郎 
 
ニャバアラ：帝国主義は、流れる川ではないぞ 















You have sold your child 
Because of Belly. 
 
Hyena also lover Belly[ママ] 






You have betrayed the land 
Because of Belly. 
 
Hyena loves Belly 

















































































































































イレギ世代 91) の革命家たちから譲り受けたもの 
 
ギクユの歌（レールを固定したり、木を伐る時の歌）GATHUKIA REERI。 




























の金鉱発掘の労働歌などがうたわれる 94)。  
 
c. 第 1 幕 3 場（pp. 35~76） 










てたの』（Watinda kũ mwana wakwa）とうたい出す」。 
 
Where have you been my child 
Where have you been my child 






You left me alone 
You left me alone 






Ooh, how I have been tortured 
Ooh, how I have been tortured 












































       思いもしなかった 






































































































ニャジラ：1,000 シリングでも、だめ 105)。  
 

























































































































































































彼らは戦意高揚のダンス MŨTHUŨ をうたい、踊る 119)。  
 
奴らは裏切って、私を 6 年の牢にぶち込んだ 








Mother sing for me 
Mother sing for me  
With fists clenched in courage 
With my fists clenched in courage 
For I was being initiated into a patriot 
For I was being initiated into a patriot 




Mother sing for me 
For unless I die I will come home victorious 









































私から奪った富を返せ 122)。  
 
彼らは火に油を注いで、一気に燃え上がらせ、ギリアマ語の歌 Na Kuche を
うたう： 
 
May it dawn quickly 
Hurrah 
So I can fight 
Hurrah 
The White imperialists  
Hurrah 














少女たちが登場して、凱旋歌 Ithuĩ nĩ ithuĩ をうたう： 
 
My name is patriot 




















Soloist C ：Kagica oh Kagica 
             Where were you when the colonialists invaded Kenya ? 
Soloist D ：Kagica oh Kagica 
        I was sitting in Nyandarwa hills. 
Soloist D ：Kagica oh Kagica 
             Holding a gun ready to fight for the motherland. 
Soloist E ：Kagica oh Kagica 
             Where do you hail from ? 
Soloist F ：Kagica oh Kagica 
              We hail from our guerrilla hideouts in Nyandarwa mountains, etc.127) 
 
独唱者 C：カギシャ、おお、カギシャ 
























We sent three delegates 
We sent three delegates 
We sent three delegates 
To the Governor 
To the Governor 
So that we the workers, the masses  
Can say farewell to exploitation 
So that our country, our lands will 
Be liberated. 
And we the Kenyan people will wake up 
Mmmm ! Kenyan people, wake up 
Mmmm ! Kenyan people, wake up 
And to demand the return of the stolen lands 
So that this beautiful Kenya 
Shall be in the hands of Kenyan children 
And we the people must now unite 
All the workers in Kenya  



































































    この土地を明け渡せという   
    起ち上がろうではないか 
全員：そう、しっかり起ち上がろう  
     ムエンダンダの奴を警戒しろ 
     あいつは、帝国主義の小姓だ 
     夜明けは近い、切り株どもを引き抜こう！ 
女：ああ、肉体の拷問、心の涙 
    神さまは、異国に追放されておしまいなのか。 
全員：そう、しっかり起ち上がろう 
     敵の連中から身を守ろう 
独唱者：泣くな、わが同胞よ 















































Yes, money settles, decides everything 
I’ll wipe off her tears with money 
Money straightens mountains 
Money turns ugliness into beauty 
Money rules the world 










I want your loyalty 
I want peace 
I want unity 
Do you hear ? 


























Unity ! Unity ! 
Of us workers and peasants 
And our fearless courage  
Are what will liberate Kenya 









える。彼女が、MŨŨNGĨKAIGUA TU ! TU ! TU ! とうたい始めると、皆が唱
和する。武装闘争は近いとのメッセージである。 
 
If ever you hear Tu ! Tu ! Tu ! 
It is not rain or thunder 
It is the blood of us workers 
Crying for Kenya our motherland. 
 
And you the stumps 
And thorns of the land 
Fire awaits you tomorrow 
























































































































































































































これを示すもう一つの例として、劇中カンゲゼの銃殺は、1922 年 3 月のハリ
ー・ヅクの投獄になぞることが出来るが、これに対し、カリウキの殺害は、1975
年 3 月の反体制国会議員 J. M.カリウキの殺害を髣髴とさせる 150)。  
 
したがって、この作品は 20~30 年代の植民地期、50 年代のマウマウ戦争、そ





















































Wananchi；mũndũ mũrĩmi / andũ arĩmi という）153)。  
彼女は、次のように歌った。 
And then one man stood up 
And he spoke like a true patriot. 
He told us : Stop weeping 
















Nyathĩra oh our mother 
You have been tortured and humiliated 
So that you would let this land go 
Stand firm and know that  






































































We dance in our national dress 
And dance fearlessly, proudly 
Till the missionary 







My father is circumcised              Baba ni muruu 
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And my mother is circumcised         Na maitũ ni muruu 
I a [true] Gikuyu                     Nii Mugĩkũyũ 







The deacon’s uncircumcised daughter   Kirigu kia ndikohi 
Gave birth to only one child            Kiragiire mwana umwe 
For whom she chews roast maize       Kiratanukira ng’ara 
And when she goes to the farm         Na giathui muguunda 
















































































































先述したように「母よ、我がために歌え」は 82 年 2 月 19 日から 3 月 20 日 


















そこで、2 月 19 日以降は、国立劇場に隣接するナイロビ大学構内第二シアタ
ーでリハーサルを続けたが、ここでの 7 日間のリハーサル期間中に約 10,000 人










「81 年 11 月 2 日付でナイロビ地区行政官に、上演許可申請書を提出し、同年 11 月 12
日付でも督促状を添付して、再度の申請をした。（カミリズ演劇グループの）コミュニテ
ィセンターがキアンブ地区にあることを理由に、キアンブ地区行政官からの推薦状が必
要であるとの返事を、同年 11 月 18 日に受け取った。そこで 11 月 23 日付で、キアンブ
地区行政官に書類を提出した。返事がなかったので、同年 12 月と 82 年 1 月中は、カミ
リズ演劇グループの代表グギ・ワ・ミリエが結果を聞くためにキアンブ地区とナイロビ
を往復した。82 年 2 月 3 日、ナイロビ地区行政官宛に督促状を出した。さらに 2 月 16
日、三度目の督促状を出した。申請書や督促状には何の返事もないまま、2 月 15 日には
ケニア国立劇場でテクニカルなリハーサルを行なう予定でいたが、これの使用に関して











































そこでジンバブエ政府は、翌年 4 月の独立 2 周年記念の取り組みの一つとし
て「母よ、我がために歌え」の招待公演を計画した。 
 




















































































































































































































ギクユ語版が野間賞 199) に特別メンションされた。同年 8 月には、ジンバブエ
大学で講演し、来日中の 11 月には、カミリズ教育文化コミュニティセンターで













































































































この結果、1903 年から 1906 年の間に、植民地政府は、キアンブ･リムル地区
の約 60,000 エーカーの土地を入植民に譲渡した。白人入植民のなかには、デラ
































言われる。1894 年には、内陸のギヅングリのギクユ人 90 名を殺害、同じ年に
白人入植民第 1 号として J.スチュワート・ワット夫妻が入植し、翌年ナイロビ
東方のマチャコス近くに住み着いた。1895 年には、西ケニアで、ルヒヤ人（ブ
クスほか）への討伐があり、420 人を殺害、1,900 頭の牛を奪った。13) 同じ年








































ーゲンの部隊は、キングズ・アフリカン・ライフル部隊 1,320 人、警官 260 人、
マサイ・ソマリ・トゥゲン混成部隊 1,500 人であった。この時、ナンディ人の
首長コイタレル・アラップ・サモエイ 23) を含む 1,117 名を殺害、16,210 頭の牛、
36,200 頭の山羊･羊を没収したという。マイナーツァーゲン側は 97 名の死者を
出した。24) 彼は、この成果に「まずまず満足」25)できたという。1906 年 1 月、
2 月にもナンディ人への討伐があり、ほぼ所期の目的を達成した。1906 年 6 月
のエンブ遠征では、407 名を殺害、3,180 頭の牛、7,150 頭の羊を没収した。26) 





東アフリカ保護領が宣言されたのは 1895 年だが、当時のイギリスの関心はウ 
ガンダとナイル峡谷での戦略に限定されており、ケニア内陸諸民族の支配を意 
図するものではなかった。イギリスは海岸地方でアラブ人やソマリ系住民を懐 












断してインドの楔が 2 マイル幅で打ち込まれた」31) と形容した。それは、イギ
リス帝国主義の楔でもあった。 
 























































1908 年 5 月には、約 100 名の新首長が任命された。1911 年、マサイ人に対 
して強制移住が実施され、その結果、彼らは 2,300 平方マイルの代替地をあて 
がわれたが、うち 1,300 平方マイルは渇水地域だった。この結果、1890 年代に 
マサイ人が占拠していた土地の約 10 分の 9 を失うことになった。最も勇猛果敢 
だと思われたマサイ人からの土地没収に成功した白人政府は、アフリカ人の従 
順さに称賛を惜しまなかったという。なお、1905 年当時、ケニアには 954 名の 







 イギリスの覇権に対するケニア人の抵抗は 3 期に分かれる。 
 
① 初期抵抗 




























カ協会」（East African Association, EAA）として発足、24 年に「キクユ中央協





























土」（Primarily, Kenya is an African territory）で、「（ケニア植民地では）アフ




























ュトゥンプフ（Hulda Jane Stumpf）の殺害があったと言われる。これは 1930
年 1 月のことで、70 歳の彼女は、殺害される前に、強姦の上、割礼を施された
























けで、1918 年から 1929 年の間に、ミッション・スクールの登録者数は 604 名
から 3,000 名に膨れ上がった 50)。一方、彼らは、これまでの独立学校にくわえ
て、ギクユ･カリンガ教育協会（KKEA, Pure Kikuyu）とギクユ独立学校協会
（KISA）を結成した 51)。  
 










1950 年には、独立学校の数字は 108 にのぼった 52)。1938 年当時、アフリカ人
子弟の 1％が植民地政府の学校で、23％がミッション・スクールで学んでいた。





処された。しかし 1944 年、「ケニア・アフリカ人同盟」（Kenya African Union, 
KAU）が結成され、同時に立法審議会に 1 名のアフリカ人指名議席が認められ
た。さらに 46 年、ケニヤッタが 15 年間滞在したイギリスから帰国し、翌年 KAU
の委員長となってからは、ようやく反英独立闘争に火が付いたと言える。 
 














同年 8 月に逮捕されたが、騒擾が全土に飛び火して、約 10 ヶ月間、植民地政府
はナイロビでもギクユ人地域でも、コントロール能力を失ったと言われる 56)。
1948 年頃、ギクユ人口 1,026,000 人のうち、218,000 人が借地人だった。 
 
1949 年 5 月には、5 つの組合を結集して、東アフリカ労働組合会議が結成さ












のだった。これに対しては、9 人のアフリカ人がジョージ 6 世に反対を陳情して
いる。1950 年 3 月、キアンブ地区の多くのギクユ人が逮捕され、カンバランド
のヤッタ（「黒い岩の土地」）に拘留された。 
 
一方、この時期には多数の労働者や退役兵が KAU に結集した。KAU の大衆 
的基盤が確立し、同時に従来の改革・自力向上路線の限界が明らかになった。





なお、1949 年当時、立法審議会のアフリカ人代表は 1 名だったが、1952 年
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は指名代表が 6 名に、1954 年には 8 名に増えた。1957 年にはアフリカ人代表
を選ぶ選挙が実施された。1958 年、アフリカ人代表数は白人と同数の 14 名に


















Olenguruone masses saw with their own eyes, 
Saw their cows and goats being penned away in kraals ! 
The children also witnessed Olenguruone being destroyed, 
And all the wealth and hopes of the masses smashed. 
 
They were herded into the colonial office 
To have their fingerprints taken  
They firmly refused to have their fingerprints taken 
They were all detained in Yatta and in Nakuru 

































武装闘争は、ケニア中央州全土に非常事態が宣言された 1952 年 10 月 20 日に

































1947 年、ケニヤッタが KAU 委員長になったが、まもなく、ケニヤッタを中
心とする穏健な合法闘争に見切りをつける者が増えてきた。つまり、1940 年代
後半になると、合法的改革のペースの遅さに満足しきれなくなってきた。この
年、復員兵士の有志が「Aanake a 40」（「40 年の男子組」の意）グループを結







はじめて「マウマウ」が発覚したとされるのは、1950 年 5 月のことだった。
この時、ナイバシャで 17 人のアフリカ人が告発された。彼らは、たがいの結束
を固める第一の誓約「団結の誓い」（Oath of Unity, Muma wa Uiguano）をた
て、土地の奪還と自治政府を求める「マウマウ」と呼ばれる非合法結社に参加


















1953 年 6 月、ゲリラ兵の最前線と後方部隊の連絡を断つために、アフリカ人
指定居住地に繋がるニャンダルア山脈とケニア山の森林地帯との間、1~2 マイ
ル幅、100 マイルに渡って 25 万のギクユ住民が強制的に移住させられた。さら
に、彼らは、幅 15 フィート、深さ 10 フィートの塹壕を家の周囲に掘らされた。
塹壕は、有刺鉄線と地雷で囲われ、その底には尖った杭が何本も打ち込まれた。 
 
1953 年から 1955 年にかけて、キアンブでは 8 万世帯が「非常事態村」に収
容された。そこは「泥か木材でつくられ、草葺きか、トタン屋根の家々が列を
なして密集していた。・・警察署のサイレンが、この新しい村を突き抜けて鳴り















府は、1952 年 10 月 7 日、アフリカ人首長ワルヒウがナイロビ郊外で白昼暗殺
されたのを機に、1952 年 10 月 20 日、ケニヤッタを含む KAU の幹部 185 名を






























 たとえば 1953 年 3 月 26 日には、カヒウ・イティナ将軍 66) の指揮の下で、






We rejoice and sing 
When we remember the Battle of Naivasha 
 
Thousands of words would not suffice 
To express our happiness ; 
 
Thousands of songs would not suffice 
To praise our Mau Mau army 
 
We can only leap for joy  




















最盛期で、一説にマウマウ解放勢力は当時約 20 万と言われた。 
 










とこ作戦」（Operation Anvil）が 1954 年 4 月に開始された。 
 
これより 1 年前、1953 年 4 月、ゲリラ戦のベテラン、アースキン少将 70)  配
下のイギリス正規軍の応援で総兵力 1 万以上の鎮圧部隊が組織された頃、警察




1954 年 4 月 24 日から始まり、約 1 ヶ月にわたった「かなとこ作戦」では、
25,000 人の兵士と警官が、ナイロビ在住の 10 万のアフリカ人を逮捕、約 5 万
人を各地の拘留キャンプへ送った。「かなとこ作戦」で、マウマウに共感してい
るか支持していそうなギクユ、メル、エンブ人（Gukuyu, Embu, Meru Africans 
=GEMA）は、ナイロビのアフリカ人リザーブから拘留キャンプへ連れて行かれ
た。これらの人々と、地元のアフリカ人がマウマウの市民軍を組織した。「かな




































32、治安軍のヨーロッパ人 63、アジア人 29（治安軍に従事した 3 人を含む）だ
った。1956 年末の公式統計（数字が大幅に縮小されている）では、負傷・捕虜
1,035 人、戦闘中に捕虜となったもの 1,550 人、逮捕 26,625 人、降伏 2,714 人




この 4 年間、イギリスは 10 万の兵力で鎮圧に努めた。内 70％がキングズ・
アフリカン・ライフル部隊のアフリカ人とホームガードだった。政府軍側の死
者は、2,044 名（白人 95 名、アジア人 29 名、アフリカ人 1,920 名）、負傷 4,604
名であった。マウマウ戦争の鎮圧までにイギリスは合計 5 万人の軍隊と警官を














業後は独立学校教師や白人農場労働者など職を転々とし、最終的に KAU 支部 
の書記となった。 
  




1955 年 1 月から大規模な討伐部隊が山中に送り込まれたが、キマジは、最後
まで抵抗した。翌年 10 月 21 日未明、ヒョウ皮のジャケット、シカ皮の半ズボ
ンをまとい、ピストルとナイフを隠し持って、ひげぼうぼうのキマジが山麓の
村に姿を現した。これより 4 日前、送り込まれたマウマウのニセ部隊の罠にか








上訴したが棄却された。彼は約 4 ヵ月後の 1957 年 2 月 14 日、ナイロビで絞首
刑となり、37 年の短い生涯を閉じた。なお、キマジを捕らえた 9 人の警官は懸
















When the British came here from Europe 
They told us they only brought us learnig 
And we received them with suspicion. 







Gikuyu country has good arable land. 
This land of Yatta is no good 






We were brought to Yatta to perish ; 
There is no rain, it is a desert 
We were brought here 
Where there are no people 








We are tortured because we are Black ; 
We are not white people 
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And we are not of their kind. 
But with Ngai in us 








Prisons are terrible places 
They have swallowed all our sons. 
But parents, rejoice now, 
For Ngai is great, 








And you traitors 
Who have joined forces with the enemy 
You will never be anything 
But the whiteman’s slaves 
And when we win the war 








The fountain of our Independence 
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Sprang from Kimathi  
And he said it would be guarded by the Mau Mau army 
And it would be protected with stones erected around it. 
We shall destroy you, the whites, 





































ラリ村は、リムルから北へ 8 マイル、ナイロビから 35 マイルくらいの距離に










































る）を翻訳、整理し、1 巻 30 ページのもの 14 巻にまとめ、それらに「キマジ・
ペーパーズ」（Kimathi Papers）72) というタイトルを付けた。この貴重な歴史
文書は、イギリスと独立ケニアの両政府の間で交わされた密約から、独立以後








































































































1960 年 1 月、ロンドンのランカスター・ハウスでの憲法会議の決定により、
英領ケニア植民地に早期の独立を認めることが決まり、この結果、1963 年 6 月
に、ケニアは自治政府を樹立し、同年 12 月 12 日に英連邦内の自治国として独
立、翌年には共和制をとった。ジョモ・ケニヤッタが初代首相に、ついで共和
制になってからは初代大統領に就任した。彼は、ケニア・アフリカ人民族同盟




1964 年 11 月、唯一の野党「ケニア・アフリカ人民主同盟」（Kenya African 
Democratic Union, KADU）が自主解散し、全議員が KANU へ移籍、一党制の






1964 年 12 月、議院内閣制が廃止され、大統領制へ移行したが、ケニヤッタ
が無投票で初代大統領に選ばれた。副大統領にはオギンガ・オディンガが、
KADU からの「移籍組」の一人で、のちにケニヤッタ後の第二代大統領になる
















この結果、1966 年 3 月、国内の民族的利益擁護派と外国勢力との癒着派の間
で、KANU の分裂が生じた。同時に、無裁判拘禁を認める治安維持法（Public 
Security Act）の存続が決定した。1967 年には、KANU を離れたオギンガ・オ
ディンガ、ビルラド・カギア（Bildad Kaggia）らがケニア人民同盟（Kenya 










91) を含む KPU メンバーが投獄された（ワソンガ・シジェヨは独立ケニアで最








ツも同じだった。首都ナイロビ（独立当時の人口は 35 万、2010 年現在は 316
万）が毎年、サファリ・ツアーの外国人観光客でにぎわい、あるいは数々の国





ピント（Pio Gama Pinto）92)、トム・ムボヤ（Tom Mboya）93) が虐殺された。
二人は、副大統領オディンガ派の重要人物で、前者はインド人であるが、元マ
ウマウ戦士であり、後者は現職の経済企画大臣だった。1975 年 3 月、反体制政





























紛争があった。そして、74 年 10 月の総選挙では、現職閣僚 4 人の落選を含め










































14,000 / 1930 年 52,000 / 1940 年 65,000 / 1950 年 119,000 / 1960 年 267,000 / 




ギ（Meja Mwangi, 1948~）の代表作『早く俺を殺してくれ』（Kill me quick, 
1973）、『リバーロードをくだる』（Going Down River Road, 1976）トマス・ア






















































を結成したのは 1966 年 4 月だった。しかし、同年中に制定された治安維持法に
より、これら 3 人は投獄され、69 年 10 月に KPU は非合法化された。オディン
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ワピ・ウフル？（Wapi Uhuru ? スワヒリ語で「独立は、何処へ」の意）との
叫び声が高まった。その頃に出版されたオディンガの自伝には、『独立は未だ来
たらず』（Not Yet Uhuru, 1967）100) とのタイトルが付けられた。 
 
Ⅴ．モイの時代（1978~2002） 
78 年 8 月 22 日のケニヤッタの逝去により、副大統領ダニエル・アラップ・
モイが大統領職を継いだ。彼は、事実上の KANU 一党独裁体制の下で、2002










手を輩出し、「走る民族」として知られる。総人口は、2009 年現在 496 万で、
ギクユ人、ルヒヤ人と並ぶ規模の大きい集団ということになる。 
 









この結果、独立時のモイは、野党 KADU 所属の国会議員だったが、1964 年
に KADU が解散し、全員が KANU に合流したから、いわゆる「移籍組」の一
人だった。 
 





















候補を決める KANU 予備選挙に採用された。こうして、国政選挙での匿名性が 
制限された。高等裁判所判事および控訴裁判所判事に与えられていた在職権保 
全規定を廃止し、死刑に相当する罪（国家反逆罪など）に問われた容疑者の保 


















































（１） アル・アミン・モハメド・カシム・マズルイ博士（Al Amin Mohammed Kassim Mazrui） 
1982 年 6 月 7 日逮捕。スワヒリ語劇『正義の叫び』（Kilio cha Haki, 1981）の著者。
ケニヤッタ大学言語学講師。 
（２） デイビッド・ムカル・ガンガ（David Mukaru Ng’ang’a） 
1982 年 6 月 16 日逮捕、同 6 月 22 日拘禁。多党制を擁護。ナイロビ大学アフリカ
研究所講師。ナイロビ大学歴史学非常勤講師。 
（３） ジョージ・モセティ・アニョナ（George Moseti Anyona） 
1982 年 5 月 30 日逮捕、同 5 月 31 日拘禁。74 年から 77 年まで国会議員。ケニヤ
ッタ政権期に一度目の拘禁を受けた。78 年に釈放されたが、79 年の総選挙への出
馬は認められなかった。多党制を擁護し、逮捕 4 日前の KANU への批判発言のた
め党から追放された。81 年、「治安撹乱」文書所持の罪状で逮捕・拘禁されたが、4
ヵ月後に条件つきで釈放された。 
（４） ジョン・ハミヌア（John Khaminwa） 
1982 年 6 月 3 日逮捕、同 6 月 4 日拘禁。ジョージ・アニョナ、ムアンギ・スティ
フン・ムリイジ（Mwangi Stephen Muriithi）の弁護に立った。ケニア弁護士協会
所属。高等裁判所弁護人。 
（５） エドワド・オユギ（Edward Oyugi） 
1982 年 6 月 10 日逮捕、同 7 月 13 日拘禁。ケニヤッタ大学教育心理学講師。 
（６） カモジェ・ワチイラ（Kamoje Wachiira） 
1982 年 6 月 7 日逮捕、同 6 月 12 日釈放。同 6 月 28 日再逮捕。同 7 月 13 日拘禁。
ケニヤッタ大学地理学講師。 
（７） ムアンギ・スティフン・ムリイジ（Mwangi Stephen Muriithi） 




（1） ワンゴンドゥ・ワ・カリウキ（Wang’ondu wa Kariuki） 
1982 年 5 月 15 日逮捕。7 月 19 日に懲役 4 年半の判決。 
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（2） マイナ・ワ・キニャティ（Maina wa Kinyatti）1982 年 6 月 3 日逮捕。マウマウ愛
国歌謡を集めた『山々からの轟き』105) の編者。ケニヤッタ大学歴史学講師。 
（3） ウィリー・ムニョキ・ムツンガ（Willy Munyoki Mutunga） 
1982 年 6 月 10 日逮捕。「J. M. カリウキ連帯行動日、馬鹿にされてたまるか、ニャ
ヨを拒否せよ」と題するりリーフレットを所持していたとされる。ナイロビ大学商
法学科講師。大学職員組合役員。高等裁判所弁護人。 
（4） クリスパス・ガンガ・カヒガ（Crispus Ng’ang’a Kahiga） 
1982 年 6 月 17 日逮捕。70 歳代の老農夫で元マウマウ戦士。 
（5） アーネスト・ディラング・カマウ（Ernest Ndirangu Kamau） 
1982 年 6 月 17 日逮捕。70 歳代の老農夫で元マウマウ戦士。 
 







for the Release of Political Prisoners in Kenya, CRPPK）刊行の「ケニア政治 
犯を釈放せよ」と題するパンフレット 106) のほぼ全文を紹介しておこう。この委 
員会は、1982 年 7 月に結成されたもので、代表はトリニダード生まれのジョン・ 
























































82 年初め、ケニヤッタ大学生によるジョー・デ・グラフト 108) の戯曲「ムントゥ」の国
立劇場での上演が、暴力を肯定するとの理由で禁止された。この戯曲は 1975 年、ナイロビ
の世界教会評議会総会での上演のために全アフリカ教会会議の承認を得ていた。 
   
2 月、ギクユ語のミュージカル「母よ、我がために歌え」の上演申請が拒否された。この
戯曲は、カミリズ教育文化コミュニティセンターの農民や労働者たちの役者から助けを得





3 月 11 日、カミリズ教育文化コミュニティセンターの公認許可が取り消され、村の演劇





































モイ体制にとっては、これらの制限でも穏やかすぎた。1982 年 5 月、オギンガ・オディ
ンガが社会主義政党の結成を企てたとの根拠のない主張が流布した。当時、対立政党の結
成は憲法で禁止されていなかったが、この時、政府は憲法を修正し、ケニアを法律上の一



































である。7 名の内 4 名は裁判なしで拘禁され、残りの者は「治安撹乱」文書所持の罪状を「突
き付けられ」、拘置所や警察の独房に閉じ込められている。 
  













彼は同年 5 月 15 日以後、7 月 7 日の裁判まで、保釈措置のないまま拘束されている。判決
は 7 月 19 日の予定である。彼は「治安撹乱」文書、12 月 12 日運動の機関誌 『パンバナ』
（Pambana,スワヒリ語で「闘うぞ」の意）を所持していたとの罪状を突き付けられている。





























ら翌朝 7 時までの外出禁止令を敷いた。 
 



























8 月 4 日、ケニア軍当局筋が明らかにしたところでは、それまでに約 3,000
人が逮捕されたという。うち約 2,000 人は空軍の将兵で、兵力の約 80％に相当





モイ大統領は 8 月 6 日、クーデター未遂事件で、129 名が殺害されたと発表
した。彼によれば「大多数が反乱兵士であるが、なお身元確認が続いている」
とのことだった。未確認情報によれば、死者の数は数百人とも、1,500～2,000
人とも言われた。別の情報では、約 2,500 人の空軍兵が拘留され、1983 年 3 月
までに、900 人に罪状の言い渡しがあり、12 人が死刑、約 100 人の学生に数ヶ







追放された。8 月 21 日、ケニア政府は、空軍の解体を発表した。クーデター以









80 年のインフレ率は 12％を超え、82 年には 20%を超えていた。国民の 60％















ッタ大学歴史学講師であったマイナ・ワ・キニャティ（1982 年 11 月から 6 年

















後者は、1986 年 3 月頃から出始め、地下に潜った社会主義運動団体「ムワケニ
ア」113) の機関誌だった。「ムワケニア」は、1988 年 4 月に、経済的社会的正義





1987 年 2 月には、キマジ死後 30 年を記念して、ロンドンで亡命ケニア人が





























































独立 50 年後の今も解決されていない。 
 
モイは、1992 年の KANU 党大会で、一党制の放棄を決め、次いで国会にお
いて憲法改正を成立させた。この結果、たちまち複数の有力野党が結成された。











1999 年、モイは任期の終わる 2002 年 12 月の引退を表明し 116)、それまで国
会議員歴のないウフル・ケニヤッタ（Uhuru Kenyatta, 1961~. 初代大統領ケニ
ヤッタの息子）を後継に推薦した。これに不満の多くが KANU を離党し、2002
年の選挙に向けて、野党は「国民虹の連合」（National Rainbow Coalition, NARC）
を結成した。NARC のライラ・オディンガ（Raila Odinga, 1945~. オギンガ・
オディンガの息子）が統一候補擁立に尽力し、ムワイ・キバキ（Mwai Kibaki, 





年 12 月に、キバキは再選されたが、深刻な不正疑惑が持ち上がった。 
 
① 選挙後暴力 
2007 年 12 月 27 日の大統領選挙では、再選を狙う国民統一党（PNU）のキ



















ヤ人を襲い、多数を殺害した。騒擾は、2008 年 2 月末には一応の収束を迎えた
が、千数百名の犠牲者、数十万の避難民が出た。 
 
アフリカ連合（AU）が混乱収拾に乗り出した。この結果、2008 年 3 月に憲
法が改正され、新たに首相職を設け、2009 年 4 月に大統領はキバキ、首相には





の重大な責任を問う容疑者 6 名の名前が公表されたが、それには、与党 PNU の


































































































Heinemann Educational Books (E.A.),1980；Devil 
on the Cross, (translated from Gĩkũyũ by the 
author), Heinemann Educational Books, 1982） 
 

























































































獄中にあって、1978 年 12 月 25 日を目処に、この小説の仕上げを期していた




















放されることになった。その釈放の日付である 1978 年 12 月 12 日（ケニア独
立15周年記念日）までに、グギはこの小説の最後の章に取り組んでいたらしい。
当時の計画によれば、ギクユ語での執筆に 1 年間を、ついでそれのスワヒリ語
への翻訳に 1 年間を、さらにもう 1 年間を英語訳にかける予定だったと言う。 
 
じっさい、釈放後の 1980 年 4 月にはギクユ語版がナイロビで、1982 年には、
スワヒリ語版（翻訳は C. M. カブギ）10) がナイロビで、英語版がロンドンで刊
行された。ギクユ語初版 5,000 部発行の 1 ヶ月後には、さらに 5,000 部が、1980








































































































































白人を校長に雇い、ナイロビで学校を経営し、Modern Day Nursery School, 
formally for European only との看板を掲げている。100 人の生徒を擁し、授業



























































































































せた男（Rich Old Man）であった。 
 




















Ⅱ．『マティガリ』：たたかいは続く（Matigari ma Njirũũngi, Heinemann Kenya, 
1986 ; Matigari, translated from Gĩkũyũ by Wangũi wa Goro, 
Heinemann Educational Books, 1987） 
 
『マティガリ』は、第 6 作目の小説である。ギクユ語版『マティガリ・マ・




































































































































































































































































































































『マティガリ』のナレーションは早い。小説の持続時間は、わずかに 3 日と 4
日目の午前中を流れているに過ぎない。第一部は第 1 日目、第二部は第 2 日目、















































































To the Reader / Listener 
 
This story is imaginary. 
The actions are imaginary. 
The characters are imaginary. 
The country is imaginary－it has no name even. 
Reader / listener : may the story take place in the country of your choice ! 
29) 
 















The story had no fixed time. 
Yesterday, the day before yesterday, last week・・ 
Last year・・ 
Or ten years ago ? 
Reader / listener : may the action take place in the time of your choice ! 
 
And it has no fixed space. 
Here or there・・ 
This or that village・・ 
This or that region. 
Reader / listener : may you place the action in the space of your choice ! 
 
And again, it does not demarcate time in terms of seconds 
Or minutes 
Or hours  
Or days.  
Reader / Listener : May you allocate the duration of any of the actions according to 
your choice ! 
 
So say yes, and I’ll tell you a story ! 

































（Muyaka bin Haji al-Ghassanyyi, 1776~1840）32) の詩の一節、Mjenga 




The builder builds a house. 
The one who watched while it was being built moves into it. 
The builder sleeps in the open air, 
No roof over his head. 
 
The tailor makes clothes. 
The one who does not even know how to thread a needle wears the clothes. 
The tailor walks in rags. 
 
The tiller tends crops in the fields. 
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The one who reaps-where-he-never-sowed yawns for having eaten too much. 
The tiller yawns for not having eaten at all. 
 
The worker produces goods. 
Foreigners and parasites dispose of them. 
The worker is left empty handed. 
 



































Tell me where lives old man Ndiiro 
Who, when he shakes his foot, jingles. 
And the bells ring out his name: Ndiiro, 










Nyonia kwa Matigari Njirũũngi 
Muthuuri uri kiigaanba kuguru 
Ariingithagia kiigaamba 
Njirũũngi ikagaamba 
Na ringi ikagaamba ! 
 
英訳： 
Show me the way to a man 
Whose name is Matigari ma Njiruungi 
Who stamps his feet to the rhythm of bells.  
And the bullets jingle. 














説だと述べている。36) 以下の梗概は、R. N. ゲシャウ『キクユ・フォークテー
ルズ―その本質と価値』（R.N. Gecau, Kikuyu folktales, their nature and value, 













































































































































































































‘Tell us, are you the one whose Second Coming is prophesied ?’ asked one of the boys. 











The God who is prophesied is in you, in me and in the other humans. He has always 








Imperialism has tried to kill that God within us. But one day that god will return 
from the dead. Yes, one day that God within us will come alive and liberate us who 












Ⅲ．『カラスの魔法医』：20 世紀アフリカの総括（Mũrogi wa Kagogo, East 
African Educational Publishers, 2004~2006 ; 
Wizard of the Crow, A Translation from Gĩkũyũ by 
the author, Harvill Secker, 2006） 
 
1997 年 5 月から書き始めたのが『カラスの魔法医』で、小説第 7 作目（ギク
















In the spirit of the dead, the living, and the unborn,  
Empty your ears of all impurities, o listener,  













































































































































































































































A.G.の影である。その影こそが、A. G. の正体、A. G. がなりたいと思っている
自分像なのである。魔法医は、この影を鏡に閉じ込める。そうすると以後、A. G.
は二重の影に悩まされなくなる。A. G. は、抱き続けてきた妄想から解放されて、






















































最初の協同植民地 corporate colony= corporony に仕立てるのがよい。国家をまるごと





























































































































































年 5 月から 1964 年 8 月にかけての 40 ヶ月のことで、寄稿先は、初めは「サン
デ ・ーポスト」紙 （Sunday Post ）、ついで「サンデ ・ーネーション」紙 （Sunday 
Nation ）、そして大学卒業後リーズ大学留学までの期間は「デイリー・ネーシ
ョン」紙 （Daily Nation ） だった。後者の二紙は、発行曜日の違いから名称







「サンデー・ネーション」紙のコラムは、「私の見たまま」（As I see it）と題
されている。同じタイトルで、インド人のトーファン（N.S. Toofan）が定期的
に寄稿していたから、グギの場合は「アフリカ人の視点」ということなのであ







なぜなら、「グギの関心事は、アフリカの関心事」（Ngugi’s concern is Africa’s 
concern）、「グギは大陸の声」（Ngugi Speaks for the Continent）とまで言われ
てきたように 3)、これらを知ることは、現代ケニア、ひいては現代アフリカのこ








前の 1964 年 1 月には、ザンジバルで社会主義革命が起き、同年 4 月にはタンガ
ニーカとザンジバルが合併、タンザニア連合共和国が成立した。「アルーシャ宣





① 「サンデー・ポスト」紙の 5 篇 
こうした政治史的背景を念頭に置きながら、まず 1961 年 5 月から同年 8 月に
かけて、「サンデー・ポスト」紙に寄せた次の 5 つの記事を見ておこう。 
 
1） 「アフリカ的人格 6) は妄想だ－虎は『ティグリチュード』7) を持つか」‘The 
African Personality’ is a Delusion：Do Tigers have ‘Tigritude’ ? Sunday Post, 
1961.5.7. 
2） 「新しい声：アフリカ人作家の登場」The New Voices：Some Emerging 
African Writers, Sunday Post, 1961.6.4. 
3）「アフリカの文化：ケニヤッタの誤り」African Culture：The Mistake That 
Kenyatta Made, Sunday Post, 1961.8.6. 
4） 「『ケニア山のふもと』のノスタルジア」The Nostalgia of ‘Facing Mount 
Kenya’, Sunday Post, 1961.8.13. 

























2） ピーター・エイブラハムズ（Peter Abrahams, 1928~, 南ア）、ノニ・ジャ
バブ（Noni Jabavu,1919~2008, 南ア）10)、アモス・トゥトゥオラ（Amos 































以上 5 編の寄稿の後、1962 年 5 月までの 9 ヶ月間に、新聞への寄稿は見当た
らない。おそらく、61 年 12 月までは、執筆中の小説『川を隔てて』（『黒人の









が「私の見たまま」（As I see it）と題するコラムを同紙に書き始めた。（一部は、
同系列の「デイリー・ネーション」紙に掲載）。 
 
第 5 部Ⅰ末尾に、それらを含め、「初期ジャーナリズム」全 78 編のタイトル
を日付順で示し、内容についてキーワード程度の覚え書を添えた。 
 
② 初期ジャーナリズム 78 篇：内容の分類 




① 【政治・経済】36 編 
5,7,12,13,15,16,17,19,20,22,24,25,28,31,35,41,42,44,46,48,54,56,57,59,62,63, 
66,68,69,70,71,72,73,74,75,78.    
 
② 【社会・文化】18 編 
1,3,4,8,14,18,26,29,32,33,36,38,40,47,50,52,60,76. 
 
③ 【文学・演劇・言語】9 編 
2,10,21,27,30,51,61,64,65. 
 















































































































は大きい。その場合に、正直（Honesty）、誠実  （Truthfulness）、共感 
（Sympathy）、勇気（Courage）の四つの美徳を説いている。「教育は家庭から」








設以来、これまでの女子卒業生はわずか 3 人であり、1962 年 10 月現在、ケニ

















これは、1962 年 6 月にマケレレ大学で開催された「英語で書くアフリカ人作 
家会議」への参加の記録である。『トランジション』誌第 2 巻第 5 号、
1962.7~1962.8）に再録時のタイトルは「会議に出たケニア人」と改題されて





















































































































































African Personality’ is a Delusion : Do Tigers have ‘Tigritude’ ? Sunday 
Post, 1961.5.7. 
2）「新しい声：アフリカ人作家の登場」The New Voices : Some Emerging 
African Writers, Sunday Post, 1961.6.4. 
3）「アフリカの文化：ケニヤッタの誤り」African Culture : The Mistake That 
Kenyatta Made, Sunday Post, 1961.8.6. 
4）「『ケニア山のふもと』のノスタルジア」The Nostalgia of Facing Mount 
Kenya、Sunday Post, 1961.8.13. 




6）「教育を受けたアフリカ人は、この挑戦に立ち向かえるか」Can the Educated 











8）「暗闇から出て、太陽を見よう」Let’s Get Out of the Dark and Take a Look 
at the Sun, Sunday Nation, 1962.6.17. [人種間の悪感情。人種協調の夢。独
立への挑戦、課題。貧困・病気・識字率] 




10）「新しい意識の伝令たち」Here are the Heralds of a New Awareness, 
Sunday Nation, 1962.7.1. [英語で書くアフリカ人作家会議のこと] 
11） 「もっと学校の統合を」Let’s See More School Integration, Sunday Nation, 
1962.7.8. 
12）「対立意見を聞く自由を」There Must Be Freedom to Hear Opposite Points 
of View, Sunday Nation, 1962.7.15. [カレンジン－マサイ同盟の結党につい
て。政治生活の変化。政党誕生を歓迎。この政党の反キクユ的性格。部族主
義の克服。政党の部族的性格の打破が必要。真の民主主義] 
13）「我々の裁定を」Why Not Let Us Be the Judges ?, Sunday Nation, 
1962.7.29. 
14）「過去から何を受け継ぐか」Let Us Be Careful About What We Take from 
the Past, Sunday Nation, 1962.8.5. [独立間近。過去の遺産から良いものだけ
を受け継ごう。すべての black doll を受け継ぐべきでない。女子割礼は時代
遅れ。婚資も廃止すべき。20 世紀国家としては時代遅れ] 




16）「中立主義とは何か」What Do We Really Mean by Neutralism ?, Sunday 
Nation, 1962.8.19. 




18）「アフリカ性は、何にも必要か」Must We Drag Africanness into 
Everything ?, Sunday Nation, 1962.9.2. 
19）「隣人はどうか」What About Our Neighbours ?, Sunday Nation, 1962.9.9. 
20）「敵対者にどれほどのロープを与えるか」How Much Rope Should 
Opponents Be Given ?, Sunday Nation, 1962.9.16. [政治公約のスローガン。
部族主義克服。政府は対立する声に敏感に。新聞報道に自由の制限。民主主
義の尊重を] 
21）「スワヒリ語に正当な位置を」Swahili Must Have Its Rightful Place, 
Sunday Nation, 1962.9.23. 
22）「なぜこの二人の指導者は歴史から学ばないのか」Why Don’t These Two 
Leaders Learn from History ?, Sunday Nation, 1962.9.30. [マウマウに触れ
る。神経症的に非常事態を恐れた。ガーナ、南ローデシアの非常事態。独立
は無血革命でなければならない。ンクルマを批判] 
23）「女性たちを先頭に」Our Women Must Be Allowed to Get Ahead Too, 
Sunday Nation, 1962.10.7. [女子教育の学校開設歓迎。講義科目にアフリカ史
ほかを。女子教育の遅れ。1949 年設立のマケレレ大学の女子卒業生は 3 人だ
け。現在もケニア人女子学生は 2 人。女子の社会進出の大切さ] 
24）「独立には信頼が必要」Independence Needs a Degree of Trust, Sunday 
Nation, 1962.10.14. [ウガンダ独立。マケレレ大学職員のスト。ストライキ反
対。ローマ・カトリックとアングリカンの対立] 
25）「自由軍の広がりに歯止めを」We Must Halt Spread of ‘Freedom Army’, 
Sunday Nation, 1962.10.28. [非常事態の思い出。学校から帰宅すると、家が
ない、母がいない記憶。悪夢。「土地自由軍に反対」。秘密結社に反対。土地
自由軍は解放勢力ではない。「植民地主義は最終段階」。KADU にも反対] 
26）「この気概を育てよう」Here’s a Spirit Kenya Must Encourage, Sunday 
Nation, 1962.11.4. 
27）「アフリカ人作家は新しい見方を」African Writers Need a New Outlook, 
Sunday Nation, 1962.12.2. 
28）「オボテに賞賛、ケニアは自力で」All Praise to Obote but Kenya Must Help 
Itself, Sunday Nation,1962.12.9. [ケニアの独立を早めたい。マーティン・シ
ククの意見に反対] 
29）「新聞の役割」Role of the Press, Sunday Nation, 1962.12.23[新聞のあり方。
ンクルマ批判あり] 










32）「伝道団の失敗」I Say Kenya’s Missionaries Failed Badly, Sunday Nation, 
1963.1.6. 
33）「協力の気概だけでは不十分」Co-operative Spirit is Not Enough, Sunday 
Nation, 1963.2.3. 
34）「目的を忘れるな」Don’t Forget Our Destination, Sunday Nation, 
1963.2.10.[教育問題。制度の改革。Education begins at home. アフリカ史の
教育を。宣教師、キリスト教肯定。教育の非植民地化。科学教育の強化] 





36）「衣食足りて礼節」Respect Will Come When We Are Self-Sufficient, 
Sunday Nation, 1963.3.17. [ケニヤッタ演説。『ケニア山のふもと』評価。ア
フリカ人の尊厳の復権。社会の安定。共産主義、社会主義を批判、揶揄]。 
37）「マケレレ、そこはオアシスだ」The Oasis That is Makerere, Sunday Nation, 
1963.3.24. [自分の体験。1959 年マケレレへ向けて村を発つ。教育への欲求。
白人との共学。教育の普及の必要]。 
38）「おそらく家庭に、スウィートホームに」Perhaps It’s a Case of Home, Sweet 
Home, Sunday Nation, 1963.4.7. [幼少時の体験。ナイロビ、約束の町。都会
生活を体験した兄。カンパラの国立劇場。ナイロビの魅力]。 
39）「ムボヤは正しい―教育は投資だ」Mboya is Right－Education is an 




40）「むかし、酒は老人のもの、今は子供が酒を」In the Old Days it was for the 
Old Men to Drink－Now Even Children Tread on the Toes of Their Fathers, 
Sunday Nation, 1963.5.12. [密造酒。飲酒。失業と飲酒]。 
41）「共感できる、でも彼らの役に立っておらず悩む」I Nodded in Sympathy, 




42）「国に変化が来た」A Change Has Come Over the Land－A Sense of 
Destiny Moves in Most People, Sunday Nation, 1963.6.2. [選挙終わる。キャ
ンペーン。労働意欲。独立以後の民衆の期待は]。 
43）「大学にもっと柔軟性を」Now Let’s See More Flexibility from University 
Colleges, Sunday Nation, 1963.7.7. 
44）「連邦化の問い」Isn’t Time the Public Were Asked about Federation ?, 
Sunday Nation, 1963.9.1. 
45）「こころが折れる手紙」The Letter That Made My Heart Sink Inside Me, 
Sunday Nation, 1963.9.15. [教育問題。ウガンダの私立学校の劣悪さ]。 
46）「アフリカ合衆国への障害」Lack of Communication May be Barrier to an 
African United States, Sunday Nation, 1963.9.22. 
47）「部族的世界観を壊せ」It’s Time We Broke Up This Tribal Outlook, Sunday 
Nation, 1963.10.20. 




49）「苦難の原因は自分に」It’s Time We Recognized That the Root-cause of Our 
Troubles May Lie in Us, Sunday Nation, 1963.11.10. 









52）「黒人の神話」The Negro is a Myth, Daily Nation, 1964.4.9. 
53）「なぜ、アフリカでシェークスピアか」Why Shakespeare in Africa ?, Daily 
Nation, 1964.4.22. 
54）「アフリカ社会主義」African Socialism : Two Views, Daily Nation, 
1964.5.9. 
55）「教育を受けたアフリカ人への期待」More is Needed from Educated 
Africans, Sunday Nation, 1964.6.7. 
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56）「ヒューマニズムとアフリカ社会主義」Humanism and African Socialism, 
Daily Nation, 1964.6.12. 
57）「年金―満足できない」Pensions－We Still Can’t Rest Satisfied, Sunday 
Nation, 1964.6.14. [労働者の年金制度。都市労働者。家族との絆の崩壊。障
害者の雇用問題。アホイ（借地人）制。土地問題。保険制度の充実必要]。 
58）「教員も現金が欲しい」Teachers, Too, Want Cash !, Sunday Nation, 
1964.6.21. 
59）「ケニア軍に大量の志願」Thousands Flock to Volunteer for the Kenya 
Army, Daily Nation, 1964.6.23. 
60）「この部族感情をどう殺すか」How Do You Kill These Tribal Feelings ?, 
Sunday Nation, 1964.7.5. [部族主義の問題]。 
61）「アフリカの詩人政治家」He’s Africa’s Poet-Statesman, Daily Nation, 
1964.7.10. [レオポール・セダール・サンゴールについて] 
62）「労働者はどうなるか」What About the Workers ?, Sunday Nation, 
1964.7.12. [ケニア労働連合の分裂。「団結は力なり」。統一の必要を説く]。 
63）「コメンタリー」Commentary, Daily Nation, 1964.7.17. [アフリカ諸国間
の連携強化について] 
64）「この劇団を絶やすな」I Hope THIS Theatre Group Won’t Die, Too, Sunday 
Nation, 1964.7.19. [アフリカ劇団の結成。ムパシェーレ指導の脚色劇。ンジ
ャウの劇。若い女優。ウガンダの演劇。援助の必要]。 
65）「ケニア人子弟にバレー」Kenya Children Take to Ballet, Daily Nation, 
1964.7.23. 
66）「ニエレレ大統領が語ったように」As President Nyerere Was Saying in 
1960, Sunday Nation, 1964.8.2. [東アフリカ連邦の構想。東アフリカのバル
カン化を懸念。東アフリカの同時独立は出来なかった]。 
67） 「コメンタリー」Commentary, Daily Nation, 1964.8.4. [ナイロビ大学で
開催されたパン・アフリカ学生会議について] 
68）「コメンタリー」Commentary, Daily Nation, 1964.8.6. [欧米市場への経済
的依存について] 
69）「コメンタリー」Commentary, Daily Nation, 1964.8.7. [アメリカ駆逐艦攻
撃に対する報復としてのアメリカによる北ベトナム魚雷基地の爆撃について] 
70）「コメンタリー」Commentary, Daily Nation, 1964.8.8. [特にイアン・ヘン
ダーソンの国外追放についての政府の説明責任について] 
71）「年末までに共和制へ」A Republic Before the End of the Year, Sunday 
Nation, 1964.8.9. [共和制の必要。大統領権限の強化を。内閣改造]。 




73）「コメンタリー」Commentary, Daily Nation, 1964.8.14. [連邦化について] 
74）「コメンタリー」Commentary, Daily Nation, 1964.8.15. [新憲法下での地
方分権について] 
75）「コープの強化を」Now the Emphasis Must be on Co-ops, Sunday Nation, 
1964.8.16. [入植計画。土地政策。100 万人の入植計画]。 
76）「コメンタリー」Commentary, Daily Nation, 1964.8.18. [独立ケニアでの
女性の役割につい] 
77）「コメンタリー」Commentary, Daily Nation, 1964.8.19. [学生の役割につ
いて] 
78）「怠業者を忘れ、必死の人を思い出せ」Forget the Quitters, Remember the 




1964 年 4 月、マケレレ大学（当時の正式名称は、東アフリカ大学）22) 英文科
を卒業した。卒業論文は、ポーランド生まれで、のちにイギリスへ渡って英語















リーズ大学 （University of Leeds）は、ウェスト・ヨークシャー州リーズ市
にある国立総合大学で、1904 年創立。現在の学生数は約 4 万、英国有数の規模
を誇る。前身は、リーズ医学校 （Leeds School of Medicine, 1831 年創立）と
















渡英直後の 1964 年 10 月、インタビューに応えて、次のように述べている。 
 






れが『一粒の麦』（A Grain of Wheat）で、最初、仮題として、『神と抗う』
（Wrestling with God ）を考えていたらしい 27)。この小説第三作は、1966 年




究－特にジョージ・ラミングの小説との関連で」（A Study of the Theme of 
Alienation in the Fictions of the West Indies with Particular Reference to the 






ラミング （George Lamming, 1927~） の『わが皮膚の砦の中で』 （In the Castle 
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of My Skin, 1953）を教室外で読んだが、西インドとアフリカでは、興味深い平
行関係と対照があることを見抜いていた。彼はラミングに圧倒され、ほとんど
批判の余地がないほど、貪り読んだという。西インドの作家では、もう一人、

























































② 60 年代の世界 










































































































ファノンの『地に呪われたる者』（Frantz Fanon, Les Damnés de la Terre, 1966） 
の英訳版『呪われたる者』（The Damned ）を見つけて持ち帰った（フランス





























































































































































パターソンの『なくなった廃墟』やナイポールの『物まね男』（The Mimic Men, 







































































































































































⑦  アフリカ・西インド・メトロポリスを結ぶ 
作家・知識人に限らず、ごく普通の西インド人の英国への労働移住は、第二
次大戦後から急速に増加し始めた。そんな中で、1946 年から BBC で放送が始








点に達した。59 年には、キューバ革命が起こり、カストロと 7 月 26 日運動が




























エドワード・カマウ・ブレイスウェイトがある友人に宛てた 1966 年 11 月 30
日付の手紙で、グギのことを「西インド文学で博士論文を準備している学生が





































































であり」（Primarily, Kenya is an African territory）、「アフリカ原住民の利益が
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最優先」（the interests of the African natives must be paramount）であること
を謳ったが、その後長く空文化された。しかし、第二次大戦後には、アフリカ
人の間にも、奪われた土地の奪還、即時の自治・独立を求める急進的な動きが



























































































































































































































































































































































































































































































リーズ留学を終えて、ケニアへ戻ったのは 1967 年 7 月だった。同年 10 月か
ら 69 年 3 月に辞職する 114) まで、最初のアフリカ人スタッフとして、ナイロビ
大学文学科で特別講師を務めた。70 年から 71 年までは、ノースウェスタン大
学客員准教授として渡米、アフリカ文学を教えたが、71 年 8 月、ナイロビ大学
文学科へ復職した。73 年 4 月に上級講師に昇任、アフリカ人として最初の文学


















1970 年 3 月までは、James Thiong’o Ngugi の名で知られたことは確かであ
る。この時までの著作には、J. T. Ngugi もしくは James Ngugi と名前が表記さ
れている。大学などでは、同僚や学生から Professor Ngugi と呼ばれるのが普通
で、一方、リムルへ戻ると、村の年配の老人などを含めて、ごく親しい人々の




（1972）で初めて使われた（ただし、Ngũgĩ でなく Ngugi と表記）。ちなみに、


































































































































































ー・オウール・アニュンバ（Henry Owour-Anyumba, 1933~1992, カンバ人、
口承文芸, カンバ音楽の研究家）、タバン・ロ・リヨン（Taban lo Liyong, 1938~,
南スーダン、作家・詩人）との共同の努力であった。ここで革命的変化という
のは、従来の英文科の廃止、シラバス内容の全面的刷新、アフリカ中心志向を















Abolition of the English Department）と題する歴史的な文書を、1968 年 10












東アフリカ大学（University of East Africa）が組織的連携を解消し、ウガン
ダのマケレレ大学（Makerere University）、タンザニアのダルエスサラーム大
学（University of Dar es Salaam）、そしてケニアのナイロビ大学 （University 
of Nairobi）に分岐したのは、先述した通り、1970 年だった。それぞれが、新


































































































































































































































































筆者は初めてアリ・マズルイ（Ali Mazrui, 1933~, ケニアのモンバサ生まれ。
現代アフリカの代表的知識人・学者。政治学、南北問題などが専門）、ワングイ・






























































































































































字架の上の悪魔』（Caitaani Mutharaba-inĩ, 1980）、『マティガリ』（Matigari ma 




















































































































































































































































































（Amos Tutuola, Palm-Wine Drinkard, 1952）や、アフリカの中のヨーロッパ
といわれる首都ラゴスに生きるアフリカ人の生態を描いた C. エクウェンシの











た。1962 年以後、University of Ibadan 現在のイバダン大学となった）卒業後、
アチェベは 1954 年から植民地下ナイジェリアの首都ラゴスの連邦放送局（NBC）





























したのだった。ちなみに、第二作『もはや安楽なし』（No Longer at Ease, 1960）
は、1950 年代を舞台に、植民地政府の役人となったオコンクオの孫オビ（Obi）














を回顧して、アチェベは「ますます身の痩せる思いをした」（I was getting 
thinner and thinner and thinner）と述べている 6)。 
 


















































ン」（New York Herald Tribune）は「うそ偽りのない、アフリカ側の真正の記
































































この違いが歴史的な意味を持っていた。アチェベは、J. ケアリ （ーJoyce Cary, 
1888~1957）18) の『ミスター・ジョンソン』（Mister Johnson, 1939）、J．コン










小説の題名は、アイルランドの詩人 W. B. イエイツ 21) 作「再臨」（The Second 
Coming）の一節から取られている。 
 
Turning and turning in the widening gyre 
The falcon cannot hear the falconer ; 
Things fall apart ; the centre cannot hold ; 
























ツワナ人作家として、また政治活動家として知られた S. T. プラーキ
（Solomon Tshekisho Plaatje, 1878~1932）の小説『ムーディー－南アフリカ
原住民の生活』（Mhudi, Native Life in South Africa,1930、ただし、1919 年に






















会の崩壊過程が描かれている。第四作目は『国民の中の男』（A Man of the People, 
1966）で、架空黒人独立国家の混乱と腐敗を、風刺をまじえて戯画的に描き、
クーデターによる既成権力の崩壊劇を予想している。21 年ぶりの第五作目は『サ





































の救世主』（The Black Messiah ）と、タイプ印字の臭いも真新しい小説第二作























年 5 月のことだった。この小説は、AWS にとっての新規出版第 1 号だった（こ
れ以前の 6 作品は、ウィリアム・ハイネマン社を含めて、他社から版権を買い
取って出版したもの）。ハードカバー本は初版 2,000 部が刷られたが、うち 1,600
部が発売 1 年以内に売れたという（『黒人の救世主』は、『川を隔てて』と改題











Ⅳ．「アフリカ人作家シリーズ」（African Writers Series = AWS） 
ハイネマン教育図書出版社（HEB）の創業は 1960 年、いわゆる「アフリカの 




















けるかのように、AWS 発足の 2 年後、アチェベ自身が自分の小説の売れ行きを
公表している。 
 









1966 年までに 17 作品を地元で出版していたが、そのうちのいくつかを AWS に
収録したのをはじめ、ザンビア大統領ケネス・カウンダ 32) の『ザンビアは独立
する』（Kenneth Kaunda, Zambia Shall be Free,1962）やケニアの政治家オギ
ンガ・オディンガの『未だ独立は来たらず』（Oginga Odinga, Not Yet Uhuru, 
1967）など独立前後のめぼしい政治家たちの著作（自伝を含む）、ジョモ・ケニ
ヤッタの人類学の著作『ケニア山のふもと』（Jomo Kenyatta, Facing Mount 
Kenya, 1979 ; 原書は 1938）、元奴隷オラウダー・エキアノ 33) の自伝『オラウ
ダー・エキアノ、別名アフリカ人グスタブス・バッサの生涯の興味ある物語』
（Equiano’s Travels, 1967 ; 原書は 1789）などの古典的著作を収録した。また、
BBC（Caribbean Voices, West African Voices, The Voice of Ghana,The Voice of 
Cairo）など、リアルタイムの放送台本を渉猟した。グギの初期戯曲に例が見ら
れように、同放送局アフリカ部門制作の 1 幕物の戯曲を収録している。 
 
アチェベの 5 つの小説が典型例であるが、WH 社からまずハードカバーで出
した作品を、後日 HEB（AWS）のペーパーバックで出すことが多くなった。ハ
ードカバー本の印税は、アチェベやグギを筆頭に、売れ行きのよい作家を繋ぎ




結局、1962 年から 1985 年の間に、AWS として、No.1 から No.270 までのナ
ンバーのついた作品が刊行された。No. 270 は、1985 年に出たアチェベ＆イン
ネス編『アフリカ短篇集』（Achebe & Innnes ed., African Short Stories）で、
以後 1985 年から 2003 年の間に、ナンバーのない約 100 作品が刊行された。合
計約 370 点で、ここには、小説、政治文献、詩、戯曲、自伝、短篇集、散文、
口承文芸、人類学、歴史関係などが含まれる。2003 年に 2 冊を刊行して、AWS
の終刊となった（このうち、No. 259, 260 の 2 作品は、ついに刊行されず欠番
となった）。 
 
AWS の最盛期は、1970 年代で、この頃には初版 10,000 部を刷って、3 年間
で売ればよいとの方針が立てられた。デニス・ブルータスの詩集でさえ、初版
9,000 部を刷ったという。とりわけてこの期間の頂点は、1970 年から 1973 年





最盛期の 1971 年、ジェームズ・カリーがビアフラ戦争 34)（1967 年 7 月に勃
発。アチェベは一時的に筆を折った）後のナイジェリアを訪ね、アチェベに会
った。この時、アチェベは AWS の No.100 として収録されることになる短篇集








1975 年、ヘンリー・チャカバ（Henry Chakava）が、HEB（East Africa）
の専務取締役（managing director）に就任した。グギが 10 年ぶりの長編『血
の花弁』を出したのは、その 2 年後、1977 年 7 月のことで、ナイロビ市役所で
開催された出版記念パーティに、当時の経済大臣ムワイ・キバキ 36)（Mwai 























は古典的地位を持つガーナの作家アイ・クウェイ・アーマ（Ayi Kwei Armah, 
1939~）の 小説『美しき者未だ生まれず』（The Beautyful Ones Are Not Yet 
Born, 1968）は、糞便学的記述・腐敗の描写などが、セネガルのセンベーヌ・
ウスマン（Sembène Ousmane, 1923~ 2007）の『神の森の木々』（Les Bouts de 

































① AWS の編集者 
AWS の編集に関わった人物として、先にあげた二人、アラン・ヒル（1912
年生まれ。1936 年、ウィリアム・ハイネマン社に入社。1979 年退社）とファ
ン・ミルンのほかに、ケイス・サンブルック（1963 年 1 月から、Heinemann 
Educational Books に勤務。アフリカ、カリブ、東南アジア部門担当）、アイグ・













まで、ロンドンでオックスフォード大学出版局に勤務した。1967 年 4 月、HEB
へ移り、サンブルックに合流し、1984 年まで AWS の編集に関与した。サンブ





年、HEB（East Africa）の編集者になり、翌年から 1975 年まで、ロンドンで
サンブルックやジェームズ・カリーに合流した。 
 
② AWS 燃え尽きる 
グギの最初のギクユ語小説『十字架の上の悪魔』、最初のギクユ語戯曲『した
い時に結婚するわ』は、ともに 1980 年、ハイネマン（ケニア）から刊行された
が、前者は同年末までに 15,000 部、後者は 13,000 部が刷られた。翌 1981 年に













新規出版が激減した。1982 年と 1983 年には 7 作品、1984 年には 4 作品、1985
年と 1986 年には 3 作品、1987 年には 5 作品、1988 年には 2 作品と激しく落ち
込んだ。 
 
1984 年 9 月、売れる作家の作品を年に一つか二つしか出さないという方針が
確認され、翌 10 月には、AWS に新規企画がないことが決められた。この頃、
AWS に収録される平均的な作家（middle ranked established writer）の場合で、
3,000~5,000 部の初版印刷（アフリカ内ローカル出版社の場合より多い）を維持






Emecheta, 1944~）、カメルーンのカリクスト・ベヤラ（Calixthe Beyala, 1961~）、
ガーナのアマ・アタ・アイドゥ（Ama Ata Aidoo, 1942~）など女性作家の作品
の収録が目立つようになるが、この努力も起死回生には繋がらなかった。 
 




会副会長を歴任した。1988 年には、ケイス・サンブルックが HEB を辞め、ジ
ェームズ・カリー出版社へ移った。1992 年には、ヘンリー・チャカバが HEB






2002 年頃、AWS は HEB の女性編集者ビッキ ・ーアンウィン（Vicky Unwin）
に託されたが、彼女の奮闘にもかかわらず、当時までの発行点数約 370 作品の




























部で知られたが、短篇集『聖地の出来事』（Incidents at the Shrine,1986）で、
87 年度のコモンウェルス作家賞（アフリカ部門）を受賞して、にわかに注目を



































































































































で書かれてきた。初期のオリーブ・シュライナ （ーOlive Schreiner, 1855~1920）、
アラン・ペイトン（Alan Paton, 1903~1988）、そしてナディン・ゴーディマ


















































祖国南アでは ANC 61) と PAC 62) が非合法化され（4 月）、コンゴでは独立後 1
週間とたたずに動乱が勃発した（7 月）。とりわけて、ブリンクに大きな衝撃を
あたえたのは、同年 3 月 21 日のシャープビルの虐殺 63) であったと言われる。
この日、ソブクウェ議長 64) の率いる PAC はパス法反対のデモを組織し、ヨハ
ネスブルク郊外のシャープビル警察署前に集合したが、これに対し白人警官が
一斉に発砲したのである。死者は 69 名。そして 180 名の負傷者が出た。 
 
この事件後、ルツーリ ANC 議長 65) は公然とパス帳を焼き、多くのアフリカ
人がこれに同調した。政府は非常事態を宣言し、ただちに ANC、PAC の指導者


































あとにアフリカーンス語で発表された。『夜の認識』（Kennis van die Aand,1973）
である。この小説は「白人、それもアフリカーナー作家の小説としては、今日

























1963 年から 1965 年まで、前衛雑誌『セスティガーズ』（Sestigers『60 年代





































て』（Looking on Darkness, 1974）はこうして誕生した。 
 











え、この小説の場合、新刊配本の前 1 週間のうちに、秘かに個人宛に 2,000 部
を郵送することに成功している（返本は、ただの 6 冊だけだった）。リプリント




























































































and Love conquers all）と刻まれていた。作品として、『雨雲が集まる時』（When 
Rain Clouds Gather, 1968）、『マル』（Maru, 1973）、『力の問題』（A Question 
of Power, 1973）、短篇集『宝物収集家』（The Collector of Treasures, 1977）、




























a. D. E. ヘルデック編『アフリカ人作家』（Donald E. Herdeck, ed., African 
Authors, A Companion to Black African Writing 1300~1973, 1973）によれ
ば、18 世紀以前から 1972 年までに登場したアフリカ人「作家」として、580
人を見出し項目に数えている。このうち、1940 年から 1972 年までに活動し
た作家は 433 人である。分野別でみると、この全期間で詩人が最も多く、つ
いで小説家、劇作家の順となる。作家の国別所属では、南アフリカが 124 人
で群を抜いて多く、ついでナイジェリア 87 人、ガーナ 55 人となる。ケニア







ンカの約 4 分の 1、グギはショインカの約 6 分の 1 のスペースしかあてられて
いない。ムパシェーレはグギの 2 倍以上、トゥトゥオラはグギの 3 倍以上のス
ペースが割かれている。 
 





不動の上位 3 人、いわゆる「御三家」が登場したのである。 
 
b. H. ゼル、C. バンディ＆V. クロン編『アフリカ文学読者のための新案内』（H. 
M. Zell, Carol Bundy & Virginia Coulon, ed., A New Reader’s Guide to 







c. D. キラム＆R. ロウ編『アフリカ文学コンパニオン』（D. Killam & R. Rowe, 
ed., The Companion to African Literatures, 2000）では、344 人の「作家」
が見出し項目として掲載されている。上位は、南アフリカ 94 名、ナイジェ
リア 81 名、ジンバブエ 28 名、ガーナ 26 名、ケニア 20 名である。ここで
は、ケニアの場合、スワヒリ語で書く作家は含まれていない。ここでも、最
も多いスペースをあてて説明されるのはショインカで、ついでグギ、アチェ
ベの順である。ショインカにはアチェベの 2 倍のスペースが割かれている。 
 
d. S. ギカンディ編『ルートリッジ版アフリカ文学百科事典』（S. Gikandi,ed., 




e. R. マラン編『アフリカ人作家 A~Z』（R. Malan, compiled, A－Z of African 
Writers, A Guide to Modern African Writing in English, 2009）は英語で書
く作家に限定されるが、大陸全土から 215 人を見出し項目にあげている。南








学のアフリカ文学研究者 B. リンドフォースが提出している。 
 
リンドフォースは、当代屈指のアフリカ文学、とりわけてその書誌学的研究











ドラムズ&キャノンズ―アフリカ文学の教育と研究』（Long Drums and Canons, 
Teaching and Researching African Literatures, 1995）に発表した。 
 
本書は、その後の追加調査結果をも取り入れて、最終的に当時の英語圏アフ





大きな理由は、リンドフォースによれば、英語圏アフリカの 40 大学の 60％（25
















イジェリアのソコト大学は「ヨーロッパ語学科」（Departmant of European 
Languages）で、エリトリアのアスマラ大学は「外国語学科」（Department of 
Foreign Languages）でアフリカ文学を教えている。ヤウンデ大学のみが「アフ









③ 20 世紀アフリカ文学の「御三家」 
さて、調査対象になった 194 コースで、いちばん多く取り上げられている作








         作品数  コース  大学数  国家数  合計点数 
1. ショインカ   146       87        30        14        277 
2. グギ            110       77        28        13        228 




              コース  大学数  国家数  合計点数 
1. 『神の矢』（アチェベ）   23    16    7     46 
2. 『一粒の麦』（グギ）    22    15    7     44 
3. 『血の花弁』（グギ）    19    15    7     44* 
4. 『国民の中の男』（アチェベ）19    14    8     41 
以下省略。＊ママ。左の 3 項の数字が正しければ、合計点数は 41 となるはずである。 
 
作品別では、36 位まで、20 人の作家の 41 作品に序列が付けられている。そ
れによると、トップ 10 以内に、グギは上記 2 作品を含めて 3 作品（ほかに、6
位『デダン・キマジの裁判』）、アチェベ（上記 2 作品）とショインカ（7 位『通




ンと宝石』 Lion and the Jewel ）、36 位（『地下室のウソの鳥』Shuttle in the 













この調査は、1936 年から 1986 年の 51 年間に発表されたアフリカ文学関連専
門論文（世界各国を網羅しているが、英語で書かれた論文に限られる）で引用
された作家と作品を通時的な評価基準として指標化し、ポイント順に並べてい
る。それによると、1936 年から 1976 年まで（3,305 編）、1977 年から 1981 年






この結果、「有名度」順に 37 位まで、「調整序列」順に 33 位までが示され、










1. ショインカ  2961 
2. アチェベ   2463 
3. グギ     1657 
 
【調整序列】 
1. ショインカ  277 
2. グギ     228 
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1. ウォーレ・ショインカ 2. チヌア・アチェベ、グギ・ワ・ジオンゴ 4. ア 
イ・クウェイ・アーマ 5. J. P. クラーク（ベケデレモ） 6. オコト・ビテック  
7. クリストファー・オキボ 8. ピーター・エイブラハムズ 9. デニス・ブル
ータス、アレックス・ラ・グーマ 11. ゲイブリエル・オカラ、エスキア・ムパ
シェーレ 13. コフィ・アウノー、オーラ・ロティミ 15. アマ・アタ・アイド





























多様性だけではない。一例として、P. N. パレク ＆ S. F. ヤーヌ編『ポストコ
ロニアル時代のアフリカ人作家』（P. N. Parekh & S. F. Jagne, ed., Postcolonial 
















系の女性作家ドリス・レッシング（Doris Lessing, 1919~2013. 2007 年度ノー
ベル文学賞受賞。イラン生まれ）は、アフリカを舞台とした作品を多く書き、


























































































































1930 年代から 50 年代にかけて一世を風靡したネグリチュード文学運動はそ




































































































































































『ユネスコ版アフリカの歴史』（General History of Africa・1 : Methodology  
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 Patriots for the Liberation of Kenya）の略称。 
114) Currie, Kate and Ray, Larry, The Pambana of August 1－Kenya’s 
 Abortive Coup, Political Quarterly, 57.1（1986）: 47~59, p. 47； 
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第 5部 
1)   「ネーション」社：1959 年、インド系資本アガ・カーンが創業。現在、東・
中央アフリカ最大のメディア・グループに成長している。 
2)   「初期ジャーナリズム」。アフリカ文学研究者の B. リンドフォースが使っ
た用語。同氏は、現在テキサス大学（オースチン）の名誉教授、特にアフ
リカ文学の書誌学的研究で知られる。「初期ジャーナリズム」のリストが
彼の以下の著書に掲載されている。The Blind Men and the Elephant and 
other essays in biographical criticism, Africa World Press, 1999, pp. 
87~91. 同じリストが、以下にも再録されている。Early East African 
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Writers and Publishers, Ngugi wa Thiong’o, Okot p’Bitek, David Maillu, 
Africa World Press, 2011, pp. 34~37. 
筆者は、1979 年 8 月から 9 月にかけて、ナイロビ大学図書館でこれらの資
料を収集した。当時の文学科の科長は、ヘンリー・オウール・アニュンバ 








3)  「グギの関心事は、アフリカの関心事」（Ngugi’s Concern is Africa’s 
Concern）。これは、クリス・ワンジャラの用語。「グギはアフリカの声」
（Ngugi Speaks for the Continent）。これは、1962 年、カンパラで戯曲
「黒人の隠者」公演後に、マケレレ大学教授トレバー・ウィトック（Trevor 
Whittock）教授が大学新聞「マケレレアン」（The Makererean）への寄稿
文で使った用語。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       
4)   Arusha Declaration. 1967 年 2 月、タンザニアのニエレレ大統領が発表し
た社会主義化の宣言。農業開発を基盤に、自律的な経済発展を期した。宣
言と同時に、主要外国企業が国有化された。 
5)   East African Community. 1967 年 6 月、カンパラで東アフリカ三国の元首
の調印によって成立した三国協力条約で発足。東アフリカ開発銀行などを
設置して、共同市場など三国間の平等の便宜を謳った。その後の政治・経
済情勢の変化から 1977 年 6 月に解体した。 
6)   African Personality. ガーナの初代大統領ンクルマ（Kwame Nkrumah, 
1909~1972）の著書の一つに、The African Personality, 1963 がある。 
7)   Tigritude。ナイジェリアの作家ウォーレ・ショインカの造語。ネグリチュ
ードへの批判に用いられた。 
8)  「ネグリチュード」Négritude.「エピローグ」の注 84 を見よ。 
9)   Mphahlele, Ezekiel, What Price ‘Négritude’ ? in The African Image, 
1962, pp. 25~40. 橋本福夫訳「ネグリチュードの意義を問う」『民族の独
立』（現代人の思想 17）、平凡社、1968. 





は『皮膚の色に引き込まれて』（Drawn in Colour, 1960）、『赤褐色の人々』
（The Ochre People, 1963）など。 



















15)  「インタールード」の注 93 を見よ。 
16)  「黒人の隠者」（Black Hermit,1962）は、ジェームズ・グギ、「ライオン
と宝石」（The Lion and Jewel, 1963）は、ウォーレ・ショインカの作品
である。 
17)   Njau, Rebecca,（Rebeka）（1932~）。ケニアの作家。マケレレ大学で教
育学を学ぶ。詩劇『傷跡』（The Scar, 1965）は、1960 年に、ウガンダ演
劇祭で舞台に上げられた。ケニア初の女性戯曲作家とされる。代表作に
『池のさざ波』（Ripples in the Pool ,1975）。夫のエリモ・ンジャウ（Elimo 
Njau）と、ナイロビで、文化芸術活動のギャラリー「パア・ヤ・パア」
（Paa ya Paa）を開いた。エリモ・ンジャウについては、第 1 部の注 72
を見よ。 
18)   Clark, John Pepper（1935~）。現在は、Bekederemo を名乗る。ナイジ
ェリアの詩人、戯曲作家。1960 年、イバダン大学卒業。同大学で教えた
ほか、エール大学などでも教えた。代表作に『詩集』（Poems, 1961）、戯
曲に『山羊の歌』（Song of a Goat, 1961）など。 
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19)   Baldwin, James（1924~1987）。アメリカの黒人作家。人種や性の問題を
扱った作品が多い。代表作に、自伝的な『山にのぼりて告げよ』（Go Tell 
it on the Mountain, 1953）、『アメリカの息子のノート』（Notes of a 
Native Son,1955）、『次は火だ』（The Fire Next Time, 1963） など。 
20)   第 1 部の注 84 を見よ。 
21)   Fanon, Frantz（1925~1961）。フランス領マルチニック島生まれ。フラ
ンスで精神医学を学び、『黒い皮膚・白い仮面』（Peau noire, masque 
blancs, 1952）を発表。1956 年からアルジェリア革命に参加し、独立直
前に病死した。この間に『地に呪われたる者』（Les damnés de la terre, 
1961）を発表し、植民地支配からの解放を目的にした暴力革命を評価し
た。これらの著作は、第三世界の解放運動に大きな影響を与えた。 
22)   第 2 部 pp. 87~89 を見よ。 
23)   Hillary Ng’weno（1938~）。ナイロビ生まれのルヒヤ人。ケニア人として 
  初めて、ハーバード大学に学び、核物理学を専攻。帰国後、ジャーナリ 
ストとして活躍した。「デイリ ・ーネーション」紙初のアフリカ人編集長。 
1965 年退社。1975 年、『ウィークリー・レビュー』誌を創刊、1977 年、 
「ナイロビ・タイムズ」紙を創刊。「ナイロビ・タイムズ」紙は 1983 年 
に、『ウィークリー・レビュー』誌は 1999 年に KANU に買収された。そ 
の後、テレビ関係に進出した。小説『プレトリアから来た男』（The Men 
from Pretoria,1975）などがある。 
24)   Ngũgĩ wa Thiong’o, Dectator’s Last Laugh, The New York Times, 2013  
年 3 月 14 日号。2013 年 3 月のケニア大統領選の結果に対するコメント 
が主な内容である。なお、リーズ大学留学のための奨学金獲得には相当 




と思ってきたので、とても悔しいです」。（Currey, James, Africa Writes  
Back, p. 116 参照）。 
25)   ウォーレ・ショインカ（Wole Soyinka）は、1954 年から 1957 年まで、 
学部学生として在籍した。 
26)   Sander, R. & Lindfors, B., ed., Ngũgĩ wa Thiong’o Speaks, Interviews  
with the Kenyan Writer, 2006, p. 17. はじめ、ナイジェリアのジャーナ 
リスト、脚本家アミヌ・アブドゥラーヒ（Aminu Abdullahi）により、 
1964 年 10 月に実施されたもの。 
27)   Sicherman, Carol, Ngugi wa Thiong’o : The Making of a Rebel, A 
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 Source Book in Kenyan Literature and Resistance, 1990, p. 6.この情 
報は、 Nazareth, P., ‘Is A Grain of Wheat a Socialist Novel ? ’ p. 243. 
（Killam, G.D., Critical Perspectives on Ngũgĩ wa Thiong’o, 1984, pp.  
243~264）から。 
28)   Sander, R. & Lindfors, B., ed., ibid., p. 16. 初出は、注 5 に同じ。V. S. ナ 
イポール（Vadiadhar Sirajprasad Naipaul, 1932~）は、トリニダード生 
まれのインド系作家。オックスフォード大学出身。2001 年度ノーベル文 
学賞受賞。トリニダードのインド人社会を描く作品が多い。代表作に『ミ 
ゲル・ストリート』（Miguel Street, 1959）、『インド－傷ついた文明』 
（India : A Wounded Civilization, 1977）など。 
29)   Ibid., p. 28. 初出は、Marcuson, Alan, et al., James Ngugi : Interviewed  
 by Fellow Students at Leeds University, Alan Marcuson, Mike 
Gonzales & Dave Williams, Cultural Events in Africa, 31（1967）ⅰ~ 
ⅴsupp. 
30)   Sander, R. & Lindfors, B. ed., ibid., p. 29. 初出は、注 8 に同じ。 
31)   Ibid., p. 29. 初出は、注 8 に同じ。 
32)   Amooti wa Irumba, Katebaliirwe, Interview given by Ngũgĩ wa  
Thiong’o, mimeo, pp. 21~22. 1979 年 1 月 6 日、および同 11 日に、リム 
ルのグギの自宅で実施されたもの。著者の博士論文の添付資料の一部で 
ある。アフリカ文学研究会編『民族・歴史・文学－アフリカの作家グギ・ 
ワ・ジオンゴとの対話』三一書房、pp. 6~91 に邦訳。ここの引用は、p. 36. 
33)   Arnold Kettle（1916~1986）。ケンブリッジ大学卒。名著の評判の高い『イ 
 ギリス小説入門』（An Introduction to the English Novel, 1967）他多数 
がある。マルクス主義文芸批評家、活動家として著名だった。1948 年以 
降、リーズ大学で教え、ダルエスサラーム大学で教えたこともある。 
34)   Sander, R. & Lindfors, B. ed., ibid., p. 29. 初出も上に同じ。 
35)   Ibid., pp. 29~30. 初出も上に同じ。 
36)   Malcolm X（1925~1965）。アメリカの黒人公民権運動活動家。キング牧 
師らの非暴力路線とは対照的な政策を取った。ネブラスカ州出身で、父 
親はキリスト教牧師だったが、本人は 1948 年にイスラム教へ改宗、1952 
年以後「マルコム X」を名乗った。後に、メッカへ巡礼し、帰国後アフ 
リカ系・アメリカ人統一機構 （Organization of African-American Unity） 
 を結成した。1965 年 2 月に暗殺。アレックス・ヘイリーが、 生前のイ 
ンタビューに基づいて書いた『マルコム X 自伝』（Alex Haley, The  
Autobiography of Malcom X, 1965）がある。 
37)   Stokely Carmichael（1941~1998）。アメリカの黒人差別撤廃闘争のリー 
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ダー。トリニダード生まれ。11 歳でアメリカに移住。1966 年、学生非暴 
力調整委員会の第三代議長。1966年6月、ブラック・パワ （ーBlack Power） 
を提唱。 





39)   Martin Luther King, Jr.（1929~1968）。アメリカの黒人公民権運動のリ 
ーダー。1964 年、ノーベル平和賞受賞。1968 年、暗殺された。1963 年 
8 月のワシントン大行進の際の「私には夢がある」（I Have a Dream）の 
演説は 20 世紀最高のスピーチと評価が高い。 
40)   Amooti wa Irumba,Katebaliirwe, ibid., p. 24. アフリカ文学研究会編、 
ibid., p. 40. Woolf, C. & Bagguley, J., ed., Authors Take Sides on 
  Vietnam, 1967. P. 41. 
41)   これらについては、本書第 5 部の「初期ジャーナリズム」で考察してい 
る。 




ド・アリ（元の名キャシアス・クレイ）が先導している」（同書 p. 46）。 
同書には、James Baldwin, Edmund Blunden, Graham Green, Doris  
Lessing, Arthur Miller, Naomi Mitchison, Iris Murdoch, Joseph 
 Needham, Harold Pinter, Philip Roth, Bertrand Russell, Arthur M.  
Schlesinger, Irwin Shaw, Edgar Snow, Susan Sontag, John Updike, 
 Colin Wilson など、合計 258 人の作家・知識人が寄稿している。 
43)   Amooti wa Irumba, Katebaliirwe ibid., p. 22. アフリカ文学研究会編、 
 ibid., p. 36. 
44)   Ibid., p. 22. アフリカ文学研究会編、ibid., p. 36. 
45)   鈴木道彦・浦野衣子訳『地に呪われたる者』（フランツ・ファノン著作集 
3、みすず書房）、1969, p. 85. 原書は、Fanon, F., Les Damnés de la Terre,  
1965. 
46)   Amooti wa Irumba, Katebaliirwe, ibid., p. 22. アフリカ文学研究会編、 
ibid., p. 37. 
47)   Ngũgĩ wa Thiong’o, Decolonising the Mind－The Politics of Language  
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in African Literature, 1986, p. 63. 増補新版『精神の非植民地化－アフ 
リカ文学における言語の政治学』第三書館、2010、p. 172. 
48)   Amooti wa Irumba, Katebaliirwe, ibid., pp. 22~23. アフリカ文学研究 
会編、ibid., p. 37. 
49)   Ibid., p. 23. アフリカ文学研究会編、ibid., p. 38. 
50)   Ibid., p. 23. アフリカ文学研究会編、ibid., p. 38. 
51)   Tressell, Robert, The Ragged-Trousered Philanthropists, 1914. 本稿で 
利用しているアモーティ・ワ・イルンバの mimeo（博士論文資料）では 
削除されているが、アモーティから C. シッシャーマンへの私信によれば、 
インタビュー時にはこの本も言及されたとのことである。Sicherman, C.,  
ibid., p. 25 を参照のこと。 
52)   Amooti wa Irumba, Katebaliirwe, ibid., p. 23. アフリカ文学研究会編、 
ibid., p. 38. 
53)   Ngũgĩ wa Thiong’o, ‘A Kind of Homecoming’, in Homecoming, pp.  
 81~95. ここの引用は、p. 81. はじめ、1968 年 9 月にマケレレ大学で講 
演したもの。 
54)   グギ・ワ・ジオンゴからの私的情報。 
55)   Edward Kamau Brathwaite（1930~）。バルバドス生まれ。カリブ海作 
家の重鎮の一人。ニューヨーク大学比較文学教授などを歴任。CAM 
（Caribbean Artists Movement）の創設メンバー。代表作に『ジャマイ 
カの詩』（Jamaica Poetry, 1979）、『第三世界の詩』（Third World Poems,  
1983）、『中間航路』（Middle Passage, 1992）など。なお、カマウ（Kamau） 
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1971 年創刊。マケレレ大学文学科の文芸誌。年 2 回刊。短篇・詩・戯曲・書 
評などを載せている。East African Literature Bureau 刊。Dhana とは、ス 
ワヒリ語で「思想・アイデア」の意。 
 
East Africa Journal  
東アフリカ社会文化事情研究所（The East African Institute of Social and 
Cultural Affairs）の機関誌。社会文化を対象とした月刊誌であるが、文学特
集号を出すことがある。1966 年 9 月に、Ezekiel Mphahlele の編集により、
New East African Writing についての特別号を出した。Grace Ogot, Leonard 
Kibera, David Rubadiri, John Nagenda など 19 名が寄稿している。1967 年
9 月には、Leonard Okola の編集で、Special Issue on East African Creative 





East Africa Journal の文芸特集号の名称。たとえば、第 9 巻第 7 号（1972 年
7 月）、第 9 巻第 12 号（1972 年 12 月）は文芸特集。前者にグギの短篇「瞬
時の栄光」（Minutes of Glory）、後者に David G. Maillu の短篇「イチジクの
木の下で」（Under the Fig Tree）、グギの短篇「十字架の前の結婚式」（Wedding 





Index on Censorship 
ロンドンから出ている隔月刊の雑誌。世界レベルでの言論の自由確保のための
キャンペーン、情報収集を実施している NGO の事業。 
 
Isala 
Isala とは、Ife Studies in African Literature and the Art の略。Kosalabaro  
Press 刊。1982 年創刊の思想・文化雑誌。年 2 回刊。アフリカ黒人文化とデ 
ィアスポーラの文学・思想を扱う。創刊号は、Otin Ogunba が編集。Femi  





Journal of African Marxists 
 ロンドンで発行。第 4 号 (1983.9) に、Ngugi wa Thiong’o : Mau Mau is  
Coming Back : The Revolutionary Significans of 20 October 1952 in Kenya  
Today が掲載されている。第 9 号（1986.6）に、ケニア、ガーナでの無裁判 
拘禁者のリストが掲載されている。1986 年 8 月 11 日~13 日まで、第 1 回コ 
ロキアム「アフリカの危機と変容」を主催した。 
 
Kenya News  
ロンドンをベースに活動したケニア政治犯釈放運動委員会（Committee for 




























New Left Review 
 ロンドンで出ている。政治・経済・文化を中心としたもので隔月刊。1960 年 
創刊。第 150 号（1985 年 3 / 4 月）に Ngugi wa Thiong’o : The Language of  
African Literature が掲載されている。 
 
Okike 
ナイジェリアのンスカ（Nsukka）で刊行された文芸誌。副題は、An African  
Journal of New Writing。チヌア・アチェベが創刊時の編集者。1995 年 10 
月に第 31 号を出している。詩・短篇・インタビュー・ 書評などを掲載。 
 
Penpoint 




1940 年、W. E. B. DuBois によって創刊され、 1956 年まで続いた。現在の
Phylon, A Review of Race and Culture は The Atlanta University から 1960
年創刊。季刊誌。たとえば、1981 年 9 月（第 42 巻第 3 号）には、Spiritual 












ソがポスターを描いた。1980 年にアリウヌ・ジョオプが死去したが、1997 年 
に、創設 50 周年がユネスコで祝われた。なお、以下も重要である。Présence  
Africaine, Cultural Journal of the Negro World No. 24-25, February-May,  
1959. Special Issue, Second Congress of Negro Writers and Artists（Rome :  
26 March – 1st April 1959）。 
 
Race & Class 
主に、人種主義や帝国主義をテーマとした季刊誌。ロンドンの人種関係研究所 
（Institute of Race Relation）が 1959 年に Race の標題で創刊。1974 年以後現 




Research in African Literatures 
発行元は、The African Literature Association & The African Literatures  
Division of The Modern Language Association : Indiana University Press  





総合誌。学際的アプローチに特徴がある。年 2 回（6 月と 12 月）刊。たとえ 




南アフリカ作家会議（The Congress of South African Writers）の機関誌。 
1978 年創刊。Staffrider とは、超満員の「差別」列車の屋根や車両に外側か 
らしがみついて乗っている人々を指すタウンシップのスラング。ジャブロ・ン 
デベレ、ナディン・ゴーディマ、モンガーン・セローテなどが編集に関与した 
時期がある。Oliphants, Andries W. & Vladislavić, Ivan, ed., 1988, Ten Years  
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of Staffrider 1978-1988, Ravan Press がある。 
 
The Literary Griot 
副題は、International Journal of Black Expressive Culture Studies. ニュー 
ジャージー州ウィリアム・パターソン大学に拠点を置く Black Expressive  
Cultural Studies Association の機関誌。年 2 回刊。アフリカ・ 南北アメリカ・ 
カリブの黒人表象文化を扱っている。1998 年の第 10 巻 2 号は、チヌア・ア 
チェベの小説『部族崩壊』（Things Fall Apart）を特集している。Traore,  




A Journal of the Arts, Cultutre & Society. インド人ネオギ（Neogy, Rajat）
編集の高級文芸誌。1961 年から 65 年にかけて、第 1 巻 1 号から第 4 巻 19 号
までを刊行。1971 年終刊。1970 年に Kraus Reprint から復刻版が出た。 
 
Tricontinental 
 1966 年、キューバのハバナで創設された「アジア・アフリカ・ラテンアメリ 
カ人民連帯機構」（The Organization of Solidarity with the People of Asia,  
Africa and Latin America（OSPAAAL）の機関誌。グローバリゼーション、 
帝国主義、ネオリベラリズムに反対し、人権の尊重を訴えた。第三世界に社会 
主義、共産主義を普及させることを目標にした。ソビエト連邦の終息により休 




学のアフリカ人活動グループ（African Activist Association）により創刊され、 
Journal of the African Activist Association の副題があった。当時の発行元は、 
African Studies Center, University of California, Los Angeles。現在の副題 
は A Journal of African Studies. Ufahamu とは、スワヒリ語で「理解・認識・ 




1923 年創立のウガンダ文芸科学協会（Uganda Literary and Scientific 










る。年 2 回発行。East African Literature Bureau 刊。  
 
Wasafiri 
ロンドンで出ている季刊文芸誌。1979 年創設の ATCAL （Association for the 
Teaching of Caribbean, African, Asian and Associated Literatures）の活動 





Zuka, A Journal of East African Creative Writing 
1967 年 9 月、Oxford University Press（Nairobi）より創刊。James Ngugi が、




Gikandi, Simon, ed., 2003, The Routledge Encyclopedia of African 
Literature, Routledge. 
Herdeck, Donald E.,ed., 1973, African Authors, A Companion to Black  
African Writing, Volume 1 : 1300-1973, Black Orpheus Press. 
Herdeck,DonaldE.,ed.,1979,Caribbean Writers,A Bio-Bibliographical-Critical  
Encyclopedia, Three Continents Press. 
Killam, Douglas & Rowe, Ruth, ed., 2000, The Companion to African 
               Literatures, James Currey, Indiana University Press. 
Malan, Robin, compiled, 2009, A-Z of African Writers, A Guide to Modern  
African Writing in English, Shuter. 
Zell, Hans & Silver, Helene, 1972, A Reader’s Guide to African Literature,  
Heinemann Educational Books. 
Zell, Hans M., Bundy, C., & Coulon, V., 1983, A New Reader’s Guide to  
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African Literature, Second, completely revised and 
expanded edition, Africana Publishing Company. 
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『クリティーク 3』, 1986 「特集・アフリカの文化と革命－カブラル」青弓社。 
ケニヤッタ, ジョモ ; 野間寛二郎訳, 1962『ケニヤ山のふもと』（新しい人間双
書）理論社。 
ゴーディマ, N. ; 土屋哲訳, 1975『現代アフリカの文学』岩波書店。 
サルトル, J-P. ; 海老坂武他訳, 2000『植民地の問題』人文書院。 
スピヴァック ; 清水和子・崎谷若菜訳, 1992『ポスト植民地主義の思想』彩流
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ビコ, スティーヴ ; 峯陽一・前田礼・神野明訳, 1988『俺は書きたいことを書く
－黒人意識運動の思想』現代企画室。 
ピーターサ, コズモ ＆ マンロ,ドナルド編 ; 小林信次郎訳, 1975 『アフリカ文
学の世界－アフリカ文学における抗議と闘争』（橋本福夫
序論）南雲堂。 
ヒューズ, ラングストン ; 木島始編訳, 1977『黒人芸術家の立場－ラングスト
ン・ヒューズ評論集』創樹社。 
ファノン, フランツ ; 海老坂武・加藤晴久・鈴木道彦・浦野衣子訳, 1968『フラ
ンツ・ファノン集, 黒い皮膚・白い仮面 / 地に呪われたる
者』（現代史戦後篇 16）みすず書房。 
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（新訳）（フランツ・ファノン著作集 2）みすず書房。 
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ブリンク, アンドレ ; 奥野保男・芝實訳, 1987『見えない南アフリカを見る』晶
文社。 
ブリンク, アンドレ, 大熊栄訳, 1990『白く乾いた季節』集英社。 
プレスリー、コーラ・アン；富永智津子訳, 1999『アフリカの女性史－ケニア独
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晶文社。 
堀田善衛編, 1968『民族の独立』（現代人の思想 17）平凡社。 
ボールドウィン, J. & ミード, M.；大庭みな子訳, 1973『怒りと良心－人種問題
を語る』平凡社。 








松田素二, 2003『呪医の末裔－東アフリカ・オデニョ一族の 20 世紀』講談社。 











吉田昌夫, 2000『アフリカ現代史Ⅱ東アフリカ』（世界現代史 14, 第 3 版）山川
出版社。 
リキマニ, ムトニ ; 丹埜靖子訳, 1993『ケニアの女の物語』明石書店。 
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歴史学研究会編, 1994『世界史年表』岩波書店。 







1 月 5 日：植民地下ケニアの中央州キアンブ県、リムルのカミリズ村の農民一
家に生まれる。当時は、「白人専用高地」に指定された地域。父はジオンゴ・
ワ・ドゥーシュ（ムランガ出身。60 年代に死去）、母はワンジク・ワ・グギ（リ
ムル出身。90 年代に死去）。母は父ジオンゴの 4 人の妻の 3 番目。母ワンジク






















  1952 
10 月 20 日：ケニア中央州全土に非常事態宣言。ケニヤッタ逮捕。 
 
1953 



















































3 月：『ペンポイント』第 10 号に、短篇「風」を発表。4 月：「ケニア・ウィ 
ークリー・ニュース」に短篇「村の牧師」発表。6 月：「ケニア・ウィークリ 
ー・ニュース」に短篇「日照りとともに去りぬ」発表。10 月：『ペンポイント』 
第 11 号に短篇「帰還」を、「ケニア・ウィークリー・ニュース」に短篇「そし 
て、雨が降ってきた」を発表。年末にかけて、小説『黒人の救世主』を執筆。 
12 月末締め切りの東アフリカ文学局主催の小説コンクール（英語部門）に投 
稿、最優秀賞を受ける（賞金 50 ポンド）。これを改訂出版したものが、『川を 
隔てて』（1965）。 
学寮間対抗英語コンペティションで最初の戯曲「反抗者たち」を発表。ノース
コート学寮生をキャストに、ウガンダ放送局により 62 年 4 月 6 日に放送。『ペ
ンポイント』編集に参加。演劇部部員。 
ニャンブラ（元ティゴニ在住の一族。土地没収の後、祖父の代からリムルへ移




1961. 5~64. 8 
ケニアの新聞「サンデー・ポスト」「デイリー・ネーション」「サンデー・ネー 
ション」などに合計 78 編のコラム執筆。 
 
1962 
1 月~6 月：小説『泣くな、わが子よ』執筆。3 月：ケニア人学生弁論部会の会 
計係に選出。6 月 11 日~17 日：「英語で書くアフ 
リカ人作家会議」（マケレレ大学）に参加。アチェベ、ムパシェーレ、ラング 
ストン・ヒューズらに会う。アチェベに『泣くな、わが子よ』の原稿を照会。 
9 月：シェル石油奨学金を取得（63 年にも取得）。10 月：『ペンポイント』第 
















































第 1 回アフリカ・スカンジナビア作家会議（ストックホルム）参加。3 月：第 
3 回アジア・アフリカ作家会議（ベイルート）参加。4 月：『一粒の麦』刊行。 
7 月：ケニアへ帰国。10 月：ナイロビ大学英文科特別講師（同学科初のアフ 












の準備委員会委員長は、ロンドン大学の W. H. ホワイトリー教授）。4 月：『ズ 


















7 月：『東アフリカ・ジャーナル』第 9 巻 7 号に短篇「瞬時の栄光」発表。12 





4 月：上級講師に昇任。アフリカ人初の文学科長代行となる。6 月：『ジョー』 
に、短篇「メルセデスの葬儀」第 1 部を発表。7 月：同誌に、短篇「メルセデ 




























1977 年度の第 2 回世界黒人芸術文化祭（ラゴス）へのケニアからの公式参加 
作品となる。4 月~6 月：『したい時に結婚するわ』の仮台本完成。6 月~10 月： 
カミリズ村で『したい時に結婚するわ』のリハーサル（演出は、ナイロビ大学 
文学科のキマニ・ゲシャウ）。7 月：『血の花弁』刊行。副大統領ムワイ・キバ 
キの参加のもと、ナイロビで出版記念パーティ開催。9 月 21 日：名前を、グ 
ギ・ワ・ジオンゴに（改名の公式届出）。10 月 2 日：「したい時に結婚するわ」 
初演。野外劇場は 2,000 席。11 月 16 日：キアンブ地区長官が、同劇の上演許 
可を撤回。12 月 29 日：副大統領ダニエル・アラップ・モイがグギの政治拘禁 
令に署名。12 月 30 日~31 日：家宅捜索。書籍他を押収される。カミティ最高 








った。世界中で抗議の声。7 月：日本ペンクラブが客員会員に決める。8 月 22 
日：ケニヤッタ大統領死去。11 月 25 日：「グギを守る委員会」がロンドンの 
アフリカセンターでワークショップ開催。全政治犯の釈放をアピール。12 月 










1 月~5 月：本人及び家族に対する暴力的ハラスメントが継続。3 月：グギ・ 
ワ・ミリエと深夜営業許可時間を越えて飲酒していたとの「でっち上げ」容疑
で逮捕。4 月に罪状取消し。7 月 16 日：ナイロビ大学スタッフ約 400 名が署

















11 月：カミリズ村で「母よ、我がために歌え」のリハーサル開始。11 月 4 日
~18 日：日本アジア･アフリカ作家会議主催「アジア･アフリカ・ラテンアメリ









2 月 19 日：政府が「母よ、我がために歌え」のケニア国立劇場での上演申請 
を却下。2 月 25 日：ナイロビ大学での公開リハーサルに禁止処分。3 月 11 日：
カミリズ教育文化コミュニティセンターの登録抹消、同地域での演劇活動禁止。
「母よ、我がために歌え」上演のため、ジンバブエからのカミリズ劇団の招聘

















5 月 15 日~7 月 15 日：バイロイト大学客員教授。7 月~8 月：オークランド大 


















「12 月 12 日運動」（のちの「ムワケニア」）のリーダーがグギであると告白 
して釈放される。翌月、ガカアラは謎の交通事故。10 月：ギクユ語小説『マ 




















ジア・アフリカ文学者会議」（京都精華大学、大阪 YWCA 他）に参加。海外 
からの他の参加者は、チナ・ムショーペ、デニス・ブルータス、ウィリー・ 
コシツィーレ、ジェリ・ドゥング、サイド・アフメド・モハメドら。他に、金 



































1 月：エリトリアで「21 世紀のアフリカ諸言語とアフリカ文学」を司会。「ア 
スマラ（言語）宣言」を採択。10 月：アフリカ文学研究会主催「ジンバブエ・ 
コミュニティ劇団来日公演」（京都、東京、大阪）に際し、アメリカから来日。

























































































 7 月 1 日：IBEACO に代わり、イギリスが東アフリカ保護領を宣言。8 月：
ケニア西部のチェタンベでブクス人、他のルヒヤ系住民を討伐。420 人以上を
殺害。牛 1,900 頭を接収。山羊、羊は無数。11 月：ケニア西部でナンディ人




＊ギクユ人口は約 30 万。 
 
1896 
































を推進。10 月 23 日：小屋税制定。物納、労働提供、現金納（年間 2 ルピー）




 1 月 4 日：「東アフリカへのヨーロッパ人移民振興のため」の協会発足。以後
50 年間、同目的の組織が逐次結成された。共通点として、アジア人の入植に
反対。3 月 5 日：ウガンダ東部の境界変更、インド洋からビクトリア湖までの
高地がイギリス東アフリカ保護領に組み込まれる。9 月 27 日：王領地条例公
布、「原住民が非占有」とされる土地の売却、またはリース（21 年間から 99
年間に延長）が認められる。非ヨーロッパ人は 5 エーカーの土地の 1 年間リ
ースを認められる。9 月以降、リチャード・マイナーツァーゲン大佐によるギ
クユ人地域への継続的な討伐遠征。12 月：アフリカ人による最初のストライ



















 2 月：マイナーツァーゲンによる北部ギクユ人討伐、約 1,500 人を殺害。エン
ブ地域討伐激化。その他、9~10 月、グシイ人討伐。約 100 人を無差別殺害、






 4 月 1 日：東アフリカ保護領の管轄権が、外務省から植民地省へ移る。7 月：
ドイツ領東アフリカ（タンガニーカ）でマジマジ反乱（1907 年 8 月まで）。




ーロッパ人のうち 700 人が南アからの入植民。 
 
1906 


























 3 月：人頭税（16 歳以上の男子に 3 ルピー）導入。小屋税値上げ（小屋の数












月 16 日：原住民条例（1902 年の部落長条例に代わるもの）が政府任命の首
長の権限を強化、強制労働制度が始まる。 
 
＊当時のインド人人口は約 25,000．ヨーロッパ人は約 2,000。 
 
1913 














 5 月 18 日：1902 年の王領地条例改定。指定居住地内外のアフリカ人占有の土
地にも適用。これにより、全アフリカ人が王領地内の借地人（tenants at will 
of the Crown, Ahoi アホイ）となり、土地権利証書を剥奪された。 
 
＊入植民への土地のリース期間は、999 年に延長。向こう 10 年間に、ヨーロ
ッパ人は 7,500 平方マイル、アジア人は 22 平方マイルを支配、アフリカ人の
支配地は皆無。 
 




















名、アジア人代表（指名）2 名に再編成。ただし、アジア人は 1920 年の選挙
をボイコット。退役兵士入植計画実施。第一次大戦退役イギリス人兵士に、























ける。ニャンザ州に「ヤング・カビロンド協会」設立。3 月 14 日：ハリー・
ヅク逮捕。これに抗議して、ナイロビで、デモやゼネスト。3 月 15 日：ヅク
を拘留した獄舎（現ノーフォーク･ホテルの向かい。ナイロビ大学構内）を
7,000~8,000 名のデモ隊が取り巻く。警察の発砲により 21 名死亡（他に、27
名、56 名、150 名、200 名、あるいは千単位という説もある）。死者の中に、







































































 5 月 2 日：ケニヤッタの英国滞在（1946 年 9 月 24 日まで）。初め KCA 代表
として、東アフリカの情勢報告とロビー活動、ついで、ロンドン経済大学で






























働者条令の改訂により、借地人の労働供与義務は年間 180 日から 240 日、つ
いで 270 日に延長。 
 
1938 












1 月 7 日：ギヅングリ教員養成学校開校。コイナンゲ元首長の支援、その息子
ピーター・ムビユ・コイナンゲが校長。6 月：タイタ人 200 名以上がタイタ・
ヒルから強制退去。これの抗議運動が 7, 8 月に拡大。モンバサで港湾労働者
が賃上げ要求スト、150 名以上を逮捕。9 月 3 日：第二次大戦勃発。 
 
＊非常事態権力令制定、総督に対して、立法･裁判によらずに、何人をも拘禁、





 5 月 30 日：反英の秘密誓約を実行しているとしてキクユ中央協会（KCA、会
員約 7,000 名）、UMA などの禁止処分。秘密の「誓約」をたてたとして、指
導者 23 名を拘禁処分。多数のメンバーが地下活動に入る。6 月、イタリア軍
がエチオピアよりケニア北部へ侵攻、東アフリカでの第二次大戦始まる。9 月
1 日：ケアリー・フランシスがアライアンス高校第二代校長に就任。当時まで





 ＊キングズ･アフリカン・ライフル部隊（KAR）に約 75,000 人を徴集。多数





















口は、約 130 万。 
 
1945 





 9 月 24 日：ケニヤッタが 15 年ぶりに帰国。 
 
＊立法審議会に 2 人のアフリカ人代表。ナイロビ･アフリカ人タクシードライ
バー組合（政府承認の労働組合第 1 号）結成。ナイロビ人口 6,7000。 
 
1946~47 






 1 月 13 日~25 日：モンバサで 15,000 名規模のゼネスト。チェゲ・ワ・キバ
チアがリーダー。都市機能麻痺。400 人逮捕。6 月 1 日：ケニヤッタを KAU






 ＊立法審議会に 4 人のアフリカ人代表。キアンブ地区農民を最初に、ギクユ
人の集団誓約が始まる（マウマウ運動の予兆）。東アフリカ高等弁務府発足。
ナイロビ人口 258,085。ケニア都市人口の 48％を抱える。この頃、ギクユ総





 5 月 1 日：5 つの組合を結集して、東アフリカ労働組合連合（EATUC）結成、
委員長フレッド・クバイ、総書記マカン・シン。9 月：「有権者同盟」が「ケ
ニア計画」を発表。10 月：運輸関連労働組合の 2,000 人による 16 日間のス









 3 月 30 日：ナイロビへの勅許（Royal Charter）付与に対して、EATUC によ
る戦後最大の反政府デモ。ナイロビを「自治都市」（Municipality）から市（City）
へ昇格させるもの。アフリカ人が中心域から周辺部に撤退することになる。 
5 月 16 日~25 日：フレッド・クバイ、チェゲ・ワ・キバチア、マカン・シン
などの逮捕に起因してナイロビで 10 万人規模のゼネスト。釈放要求、EATUC
の承認要求、賃上げ、非暴力･非協力がスローガン。鎮圧のために催涙ガスが
はじめて使用される。6 月 3 日：マウマウ（Mau Mau）の用語が初めて印刷





よれば、マウマウ宣誓にかかわったギクユ人は約 25 万とされる。 
 
1951 





も 11 名から 14 名に、インド人は 5 人から 6 人へ。コイナンゲ、アチエン・




 1 月：マウマウ戦争評議会結成。2 月 6 日：エリザベス王女がケニア訪問中
に、イギリス女王に。4 月：政府が、ヅクや L. S. B. リーキーらの協力で「マ
ウマウ」の宣誓者の「浄化」「リハビリ」キャンペーン。7 月：入植民有力者
がケニヤッタの逮捕、非常事態宣言の必要を示唆。7 月 26 日：ニエリで開か
れた KAU 集会に 25,000 名参加。ケニヤッタ、カギア、オネコらが演説。ケ
ニヤッタが「我々をマウマウだと呼ぶのは正しくない。マウマウとは何のこと
か知らない」と演説。8 月 24 日：政府側に立つワルヒウ首長がキアンブの集
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会でマウマウを批判。9 月 29 日：新総督イブリン・ベアリングがケニア着。
10 月 7 日：ワルヒウの白昼暗殺。10 月 20 日：非常事態宣言。ケニヤッタの




うちナイロビに 4 分の 3。 
 
1953 
 3 月 26 日：ラリ村（リムルの北方 8 マイル）で、首長を含め 97 名虐殺。マ
ウマウがナイバシャ警察署を襲撃。4月8日：ケニヤッタ他5人が有罪となり、
7 年の強制労働刑決定。6 月：ジョージ・アースキン将軍到着。ホームガード
の駐屯所、要塞村などの建設始まる。6 月 8 日：マウマウに関与しているとし
て、KAU 非合法化。他のアフリカ人政治結社の禁止処分。6 月~9 月：キアン
ブで全戸約 8 万の要塞村化（非常事態村）進む。9 月：政府のマウマウ討伐隊




 1 月 15 日：ワルヒウ・イトテ（チャイナ将軍）負傷・拘禁。4 月 24 日：約１
ヶ月間の「かなとこ作戦」（Operation Anvil）開始。ナイロビのアフリカ人住
民尋問、27,000 名を逮捕。29 名の労働組合指導者を拘禁。1 ヶ月間に、25,000
名の警官と兵士が 10 万のアフリカ人を検挙し、うち半数を拘留キャンプへ送






 10 月 21 日：デダン・キマジの逮捕。10 月 24 日：ナイロビ大学の前身、東
アフリカ・ロイヤル・テクニカル・カレッジ開校（学生数 215 名）。 
 
1957 





うち 6 名が認証拒否）。 
 
1958 
 ＊立法審議会にアフリカ人議席 6を追加（全 14名）。ヨーロッパ人議席 14名、
インド人議席 8 名。 
 
1959 
 3 月 3 日：ホラ虐殺（11 名の拘留者の殺害。ホラは、海岸州タナ川流域の人




拘禁。当時の立法審議会は、アフリカ人代表 25 名、インド人代表 15 名、ア
















ッタ幽閉中のため、KANU は政権を取らなかった。6 月 25 日：ロイヤル・テ
クニカル・カレッジがロイヤル・カレッジ・ナイロビと改称、ロンドン大学
と提携。8 月 14 日：ケニヤッタ釈放。9 月：白人専用高地を全人種に開放、
アフリカ人入植計画を発表。10 月 28 日：ケニヤッタ、KAU 総裁に就任。 
 
1962 
 1 月：ケニヤッタを立法審議会に選出。2 月 14 日~4 月 6 日：ランカスター･
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がナイロビで「東アフリカ連邦」結成について協議。6 月 28 日：東アフリカ
大学（ナイロビ、ダルエスサラーム、マケレレを連携）発足。12 月 12 日：











 1965 年にかけて、ストライキを非合法化。労働組合の弱体化始まる。 
 
1965 





 3 月：リムルの KANU 大会で保守勢力多数。オディンガ副大統領罷免。4 月： 
ルオ人を中心に、オギンガ･オディンガ、ビルラド・カギアらでケニア人民同
盟（KPU）結成。主にケニヤッタの経済政策に反対。KANU 勢力が国会から








 2 月：タンザニアで「アルーシャ宣言」（ウジャマア社会主義）。7 月 26 日：『毛
沢東語録』禁書に。のちに、北京の外国語出版社の刊行物を禁書に指定。10




 3 月：不法集会罪で、KPU のカギアを投獄。ボストン大学での講演を予定し
ていたオディンガのパスポート没収。 
 
＊KPU メンバー20 名が KANU へ合流。ナイロビに浮浪者取締法制定。 
 
1969 
 1 月 27 日~2 月 12 日：ナイロビ大学閉鎖。政府がオディンガの学内での演説
を禁止。これを契機に学生の抗議デモ。学生 5 名の退学処分。グギ・ワ・ジ
オンゴが政府に抗議、ついで大学辞職。7 月 5 日：トム・ムボヤ（経済企画大
臣。ルオ人）、ナイロビで暗殺。暴動広がる。10 月：キスムで反ケニヤッタ騒
擾。オディンガ、アチエン・オネコ（KPU 広報書記）および 6 名の KPU 国
会議員の拘禁。政府転覆を計画しているとして、KPU 禁止処分。事実上 KANU







 1 月 3 日：ケニヤッタ 2 選（以後任期 5 年間）。7 月 1 日：東アフリカ大学解
体、ナイロビ大学、マケレレ大学、ダルエスサラーム大学の発足。ナイロビ
大学は、64 年末当時の学生数 275 名が約 3,000 名に増加。 
 
1971 
 1 月：ウガンダでクーデター、アミンが政権奪取、2 月に大統領に。3 月：オ








 7 月：ナイロビ大学学生授業ボイコット、市中暴動。56 名逮捕、49 名罰金な




 2 月 25 日：2,000 名の学生騒擾で警察が警棒と催涙ガスで鎮圧。以後、ナイ
ロビ大学全面閉鎖。7 月：スワヒリ語を公用語・国家語に指定、英語は公用語。
8 月：ケニヤッタ大学、ナイロビ大学閉鎖（75 年 1 月まで）。以後、両キャン





 3 月 2 日：J. M. カリウキ暗殺。5 月 28 日：ナイロビ大学閉鎖（6 月 8 日ま
で）。8 月：ケニア･タンザニア間の鉄道輸送停止。国境閉鎖へ発展。10 月 15
日：反体制国会議員マーティン・シクク、ジーン・マリー・セロニーを拘禁。 
 







4 月：KANU 党大会無期延期。6 月：東アフリカ共同体、事実上解体。12 月




 5 月 12 日：南アフリカの心臓外科医クリスチャン・バーナードがケニヤッタ
を診察。8 月 22 日：ケニヤッタ死去。10 月 10 日：副大統領ダニエル・アラ
ップ・モイが大統領就任。10 月 18 日：ナイロビの「ガバメント・ロード」






 ＊この頃、ナイロビ人口 82,7775。 
 
1980 




リカ人に 500 シリングの保釈金で無罪放免。 
 
＊ガリッサでソマリ系住民 300~400 人を殺害（政府命令によると言われる）。 
 
1981 
 ＊ナイロビ大学に「マルクス主義教員」がいるなどとして 3 月（J. M. カリウ
キ記念シンポを計画）、5 月（大学閉鎖、ストライキ禁止措置に反対する集会
を計画）に閉鎖。5 月：「デイリー・ネーション」主筆ら 6 人を逮捕。6 月：
ナイロビで OAU 首脳会議開催。 
 
1982 
 5 月：ケニヤッタ大学閉鎖。5 月 26 日：社会主義政党を準備しているとして、




等「治安攪乱」文書所持の疑いなどで、大学人の拘禁続く。6 月 9 日：法律上、





編集長ジョージ・ギジイを解任、パスポート没収。8 月 1 日：空軍（約 2,500
名）によるモイ政権打倒のクーデター未遂（死者 1,500~2,000 名。但し、政






 8 月：大統領選挙、モイが無投票で再選。9 月：総選挙。 
 










獄、殺傷害に続き、大学閉鎖 10 週間。7 月：ナイロビで世界女性会議。10 月：
エルドレトにモイ大学開校（学生 5,000 人を収容）。 
 
1986 






論議を禁止。7 月 30 日：「デダン・キマジの裁判」ロンドン公演（84 年）の
プロダクション・マネジャー、ワニリ・キホロ（弁護士）を罪状説明なく拘






























 12 月：複数政党制下での大統領選挙と国会議員選挙。モイ大統領四選。  
 
1997 
 12 月：大統領･国会議員選挙。モイ大統領五選。 
 
1999 
 7 月：モイ大統領，スーダン国境の閉鎖を発表。11 月：ケニア、ウガンダ、







































G. S. P. Freeman-Grenville, Chronology of African History, Oxford University Press, 
1973 などを利用したが、Carol Sichermann, Ngugi wa Thiong’o : The Making of a 







アイドゥ、アマ・アタ（Aidoo, Ama Ata） 





of a Ghost, 出版は 1965 年）などが好評を博した。外国留学から戻ったガーナ
人青年と、アフリカ系アメリカ人の妻とが、故郷の村で経験する文化的蹉跌を
主題としたもの。第 2 作『アノワ』(Anowa, 1970) は、ガーナの伝承民話を劇
化したもの。結婚相手を自分の意志で決めた娘と両親との対立を軸に、西洋流
の個人主義とアフリカの伝統的価値観との相克が悲劇に結果する過程を描いて
いる。短篇集『ここに、優しさはない』(No Sweetness Here, 1970) は、田舎の
伝統文化と、都会に見られる新しい文化の衝突を主題としている。ローリング
ス政権下の 1982 年、教育大臣に就任。のちジンバブエへ移り、2014 年現在、
在合衆国。ほかに、最初の小説『アワー・シスター・キルジョイ』(Our Sister 




[生] 1935. 3.13 ウェタ 







発見、その他』(Rediscovery and Other Poems, 1964) や、第 2 詩集『夜のよう




(This Earth, My Brother, 1971) がある。ガーナの詩人たちの作品集『メッセー
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ジ：ガーナ詩集』(Message : Poems from Ghana, 1971）を編集。ケープコース
ト大学で教えるためニューヨークから帰国直後、政治亡命者を支援したとの罪
状で逮捕 (1975 年) されたことがある。ほかに、評論集『大地の胸－アフリカ
文学・文化・歴史の批判的概説』(The Breast of the Earth, 1975)、獄中体験を
含む詩と散文の雑集『海辺の家』(The House by the Sea, 1978) など。 
 
アチェベ、チヌア（Achebe, Chinua） 
[生] 1930.11.16 オギディ 





崩壊』(Things Fall Apart, 1958)、『もはや安楽なし』(No Longer at Ease, 1960)、






に銘記せよ、魂魄と化した同胞よ、その他』(Beware, Soul Brother and Other 
Poems, 1971)、短篇集『戦場の女たち』(Girls at War and Other Stories, 1972) 




Savannah, 1987)。『未だ創造の日の朝』 (Morning Yet on Creation Day, 1975)、
『希望と障害』(Hopes and Impediments, 1988）などの評論集のほか、児童文
学も書いている。20 世紀アフリカ文学の代表的な作家の一人である。 
 
アディチエ、チママンダ・ンゴジ（Adichie, Chimamanda Ngozi） 








ビスカス』(Purple Hibiscus, 2003) で 2005 年度コモンウェルス賞（アフリカ













あばいた『美しきもの未だ生れず』(The Beautyful Ones Are Not Yet Born, 
1968)。ほかに、自伝的要素を込めて独立後社会の混迷を描く『断片』(Fragments, 
1970)、『なぜ我らは、かくも祝福されるのか』(Why Are We So Blest ?, 1972)、
アフリカの過去の再構築を試みた『二千の季節』(Two Thousand Seasons, 1973)、
19 世紀後半に起きた第二次アシャンティ戦争 (1873~4) 期を背景に、世直し人
たちの暗躍を描き、滅亡したアシャンティ王国の悲史を内側から問う歴史小説
『治療師たち』(The Healers, 1978) などがある。 







の日没』(Sunset in Biafra, 1973)、『カラバルの女』(The Woman of Calabar, 
2002) など。 
 
アルコ、T. M. （Aluko, Timothy Mofolorunso） 








描く第一作『男一人に妻一人』(One Man, One Wife, 1959) で注目された。第
二作『男一人に斧一丁』(One Man, One Matchet, 1964) では、風刺を込めて植
民地支配を批判している。ほかに、『同族の者と工夫長』(Kinsman and Foreman, 
1966)、『部族長大臣閣下』 (Chief of the Honourable Minister, 1970)、『恐れ
多き皇帝陛下』(His Worshipful Majesty, 1973)、『被告席の悪者たち』(Wrong 
Ones in the Dock, 1982) などで、社会風刺、戯画化に冴えを見せている。ナイ
ジェリアでは、英語で書く初期の代表的作家の一人で、1994 年に自伝『私の奉
公時代』(My Years of Service) を出した。 
 
イロー、エディー （Iroh, Eddie） 
[生]1946. 
ナイジェリアの作家。英語で書く。ジャーナリスト、雑誌編集者。連邦軍の
兵士であったが、1967 年から 1970 までのビアフラ戦争時には、ビアフラ戦争
情報局およびロイター通信に勤めた。最初の小説『将軍のための 48 丁の鉄砲』
(Forty-Eight Guns for the General, 1976) は、戦争時の傭兵の微妙な役割と活
動を描くもの。第二作『戦争のヒキガエルたち』(Toads of War, 1979) は、戦争
景気で人口が 5 倍に増えたビアフラ側最後の前哨地を舞台に、戦争成金と、こ
れと対照的な戦争犠牲者たちの角逐がニヒルなタッチで描かれている。他に、
戦争後の余波を掘り下げた『夜のサイレン』(The Siren in the Night, 1982) な
ど。 
 





は、50 年代から 60 年代のダルエスサラームのインド人社会を描く『ウフル・
ストリート』(Uhuru Street, 1991）。『ヴィクラム・ラルの中間世界』(The 
In-Between World of Vikram Lall, 2003) ではケニアのインド人社会が描かれ
ている。現在はカナダに住む。 
 





Devoir de violence, 1968) でルノード賞受賞。伝統アフリカの王･首長たちの圧
政と欲望、暴力とエロチシズムを痛烈に暴き、植民地化以前アフリカの混沌を
描いて、伝統アフリカの美化を否定、ネグリチュード運動に死を宣告したとさ















of City, 1945)、『鉱夫』(Mine Boy, 1946)、カラード青年とアフリカーナー女
性の恋愛の悲劇をテーマにした『雷の道』(The Path of Thunder, 1948)、南ア
の歴史と政治に取材した『野蛮な征服』(Wild Conquest, 1950)、ガーナを舞台
にンクルマ時代の政治への関心を示した『ウドモに捧げる花輪』(A Wreath for 
Udomo, 1956)、アフリカ、カリブ、北アメリカでの 150 年に及ぶ黒人の歴史を
















英語小説では、早い時期に属する『都会の人々』(People of the City, 1954) で、
政治意識に目覚めた若者群像を描いた。ゾラの娼婦物語のナイジェリア版とも
いうべき『ジャグア・ナナ』(Jagua Nana, 1961) は、高級外車ジャガーを乗り
回すラゴスの高級娼婦の物語である。牧畜民フラニの生活を人類学的な精密さ
で描く『燃える草原』(Burning Grass, 1962)、50 年代の政治的覚醒をテーマと
した『美しい羽根』(Beautiful Feathers, 1963) など。ほかに、短篇集『ロコタ
ウンほか』(Lokotown and Other Stories, 1966)、ビアフラ戦争 (1967~70) に
取材した小説『平和を生き抜く』(Survive the Peace, 1976)、『ジャグア・ナナ
の娘』(Jagua Nana’s Daughter, 1986) のほか、児童文学も多い。 
 
エメチェタ、ブチ（Emecheta, Buchi） 





ドンでのどん底生活を克明に描いた第一作『排水溝の中で』(In the Ditch, 1972)、
『第二級市民』(Second-Class Citizen, 1974) はともに自伝的作品で、生活の苦
難を描いている。代表作は『母であることの喜び』(The Joys of Motherhood, 















説『声』(The Voice, 1964) で知られる。詩集『漁夫の祈り』(The Fisherman’s 
Invocation, 1978) ほか、イジョの民話や伝統詩の英訳がある。 
 
オキボ、クリストファー（Okigbo, Christopher） 
[生] 1932.8.16. オジョト 











没後出版された詩集『雷の道のある迷路』(Labyrinths with Path of Thunder, 
1971) のほか、『天国の門』(Heavensgate, 1962)、『限界と距離』(Limits and 
Distances, 1964)、『沈黙と雷の道』(Silence and Path of Thunder, 1965) など
がある。  
 
オクリ、ベン （Okri, Ben） 
[生]1959.3.15 ミンナ 
ナイジェリアの作家。英語で書く。ロンドンで育つ。1968 年、家族を連れて




転換期の社会を描く『飢えの道』(The Famished Road, 1991) で、1991 年度の
ブッカー賞などいくつかの国際賞受賞。処女短篇集『聖地の出来事』(Incidents 
at the Shrine, 1986) でコモンウェルス作家賞（アフリカ部門）受賞。最近の『ス
ターブック』(Starbook, 2007) まで多作。 
 
オコト・ビテック（Okot p’Bitek）  
[生] 1931. 6.7. グル 













かれたこともある。 1979 年帰国。80 年、マケレレ大学教授。代表作『ラウィ










く生かされている点でも高く評価される。ほかに詩集『囚人の歌』(Song of a 
Prisoner, 1971)、『わが愛の角笛』(Horn of My Love, 1973) があり、短篇小説、









Land, 1966)、短篇集『もう一人の女』(The Other Woman ; Selected Short 










『市場の歌』(Songs of Marketplace, 1983)、『村の声』(Village Voices, 1984)、
同じくコモンウェルス賞受賞の『地球の眼』(The Eye of the Earth, 1986)、『月











大学演劇学科長となる。戯曲『おしゃべりと歌』(The Chattering and the Song, 
1975)、『誕生日は死ぬためのものにあらず』(Birthdays Are Not For Dying, 
1990)、ヨルバ民話に取材した道徳劇『エシュと放浪詩人たち』(Esu and the 

















ーによる社会の腐敗を訴える『呪詛』(The Curse, 1976) などの戯曲の他に、評
論『アフリカ文学の発見』(Discovering African Literature, 1982)、現代アフリ
カの危機をえぐる評論書『南への移動の季節』(Season of Migration to the 
South : Africa’s Crises Reconsidered, 1994) などがある。 
 
オヨノ、フェルディナン（Oyono, Ferdinand） 
[生] 1929.9.14. グレマコン 
[没] 2010.6.10. ヤウンデ 
カメルーンの作家・政治家。フランス語で執筆。若い頃からキリスト教関係
の仕事に従事したが、のちフランスに留学、法学や行政学を学んだ。『ハウス
ボーイ』(Une Vie de boy, 1956) は、植民地支配と文明化の使命の内実を暴露し
た日記形式の作品。「黒いフランス人」としてのアイデンティティに疑問をも
って死ぬ総督府お抱えの召使いを主人公に、フランスによる同化政策の偽善を
















と共に出した短篇集『ポテント・アッシュ』(Potent Ash, 1968) で、マウマウ




グギ・ワ・ジオンゴ （Ngũgĩ wa Thiong’o） 
[生] 1938.1.5. リムル 
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ケニアの作家。1960 年代には James Ngugi の名で作品を発表。ウガンダの
マケレレ大学卒業後、イギリスのリーズ大学へ留学。ケニアのナイロビ大学や、
アメリカのノースウェスタン大学で文学の講座を担当した。学生時代からマケ
レレ大学の代表的文芸誌『ペンポイント』(Penpoint ) や『ズカ』(Zuka) の編
集にたずさわった。東アフリカでの英語小説の第 1 号である『泣くな、わが子








(The River Between, 1965) などの小説や、短篇集がある。1977 年に発表した








の生存者』(Matigari ma Njirũũngi,1986)、大作『カラスの魔法医』(Mũrogi wa 
Kagogo, 2004~2006) を発表。評論集も多数発表しており、現代アフリカのイデ
オローグとして代表的な位置に立つ。その一つ『精神の非植民地化―アフリカ文
学における言語の政治学』(Decolonising the Mind －The Politics of Language 














苦難を訴えている。短篇集『さあ、すわってお聞きなさい』(Sit Down and Listen, 
1990) では、自ら語り手となって、口承の語りの方法を活用している。 
 
クッツェー、J. Ｍ.（Coetzee, John Maxwell） 
[生] 1940.2.9. ケープタウン 
南アフリカ共和国の小説家・文芸評論家。アフリカーナ（オランダ系白人）。
英語で執筆。ケープタウン大学で学んだ後、アメリカ合衆国で教育を受け、テ






的に分析している。『夷狄を待ちながら』(Waiting for the Barbarians, 1980) と
ブッカー賞受賞作『マイケル K の生涯と時代』(Life ＆ Times of Michael K, 
1983) は、アパルトヘイトを推進する白人にとって「文明とは何か」を改めて
問い直させる作品である。ほかに評論集『白人は書く』(White Writing, 1988) な




[生] 1930.5.12. ダーバン 









詩を英訳した『ズールー詩集』(Zulu Poems, 1970) や、ズールー民族の伝統詩
の英訳がある。レソトの初期の作家トマス・モフォロを紹介した『トマス・モ




首長を讃える長編叙事詩『偉大なる帝王シャカ』(Emperor Shaka the Great, 
1979) など。来日の回数も多い。  
 
クラウザー、サミュエル（Crowther, Samuel） 
[生] 1809. ヨルバ、オショボ 









に『ヨルバ語語彙集』(A Vocabulary of the Yoruba Language, 1843)、『ヨル
バ語文法と語彙』(A Grammar and a Vocabulary of the Yoruba Language, 
1852) などがある。 
 









の太陽』 (Les Soleils des indépendence, 1968)、『アッラーの神にもいわれはな
い』(Allah n’est pas obligé, 2000) などがある。作品には、一党独裁や強権発動
の常態化した現代アフリカ国家の権力構図に対する鋭い皮肉と風刺が見られる。 
 
ケジラハビ、ユーフレイズ （Kezilahabi, Euphrase） 










[生] 1923.11.20. スプリングス（ヨハネスブルク郊外） 











(The Soft Voice of the Serpent, 1952)、小説『ブルジョワ世界の末期』(The Late 
Bourgeois World, 1966)、ブッカー賞受賞作『保護管理人』(The Conservationist, 














教科書用の西アフリカ史 2 巻も知られている。 
 











小説作品も多い。小説『苦い蜜』(Asali Chungu, 1977)、『別れ』 (Utengano, 1980)、
『この世は枯れ木のごとし』(Dunia mti mkavu, 1980) など初期小説の他、『光
の中の闇』(Kiza katika nuru, 1988）、『爺が生き返る』(Babu alipofufuka, 2001) 
など多作。現在、もっとも活躍している社会派の作家である。 
 
サザランド、エフア （Sutherland, Efua） 
[生] 1924.6.27. ゴールドコースト（現ガーナ） 










ドゥファ』(Edufa, 1967)、3 幕物の『フォリワ』(Foriwa, 1967) など、アフリ
カの伝統とヨーロッパ流の現代生活との衝突を扱った代表作が上演された。児
童文学にも関心をもち、『ハゲタカ! ハゲタカ!』(Vulture! Vulture ! ,1968)、『タ
ヒンタ』(Tahinta, 1968) などのリズム演劇、『アフリカの遊び時間』 (Playtime 
in Africa, 1960)、『道路づくり』(The Roadmakers, 1961) などの絵物語を発表。 
 












ブ世界の女たち』(The Hidden Face of Eve : Women in the Arab World, 1977, 
英訳 1980) は、権力者を殺した貧しい農婦の物語。『ゼロ度の女』(Woman at 













された。詩集に『戦時下の歌』(Songs in a Time of War, 1985)、『花の森』(A Forest 
of Flowers, 1986) など。 
 
サンゴール、レオポール・セダール（Senghor, Léopold Sédar） 
[生] 1906.10.9. ジョアル・ラ・ポルトゲーズ 
















ロ・マダガスカル新詞華集 ]（Anthologie de la nouvelle poésie nègre et 






























シャアバン・ビン・ロバート（Shaaban bin Robert） 
[生] 1909.1.1. タンガ（ドイツ領東アフリカ） 
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グ記念メダルを受賞。主著に詩集『言葉の装飾』(Pambo la Lugha, 1948)、自
伝『わが人生』 (Maisha Yangu,1949)、『クサディキカ－空中の国』
(Kusadikika,1951)、民族歌謡タアラブの女性歌手の伝記『シティ・ビンティ・
サアド伝－ザンジバルの歌手』(Wasifu wa Siti binti Saad, Mwimbaji wa 
Unguja, 1958) など。詩・随筆多数。ペルシアの詩人オマル・ハイヤームの『ル
バイヤート』のスワヒリ語訳 (1952) も知られる。 








Mwinyi Fuad, 1978）、港湾労働者の苦しい生活を描く『苦力』(Kuli, 1979) で
知られる。社会派の作家で、最近作に、地元のブックフェアーでの受賞作『引
くなら引こう』(Vuta N’kuvute, 1999) がある。 
 







小説『アフリカ農園物語』(The Story of an African Farm, 1883) など三作品は、



























けた。獄中体験をもとに、戯曲『狂人と専門家たち』(Madman and Specialists, 
1965 初演)、詩集『地下室に閉じ込められたウソの鳥』(A Shuttle in the Crypt, 
1969 年初版、1972 年改題再版)、評論『死んだ男』(The Man Died, 1972)、小
説『異変の季節』(Season of Anomy, 1973) の四部作を生んだ。代表作は、ほか
にイギリス留学中に書いた戯曲『ライオンと宝石』(The Lion and the Jewel , 初
演 1959、出版 1963)、『森の舞踏』(A Dance of the Forest, 1963)、『殉死と王
の馬丁』(Death and the King’s Horseman, 1975) など。小説『通訳者たち』(The 
Interpreters, 1965) もある。 ベケットなどの不条理演劇、ギリシア・ローマの
古典劇にも造詣が深く、西洋演劇とアフリカ（ヨルバ）伝統演劇の手法を駆使
し、新境地を開拓したとされる。評論『神話・文学・アフリカ世界』(Myth, 
Literature and the African World, 1976)、『芸術・対話・憤怒』(Art, Dialogue 
and Outrage : Essays on Literature and Culture, 1988)、幼少時代の自伝『ア
ケ』(Ake : The Years of Childhood, 1981)、自伝『イバダン：混乱の時代－メモ
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[生] 1927.7.9. ボルドー 







支持を得た。詩集『杵つき』(Coups de pilon, 1956) のほか、サンゴール編『ニ
グロ・マダガスカル新詞華集』に収録された数編の詩が残るにすぎない。 
 
ジョオプ、ビラゴ （Diop, Birago ） 
[生] 1906.12.11. ダカール 













ンバの物語』(Les Contes d’Amadou Koumba, 1947) でたちまち世界的に有名
になった。『新アマドゥ・クンバ物語』(Les Nouveaux Contes d’Amadou Koumba, 
1958)、詩集『おとり餌と閃光』(Leurres et lueurs, 1960) など。このほか、1978





[生] 1932. クルーガーズドルフ 





自分のものにしろ』(Hurry Up to It !, 1975)、『わが愛するソウェト』(The Soweto 
I Love, 1977)、『大地の子たち』(Children of the Earth, 1982) など。その詩は、
風刺やアイロニーに富み、ソウェト住民の話すスラングが巧みに生かされてい
る。他に、小説『散乱した生存者』(A Scattered Survival, 1989) などがある。 
 
セルマガ、ロバート（Serumaga, Robert） 
[生] 1939. ブガンダ 












セローテ、モンガーン （Serote, Mongane） 







(Behold Mama, Flowers, 1978)、6 年がかりの小説『生れ出ずる者すべてに血が』









[生] 1923.1.1. ジガンショル 
[没] 2007.6.9. ダカール 
セネガルの作家、現代アフリカの代表的な映画監督。フランス語で執筆。子
供時代は故郷で漁撈の手伝いなどをしたが、のちダカールへ出て石工、機械工、







ガル・ペンクラブ会長。代表作として、小説『黒い沖仲仕』(Le Docker noir, 1956)、
『祖国よ、わが美しき民よ』(O Pays, mon beau people !, 1957)、『神の森の木々』
(Les Bouts de bois de Dieu, 1960)、『ハルマッタン』(L’Harmattan, 1964)、『不
能』(Xala, 1974)、『帝国の最後の男』(Le Dernier de l’empire, 1981)。ウォロ
フ語による映画作品として『エミタイ』(Emitai, 1976)と『チェド』(Ceddo, 1976) 
などが有名。ほかに『ボルタイック作品集』(Voltaïques, 1962) など。 
 


















イキ』(La Grève des battus, 1979) など。 
 







と怪物』(Mamy Wata et le monster, 1994) で、1994 年度野間アフリカ賞選考
に際し、特別にメンションされた。ルワンダの虐殺を題材にした『イマナの影』
(L’Omble d’Imana, 2000) ほかがある。自己のアイデンティティを素材にするな
ど、多数の作品を発表している。 
 










伝説』 (Légendes Africaines, 1953)、物語集『黒い腰布』(Le Pagne noir, 1955)、
詩集『日々のめぐり』(La Ronde des jours, 1956)、自伝小説『クリンビエ』
(Climbié, 1956)、小説『パリの黒人』(Un Nêgre à Paris, 1959) など。 
 












な肋骨』(Franz Fanon’s Uneven Ribs, 1971)、『低開発のバラッド』(Ballads of 
Underdevelopment, 1976)、短篇集『フィクションズ、その他』(Fixions and 
Other Stories, 1969)、評論集『最後の言葉』(The Last Word, 1969) などがあ
る。他に、日本での滞在経験に基づく詩集『山をも溶かす言葉』(Words That Melt 






ィションズ』(Nervous Conditions, 1988) で知られる。1989 年度コモンウエル
ス作家賞（アフリカ部門）受賞。フェミニズム思想が濃い。 
 
チカヤ・ウ・タムシ（Tchicaya U Tam’Si） 
[生] 1931.8.25. ムピル（コンゴ） 








表作『悪い血』(Le Mauvais Sang, 1955)、『野火』(Feu de brousse, 1957)、『だ
まし心で』(Átriche-coeur, 1958)、『エピトメ』(Épitomé, 1962)、『腹』(Le Ventre, 
1964)、『音楽的アーチ』(L’Arc musical, 1969) のほか、民間伝説集『アフリカ












(Golden City Post) 紙などへも寄稿した。スワジランドで教職についた1966年、
共産主義者とされ、作品は発禁となった。短篇集に『死ぬ意志』(The Will To Die, 






[生] 1920.6.20. アベオクタ 











『やし酒飲み』(The Palm-Wine Drinkard, 1952) が特に有名。他に『ジャング
ル放浪記』(My Life in the Bush of Ghosts, 1954)、『ジャングルの羽根女』 
(Feather Woman of the Jungle, 1962)、『ヨルバ民話集』(Yoruba Folktales, 
1986) など。 
 







ル』(Muriel at Metropolitan, 1975) が第一作で、アパルトヘイト下に生きる女
性の苦難が描かれている。発禁処分を受けたが、これが南ア黒人女性作家によ
る初の英語小説とされる。1976 年のソウェト蜂起に取材した『アマンジャ』 
(Amandla, 1980) は数週間で 5,000 部を売り尽くした後、発禁となった。ほか
に短篇集『ソウェトの物語』(Soweto Stories, 1989) など。人種差別、性差別の
社会に生きる女性の闘いを描いている。 
 






ルの太陽」(Ilanga lase Natal ) 紙（ズールー語と英語のバイリンガル）の編集











婚の後、9 人の子供を自ら引き取った。処女作は『かくも長き手紙』(Une Si 
Longue Lettre, 1980) で、第 1 回野間賞を受賞。一夫多妻のイスラム社会を批
判した自伝的作品である。第 2 作は、セネガル人男性とフランス人女性の結婚
の悲劇を描いた『深紅の歌』(Un Chant écarlate, 1981) で、死後出版である。 
 








ルの太陽」(Ilanga lase Natal ) 紙などに寄稿。ズールー語で書き、自ら英訳も
した。敬虔なキリスト教徒の立場から、都市に住む鉱山労働者の悲哀をうたっ
た作品が多い。最初の作品が『ズールーの歌』(Inkondlo kaZulu, 1935) で、西
洋の影響を受けた最初のズールー詩集とされる。他に、国際アフリカ研究所主
催アフリカ語小説コンクールでの 1933 年度の受賞作で、ズールー語最初の小説




ファグンワ、D. O. （Fagunwa, D[aniel] O.） 
[生] 1910. オンド州 










えない批評家もいる。『千の悪魔の森』(Ogboju Ode Ninu Igbo Irunmale, 1938) 
をW. ショインカがかなり自由に英訳した The Forest of a Thousand Daemons, 
1968 によって、ヨルバ語使用地域以外の世界にも知られるようになった。その
後の作品の多くも英訳されている。ほかに『守護者の杖』(Ireke Onibudo, 1949)、
『エレベジェの森を歩く』(Irinkerindo Ninu Igbo Elegbeje, 1954)、『全能者の














ク』(Sweet and Sour Milk, 1979)、『鰯』(Sardines, 1981)、『閉じよ、ゴマ』
(Close Sesame, 1983) のほか、戯曲『地図』(The Map, 1985) などがある。作
品のメイン・テーマは、独立後ソマリアにおける人間の自由の問題、女性の抑
圧状況である。小説第一作は、インド時代に書き終えた『曲った肋骨から』(From 






[生] 1932.6.11. ミドルバーグ（ケープ州） 
南アフリカの劇作家・映画監督・俳優。父はイギリス系、母はオランダ系。






曲に『血の絆』(The Blood Knot, 1963)、『シズウェ・バンシは死んだ』(Sizwe 













いとされる『悪霊』(Mashetani, 1971) など。この作品は、ザンジバル革命の 2





先祖の楯』(Jogoo Kijijini na Ngao ya Jadi, 1976)、アンデルセン童話のスワヒ
リ語訳『大切なこと』(Jambo la Maana, 1982) など。 
 







(Koranta ea Bechuana) を出し、アフリカ人の権利の擁護に努めた。南アフリ
カ原住民会議（現アフリカ民族会議）の創設メンバーの一人。アフリカ人の側
から見たボーア戦争の記録『プラーキのボーア戦争日誌』(The Boer War Diary 
of Sol T. Plaatje) は 1900 年頃に書かれたものであるが、死後の 1973 年に刊行
された（新版『マフェキング日誌』The Mafeking Diary の刊行は 1999 年）。『南
アフリカ原住民の生活』(Native Life in South Africa, 1916) では、1913 年の「土
地法」のアフリカ社会に対する悪影響を批判している。1917 年から 1920 年に
かけて書き上げた『ムーディ－100 年前の南ア原住民の生活叙事詩』(Mhudi－




商人』(Maswabi-swabi)、『から騒ぎ』(Matsapa-tsapa a lefela)、『オセロ』(Otelo) 
など、シェークスピア作品のツワナ語訳がある。 
 
ブリンク、アンドレ （Brink, André） 
















(A Dry White Season, 1979) など。南ア最高の賞といわれる CNA 賞 (セントラ




[生] 1924.11.28. ソールズベリ（現ハラレ） 












いる。第 1 詩集『警笛、げんこつ、鉄靴』(Sirens, Knuckles and Boots, 1963)
は、投獄中にナイジェリアのムバリ出版局から出された。『マーサへの手紙』
(Letters to Martha and Other Poems from a South African Prison, 1968)、『会
釈と非難』(Salutes and Censures, 1982) など多数の詩集がある。作品の多く
が南アで発禁処分を受けていたが、1990 年に禁を解かれた。来日 2 回。俳句に
も関心が深く、英語による短歌・俳句ともいうべき短詩も多い 
 


















[生] 1903.1.11. ピーターマリッツバーグ 





国よ』(Cry, the Beloved Country, 1948) をアメリカで完成。南アでのアパルト
ヘイト政権の誕生の年、合衆国の黒人運動の台頭期と重なり、ミリオンセラー
となった。ついで、少年感化院長時代に深めた政治思想をもとに、『ヒレアシ








[生] 1937.7.6. ピーターマリッツバーグ 













別下での人種間の協調を描く『雨雲が集まる時』(When Rain Clouds Gather, 
1968)、以後『マル』(Maru, 1971)、『力の問題』(A Question of Power, 1973)、
短篇集『宝物収集家』(The Collector of Treasures, 1977)、『セロウェ－雨風の
村』(Serowe : Village of the Rainwind, 1981) など。死後出版の自伝『ひとり




[生] 1932.6.30. ヤウンデ近郊ムバルマヨ 
[没] 2001.10.8. ドゥアラ 




を描く。主著『憎しみもなく、愛もなく』(Sans haine et sans amour, 1953、
エサ・ボト名)、『残酷な町』（Ville cruelle, 1954，エサ・ボト名）、キリスト
教伝道の限界や矛盾を諧謔に込めて風刺した『ボンバの哀れなキリスト』(Le 
Pauvre Christ de Bomba, 1956)、50 年代カメルーンを舞台に植民地に生きる主
人公の疎外感を描く『カラへの伝道』（『使命完了』Mission terminée, 1957）、
『奇跡の王』(Le Roi miraculê, 1958)、『道化役者の滑稽な破滅』(La Ruine 
presque cocasse d’un polichinelle, 1979) など。 
 





自伝的小説『太陽に灼かれて』(C’est le soleil qui m’a brûlée, 1987) が出世作。
よく知られる作品『ベルビルの小さなプリンス』(Le Petit Prince de Belleville, 
1992) はアフリカ人を両親に、フランスで生まれた少年を主人公に、パリの移
民労働者の社会を風刺とユーモアをもって描いている。他にフランスで働くイ
スラム教徒女性の愛と性を描く『失われた名誉』(Les Honneurs perdus, 1996)
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がある。この作品は 1996 年度のアカデミ ・ーフランセーズ小説大賞を受賞した。
1999 年には、顕著な文学活動歴により、ゴンクール賞を受賞した。 
 





















主著は『煩悩』 (Troubles, 1974) のほか、社会派推理小説『DXT 作戦』(Operation 
DXT, 1986)、浩瀚な小説『壊れたドラム』(Broken Drum, 1991) など。 
 





住む。代表作は、1993 年 8 月にケープタウン郊外のタウンシップで実際に起き
た殺人事件を素材にした『母から母へ』(Mother to Mother, 1998)。殺人者（南
アの黒人青年）の母親から犠牲者（アメリカ白人の女子大生）の母親にあてた
手紙の形で物語が展開する。処女作『私の子供たちの子供たちへ』 (To My 
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Children’s Children, 1990) は、1991 年度野間アフリカ賞選考に際して特別に
メンションされた。 
 






抗議が漲っている。短篇集『公園その他』(The Park and Other Stories, 1974)
は 24 篇を収録したもので、社会的不正義に対する抵抗の姿勢が顕著である。小
説『パーティは終わった』(The Party Is Over, 1997) は、60 年代のケープタウ
ンのカラード社会を扱っている。 
 




書き始め、カイロ大学哲学科に学んだ。公務員のかたわら、1952 年 7 月のエジ
プト革命までに 11 の小説を発表。以後数年間は筆を折った。初期には、古代エ
ジプトを舞台にした歴史小説『運命のいたずら』(Abath al-aqdar, 1939) など
を書いた。その後、カイロを舞台にいくつかの作品を書いたが、エジプト革命
後、『バイナル・カスライン』(Bayn al-Qasrayn, 1956)、『カスルッシャウク』
(Qasr al-Shawq, 1957)、『スッカリーヤ』(al-Sukkariyya, 1957) で自伝的要素
を込めて三世代に跨る一族を通して、現代エジプトの都市生活を描く長編三部
作を発表、アラブ世界を代表する作家となった。1988 年度ノーベル文学賞受賞。









えた。最初の詩集『カメレオンと神々』(Of Chameleons and Gods, 1981) は発
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禁処分を受けた。バンダ独裁政権により 1987 年から 1991 年まで政治拘禁に処
された。その後亡命し、主にイギリスに住んでいる。詩集『縄跳び』(Skipping 
with Ropes, 1998) では、皮肉とユーモアを交えて獄中生活を振り返っている。 
 
マレチェラ、ダンブッゾ（Marechera, Dambudzo） 
[生] 1952.6.4. ルサペ（ジンバブエ） 





















Me Quick, 1973) と『リバーロードをくだる』(Going Down River Road, 1976)。
これらでケニヤッタ文学賞を受賞。ほかにマウマウ戦争を題材にした『猟犬に
喰われる屍』(Carcase for Hounds, 1974)、『ゴキブリのダンス』(The Cockroach 
Dance, 1979)、『シャカの帰還』(The Return of Shaka, 1989)、『風に挑んで』
(Striving for the Wind, 1990) など。この他にも、相当な多作で、児童文学や映
画製作にも及んでいる。 
 









カのビジョン』(Vision of Africa, 1978) はアフリカ人作家と白人作家のアフリ
カ・黒人の描き方･表象の相違を比較したもの。他に、詩集『わが民衆の娘よ、
歌え』(Daughter of My People, Sing !, 1976)、グギ・ワ・ジオンゴとの合作劇
『デダン・キマジの裁判』(The Trial of Dedan Kimathi, 1977) など。女性学、
フェミニズム思想でも知られる。 
 







承に熱心で、『七つの頭を持つ蛇』(The Snake with Seven Heads, 1989)、『亀
の女王様』(Queen of the Tortoises, 1990) ほか、多数の児童文学作品がある。 
 




ー』(Staffrider) 誌ほか、各種の雑誌に詩を寄稿、第一詩集は『破片』(Bits of 
Debris, 1986)。戯曲『祖国のために歌う』(We Shall Sing for the Fatherland, 
1973) が 1978 年度のアムステル演劇賞を受賞。その後、オハイオ大学大学院へ
留学し演劇を本格的に学んだ。1984 年帰国、翌年にはレソト大学講師、1989
年、民衆演劇の研究でケープタウン大学から学位を取得した。『日曜の衣装をま
とった娘たち』(And the Girls in Their Sunday Dresses, 1993) は四つの劇作品
を集めたもの。エール大学リサーチ・フェロー時代には、最初の小説『死に方』
(Ways of Dying, 1995) を執筆、1994 年に帰国して、ウィットウォータースラ
ント大学客員教授となった。戯曲や小説にはマジカル・リアリズムの手法が認
められる。ポスト・アパルトヘイト時代を描く最近作に『ブラック･ダイヤモン




ムチャーリ、オズワルド （Mtshali, Oswald） 
[生] 1940.1.17. クワズールー・ナタール 
南アフリカの詩人。人種差別のため地元の大学に進学できず、のちにコロン
ビア大学に学び、修士号を取得。働きながら、詩を文芸誌に寄稿する。第一詩
















[生] 1919.12.17. プレトリア 



















死者』(The Living and Dead, 1961)、『アフリカのイメージ』(The African Image, 
1962) などの代表作のほか、小説『放浪者たち』(The Wanderers, 1971) でノ










the Dry Season, 1972) が続いたが、白人政権から発禁処分を受けた。『雨を待
つ』(Waiting for the Rain, 1975) では、解放戦争下で、未来が不透明な時代の
家庭の崩壊を描いている。都市と農村、新旧世代間の葛藤が主要なテーマで、
児童文学作品も多い。コモンウェルス作家賞、野間アフリカ賞 （1992 年度）
などを受賞。ケニアの作家グギ・ワ・ジオンゴの『一粒の麦』(A Grain of Wheat) 
のショナ語への訳者でもある。 
 





理小説『祖先の霊場』(Mzimu wa Watu wa Kale, 1960) で知られるほか、『ゼ
ロの秘密』(Siri ya Sifri, 1974)、『一人の妻に旦那三人』(Mke mmoja, Waume 




モハメド・スレイマン （Mohamed Suleiman） 





『恋はくしゃみのごとし』(Mapenzi ni kikohozi, 1970)、『口は災いの館』
(Kinywa jumba la maneno, 1977) などに収録されている。小説『渇き』(Kiu, 




[生] 1876.8.2.  





た。 1906 年、ソト語の新聞に連載し始めた第 1 作『東方への旅人』(Moeti oa 
Bochabela : 英訳 Traveller to the East, 1934) は、一青年が神を探し求めて旅
に出る、『天路暦程』を髣髴とさせるような物語で、1907 年出版された。伝統























た。代表作『王の栄光』(Le Regard du roi, 1954)、『言葉の守護者』(Le Maitre 
de la parole, 1978) など。 
 
ラ・グーマ、アレックス（la Guma, Alex） 
[生] 1925.2.20. ケープタウン 









年の怒りと憤怒を綴る『夜の彷徨』(A Walk in the Night, 1962) をはじめ、カ
ラードのアイデンティティを問い、団結を訴える『そして三重織の紐は』(And a 
Threefold Cord, 1964)、獄中記『石の国』(The Stone-Country, 1967)、アパル
トヘイト反対地下組織での人間群像を描く『季節の終りの霧の中で』(In the Fog 
of the Seasons End, 1972)、バンツースタン建設計画とアフリカ人の抵抗を背景
として、差別の怨念の深さを語る『百舌鳥が虫を串刺しにする時』(Time of the 
Butcherbird, 1979) がある。他に『ソビエト紀行』(A Soviet Journey, 1978) な
ど。1969 年、アジア・アフリカ作家会議からロータス賞受賞。 
 
ラディポ、ドゥロ （Ladipo, Duro） 
[生]1931.12.18. オショボ 






語劇三篇』(Three Yoruba Plays, 1964) ほか。代表作は『王は死ななかった』(Oba 







[生] 1903.3.4. タナナリブ 














リキング、ウェレウェレ （Liking, Werewere） 
[生]1950. ボンデ 
カメルーンの女性作家。演劇、映画製作でも活躍。フランス語で書く。小説『碧
玉か珊瑚の女のように』(Elle sera de jaspe et de corail, 1983) で、男性中心の
アフリカ社会を批判している。フェミニズム思想が顕著で、ジェンダーやセク
シュアリティに関するテーマが多い。野間アフリカ出版賞を受賞した『断ち切




[生] 1931.3.1. ケープタウン 













(African Songs, 1963)、『前へ、後ろへ』(Advance, Retreat, 1983) のほか、白
人女性との恋愛を描く長編『非常事態』(Emergency, 1960)、自伝的作品『第六
地区バッキンガム・パレス』(Buckingham Palace District Six, 1986)、評論集
『黒人を書く』 (Writing Black, 1981) などがある。ケープタウンの自宅で暴
漢に殺害されたが、死後『非常事態継続』(Emergency Continued, 1990) が出
版された。 
 




ツワナ大学、ナイロビ大学などに勤めた。『婚資無用』(No Bride Price, 1967) は
マラウイ初の英語小説で、独立後マラウイのバンダ政権への幻滅が描かれてい
る。戯曲も書いているが、詩が本領で『トランジション』(Transition)、『ブラ
ック・オルフェイス』(Black Orpheus )、『プレザンス・アフリケーヌ』(Présence 
Africane ) などに発表。『東アフリカの詩』(Poems from East Africa, 1971)、『詩
とともに育つ－中学生のためのアンソロジー』(Growing Up With Poetry : An 
Anthology for Secondary Schools, 1989) などを編集した。 
 








is Singing, 1950)。 以後、マルクス主義の影響の強い『黄金のノート』(The 




[生] 1938.4.13 サペレ 
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[没] 2000.8.18 イレ－イフェ 
ナイジェリアの戯曲作家。ベンデル州生まれ。父はヨルバ人、母はイジョ人。
アメリカ留学中の 1966 年、エール大学で初期戯曲「また夫の気が狂った」（Our 
Husband Has Gone Mad Again、出版は 1974）などが上演された。政治風刺劇
である。67 年帰国後、イフェ大学（現オバフェミ・アウォロウォ大学）に勤務
し、「オリ・オロクン劇団」(Ori Olokun) を結成した。77 年から 92 年までポー
トハーコート大学に勤め、以後イフェに戻り、プロの「アフリカゆりかご劇団」
(African Cradle Theatre) を組織した。作品に、植民地以前のヨルバ民族の裁判
を舞台に、ソフォクレスの『エディプス王』をなぞった『神々に咎はあらず』(The 
Gods Are Not To Blame, 1971)、都会の安アパートに住む労働者の生活を描く











亡命』(Home and Exile, 1965) にまとめられている。ハーバード大学時代に書
いた戯曲『暴力のリズム』(The Rhythm of Violence, 1964) はヨハネスブルク
における人種関係を描くもの。ニューヨークのテレビでアフリカ関係の番組を
担当したこともあり、のちザンビア大学でも教えた。評論集『仕事と仮面』(Tasks 
and Masks, 1981)、小説『交配する鳥』(Mating Bird, 1983)。ほかに短篇小説
がある。『地下生活者たち』(Underground People, 1993) は、反アパルトヘイ
ト運動の人間群像を描いている。 
 
ンゴボ、ロレッタ （Ngcobo, Lauretta） 
[生]1931 クワズールー・ナタール 
南アフリカの女性作家。1953 年、フォートヘア大学卒業。1960 年のシャー
プビル事件後、夫が拘禁され、1963 年以後 31 年間、イギリスへ亡命。1994 年
に帰国。第 1 作は『黄金の十字架』(Cross of Gold, 1981) で、60 年代南アを舞
台に、反アパルトヘイト闘争の暴力的な時代を扱っている。『かくして、彼女た





イギリスに住む黒人女性作家のアンソロジー『語り尽くそう』(Let It Be Told, 
1988) などを編集している。 
 






作家協会名誉会長。代表作『愚者たち』(Fools and Other Stories, 1984) は野間
賞受賞。他に、『息子の死』(Death of a Son, 1996) など。児童文学、評論集も
多い。 
 






大学でも教えた。代表作『エフル』(Efuru, 1966)、『イドゥ』(Idu , 1970) では、
女性主人公の愛や悲しみが描かれている。他に、短篇集『これがラゴスだ、他』
(This is Lagos and Other Stories, 1992)、『戦時下の妻たち他』(Wives at War 
and Other Stories, 1992) など。第一世代を代表する女性作家の一人。 
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